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▶開催日
　  ８月25日（土）渋谷・横浜たまプラーザキャンパス
　  ９月30日（日）渋谷キャンパスのみ
　 10月28日（日）横浜たまプラーザキャンパスのみ
▶開催時間
　10：00～16：00　＜入退場自由・事前申込不要＞
※ 企画内容等の詳細は母校ホームページでご確認ください。

オープンキャンパス

　６月に発生した大阪北部地震、また７月の西日本・四国・九
州など、広い範囲での記録的な豪雨により、被災されたみなさ
まに心よりお見舞を申し上げます。
　避難されているみなさまのご心労も、如何ばかりかと拝察申
し上げます。
　一日も早く復興され、みなさまの日常が戻りますよう、衷心
より祈念申し上げます。
 一般財団法人　國學院大學院友会

発発生 た大た大 北部地北部地 まままたた

地震・豪雨により
被災されたみなさまへ

　本会では、母校校友課と協力し、一人でも多くの院
友のみなさまに情報発信をしていきたいと考えており
ます。現在、住所が判明している院友のみなさまに、
院友会報をお送りしております。
　結婚・転職・転居などにより、氏名・住所・勤務先等に
変更がございましたら、本会又は國學院大學校友課へ
お知らせください。ホームページからも変更ができま
す。また、ご実家であっても、ご本人がお住まいでな
い場合、郵便局から差し戻されて参りますので、必ず
ご一報ください。
　みなさまのお手元に郵便物が確実に届くように、
ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

住所変更届・異動届のお願い
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一般財団法人國學院大學院友会 理事・監事名簿一般財団法人國學院大學院友会 理事・監事名簿

業務執行理事
会　長 再 𠮷田　茂穗 73政・74神専攻 鶴岡八幡宮宮司
副会長 再 今井　　亮 67政 ㈱ウエルファー取締役会長

再 佐藤　美穗 74文 國學院大學客員教授
再 針本　正行 82文・84修文・87博後文 國學院大學文学部教授・副学長

常務理事 再 加藤　元茂 80経
理　事
　再 秦　　信行 推 國學院大學経済学部教授
　再 菅野　雅雄  65文2・68修文

・71博文
　再  大鳥居信史 70文・71神専攻  神田神社宮司
　再 吉田　源彦 73神 北海道神宮宮司
　再 塙　　東男 75神 笠間稲荷神社宮司
　再 齋藤　大武 76法 ㈱アルク相談役
　再　松山　文彦 76神専攻　東京大神宮宮司
◎新  近藤　正臣 76文  湘南医療大学非常勤講師
　再 中山　高嶺 77神 三峯神社宮司　
　再 岡田　幹雄 78史
　再  黒田　眞子 80法・82修法 黒田法律事務所

　再 利根　康教 80神 寒川神社宮司
　再 大平　　実 81法
　再  大村　秀司 81法 ㈻國學院大學常務理事
　再 坂本眞佐人 81経
　再 中西三千代 82文 邦楽家 小唄若宮派家元
　再  秋元　善行 86法 弁護士　三和法律特許事務所
　再 古屋　真弘 88神 浅間神社宮司
　再 白川　博一 90経 國學院大學事務局長
　再 湯谷　昌生 95経  ㈱プリンスホテル執行役員

西日本統括総支配人
◎新 九條　道成 100神 明治神宮権宮司
 以上　26名

監　事

顧　問

参　与

　再 小林　英夫 推　 ㈻國學院大學監事
　再 角川　賢二 79法

　再 寺澤　悠 83修経 税理士　寺沢会計事務所
 以上　3名

荻久保泰幸 61文・64修文 國學院大學文学部名誉教授
真野　　博 61政 輸入建築資材振興会理事長
船田　君子 67文

河原崎　弘 73政 弁護士　河原崎法律事務所
宇井　克彦 74政
玉井　浩二 74政 ㈻國學院大學監事

新井さきほ 58女教・62文
杉山　 夫 60旧文2・62修

文・66博文
大橋　純子 63政2
外山　勝志 64宗 明治神宮名誉宮司
蛯原　　弘 66政 ㈻國學院大學顧問

岡崎　正継 69文・71
修文・74博文

國學院大學文学部名誉教授

安蘇谷正彦 71神・73
修神・78博神

國學院大學神道文化学部名
誉教授

坂口　𠮷一 74政 ㈻國學院大學理事長

任期 平成30年6月18日から選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会終結の時
まで。　※ 「再」は再任。「◎新」は新任。／理事の定数　20名以上26名以内／監事の定数　2名以上3名以内

顧問・参与名簿顧問・参与名簿 任期 平成30年６月18日～平成32年定時評議員会終結の時まで

　皆さま、お誘い合わせの上お越しください。また、今年も楽しい企画が
盛り沢山です。部会やサークルのＯＢ会でご参加いただける企画もござい
ます。大勢の皆様のご来校とご参加をお待ちしております。

詳しくは、ホームページ・同封のご案内をご覧ください

平成30年10月20日土
渋谷で会いましょう！渋谷で会いましょう！

一般財団法人
國學院大學院友会

会長 𠮷田 茂穗
（よしだ・しげほ／73政・74
神専攻／鶴岡八幡宮宮司）

國學院カードのお申し込み方法
下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（担当：鈴木、清水）
TEL　: 03-5466-0115　  MAIL : keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB  : 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞國學院カード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いただける
協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗については大学HPや
チラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させていただきます。
※詳しくは経理課へお問い合わせください。

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」誕生！

「國學院カード」HP
QRコード

※ 上記期間以外の開催会場・時間帯の詳細は、母校ホームページをご確認く
ださい。

進学相談会
　札幌   12日（水）
 13日（木）
　青森   ３日（月）
　盛岡   18日（火）
　仙台   13日（木）
　秋田   ７日（金）
　山形   20日（木）
　水戸   18日（火）
　宇都宮   ５日（水）
　高崎   21日（金）
　横浜   １日（土）
 30日（日）

　新潟   12日（水）
　富山   11日（火）
　金沢   12日（水）
　長野   13日（木）
　松本   14日（金）
　静岡   20日（木）
　沼津   21日（金）
　福岡   19日（水）
　熊本   12日（水）
　宮崎   26日（水）
　鹿児島   14日（金）

■９月開催分

　國學院大學では、院友の皆様のご子女、お孫さん、ご兄弟姉妹など、二親等以内の方を対象とした特別選考入学試験を全学部・
全学科で実施いたします。概要は次のとおりです。詳細は入学試験要項で必ずご確認ください。

　出願書類（志望理由書、課題レポート等）
による第１次選考および第２次選考（小論文
またはレポートと面接等、内容は学科によっ
て異なります。）により合格者を決定します。

選考方法

▶出願期間
　９月３日（月）～９月10日（月）
　※消印有効
▶第１次選考（書類選考）合格発表
　9月26日（水）
　※選考結果通知発送
▶ 第２次出願（第１次選考合格者のみ）
　10月９日（火）～15日（月）
　※消印有効・入学検定料納入
▶第２次選考
　11月11日（日）
　※ 内容は必ず入学試験要項でご確認ください。
▶最終合格発表
　11月21日（水）※通知発送

試験日程

〒150-8440　東京都渋谷区東4-10-28　國學院大學入学課
TEL 03-5466-0141　FAX 03-5485-0152　E-mail exam@kokugakuin.ac.jp

お問い合わせ・入学試験要項請求先

院友子弟等特別選考入学試験について

以下①～③すべての要件を満たす者
① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む）
又は中等教育学校を卒業しているか、平成
31年３月卒業見込みの者。あるいは高等
学校卒業者と同等以上の学力があると本学
が認めた者。

② 院友会の会員〔本学（大学院、専攻科、別
科、國學院大學幼児教育専門学校等を含
む）の卒業・修了者、または本学・法人・
姉妹法人の現職専任教職員など〕の二親等
以内の親族（配偶者・姻族含む）であるこ
と。なお、出願資格の確認は提出書類に基
づいて大学が行う。

③ 本学への入学を第１希望（単願）とする
者。

出願資格
日本文学科   ５名
中国文学科   ２名
外国語文化学科   ３名
史学科   ２名
哲学科   １名
神道文化学科　フレックスA   １名
　　　　　　　フレックスB   １名
法律学科　法律専攻   ３名
　　　　　政治専攻   １名
経済学科   ４名
経済ネットワーキング学科   ５名
経営学科   ３名
初等教育学科   ３名
健康体育学科   ３名
子ども支援学科   ３名

募集人員

※  出願資格等についてご不明の点がございましたら、入学課（03-5466-0141）までお問い合わせください。
８月10日（金）～８月22日（水）は大学一斉休暇です。

※ 人間開発学部卒業生対象の「たまプラーザキャンパス・ホームカミングデー」
は、11月10日（土）に開催です。

1 平成30年８月10日（金）　No.369 院 友 会 報 残暑見舞号
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　一般財団法人へ移行してから公益目的支出計画の実施の完了の　一般財団法人へ移行してから公益目的支出計画の実施の完了の
確認を受けるまでの間、私どもは、公益目的支出計画実施報告書確認を受けるまでの間、私どもは、公益目的支出計画実施報告書
等を毎事業年度の経過後3カ月以内に、行政庁に提出することにな等を毎事業年度の経過後3カ月以内に、行政庁に提出することにな
っている。っている。
　今年度も、監査を経て、第22回理事会、第7回定時評議員会の承　今年度も、監査を経て、第22回理事会、第7回定時評議員会の承
認の後、6月29日に提出した。本法人の移行時の公益目的財産額認の後、6月29日に提出した。本法人の移行時の公益目的財産額
は、620,341,554円である。平成29年度は、620,341,554円である。平成29年度末日末日における当該事業年度における当該事業年度
の公益目的収支差額は131,441,862円で、当該事業年度末日の公益の公益目的収支差額は131,441,862円で、当該事業年度末日の公益
目的財産残額は、488,899,692円。本法人が移行した当初の計画で目的財産残額は、488,899,692円。本法人が移行した当初の計画で
は、公益目的支出計画の完了予定年度は平成60年3月31日となっては、公益目的支出計画の完了予定年度は平成60年3月31日となって
いたが、この実施期間は1年短縮され、平成59年（2047年）3月31いたが、この実施期間は1年短縮され、平成59年（2047年）3月31
日となる見込みである。日となる見込みである。

公益目的支出計画実施報告書を
内閣府へ提出

平成29年度
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こ
と
の
大
切
さ
を
示
さ

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
示
さ

れ
て
い
る
、
と
感
じ
ま
し

れ
て
い
る
、
と
感
じ
ま
し

た
。
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
未
来
を
見

　

こ
れ
か
ら
の
「
未
来
を
見

据
え
た
院
友
会
」
に
も
共
通

据
え
た
院
友
会
」
に
も
共
通

す
る
観
点
と
思
わ
れ
ま
す
。

す
る
観
点
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
形
と
し
て
実
現
す
る

こ
れ
を
形
と
し
て
実
現
す
る

方
策
の
一
つ
に
、
公
益
事
業

方
策
の
一
つ
に
、
公
益
事
業

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
十
年
各

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
十
年
各

支
部
で
精
力
的
に
取
り
組
ん

支
部
で
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
こ
の
事
業
の
充

で
こ
ら
れ
た
こ
の
事
業
の
充

実
と
拡
大
は
、
本
会
が
広
く

実
と
拡
大
は
、
本
会
が
広
く

社
会
に
認
知
さ
れ
、
若
い
世

社
会
に
認
知
さ
れ
、
若
い
世

代
を
育
て
、
大
学
の
発
展
と

代
を
育
て
、
大
学
の
発
展
と

次
世
代
へ
の
継
承
に
繋
が
る

次
世
代
へ
の
継
承
に
繋
が
る

と
考
え
ま
す
。

と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
、
様
々
な

　

皆
様
と
と
も
に
、
様
々
な

想
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
院

想
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
院

友
会
が
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ

友
会
が
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ

り
続
け
る
よ
う
、
微
力
な
が

り
続
け
る
よ
う
、
微
力
な
が

ら
心
を
尽
く
し
て
参
る
所
存

ら
心
を
尽
く
し
て
参
る
所
存

で
す
。

で
す
。

伝
統
の
継
承 

そ
し
て
未
来
へ

副
会
長 

佐さ
　
と
う藤 

美み

　

ほ穗
（
74
文
）

　平成30年度の國學院大學院友大会が、
緑かおる５月26日（土）、母校の渋谷キ
ャンパス・130周年記念５号館「アリー
ナ」において開催された。
　定刻18：00に、NHKジャーナル・チ
ーフプロデューサーの肥土貴美男氏（88
経）の進行で佐藤副会長が開会挨拶。一
同で国歌を斉唱した後𠮷田会長が登壇
し、「昔、体育館があった懐かしい場所。
今日は楽しいひと時を」と述べた。ご来
賓として赤井学長の祝辞に続き、本日講
演会講師でもあった大蔵流狂言師で人間

国宝の山本東次郎氏からも学生時代を交
えた祝辞をいただいた。
　坂口𠮷一理事長の発声で乾杯となる。
会場内には東日本の各支部から寄せられ
た銘酒がずらり。普段はお目にかかれな
い一品もあり、左党は釘付けの様子も見
られた。
　歓談が続く中、当日参加してくれた
「野村證券院友会」の14名が壇上へ招か
れた。「野村證券は学閥のない会社です
が、唯一の社内派閥です」と代表者がス
ピーチすると、会場からは大きな拍手と
声援がおくられた。
　ステージでは平成29年度院友会長賞贈
呈が行われた。柔道部・藤阪泰恒君、陸
上競技部・浦野雄平君に𠮷田会長から会
長賞と副賞が代理の学生に手渡された。
　続いて「我が家は三世代國大生」の企
画では、本年は７組のご家族からお申込
をいただき、その各家の参加代表者が登
壇。今井副会長から記念品の置時計が贈
られ、その７組の家族を代表して、福島
県浜通りの山名隆弘氏が「三世代に申込

んだが、孫も入学し四世代です。國學院
に感謝です」と謝辞を述べた。
　心地よい酔いが加わってきた頃、太鼓
と共に団旗が上がり、國學院大學全學應
援團の学生が登場。日ごろ神宮球場や箱
根駅伝での応援パフォーマンスがメドレ
ーで披露された。全學應援團團長のリー
ドで一同大きな声で校歌を斉唱。19：
40頃、針本副会長の閉会の辞をもって、
中締めとなった。
　この日、アリーナには370名が参集し
た。

―
院
友
の
皆
様
へ
―

―
院
友
の
皆
様
へ
―

れ
ま
し
た
。
私
も
涙
が
出
ま

れ
ま
し
た
。
私
も
涙
が
出
ま

し
た
。
大
学
も
支
部
も
地
域

し
た
。
大
学
も
支
部
も
地
域

も
、
関
係
す
る
全
て
が
一
つ

も
、
関
係
す
る
全
て
が
一
つ

に
な
っ
た
の
を
強
く
感
じ
ま

に
な
っ
た
の
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

し
た
。

　

院
友
会
が
持
続
的
発
展
を

　

院
友
会
が
持
続
的
発
展
を

す
る
た
め
新
た
な
知
恵
を
出

す
る
た
め
新
た
な
知
恵
を
出

す
に
は
「
非
常
識
」
な
ら
ぬ

す
に
は
「
非
常
識
」
な
ら
ぬ

「
否
常
識
」、
今
ま
で
の
常

「
否
常
識
」、
今
ま
で
の
常

識
を
否
定
し
て
み
る
必
要
を

識
を
否
定
し
て
み
る
必
要
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
時
代
は

感
じ
て
お
り
ま
す
。
時
代
は

変
わ
り
、
明
年
は
新
し
く
元

変
わ
り
、
明
年
は
新
し
く
元

号
が
代
わ
る
意
義
深
い
年
と

号
が
代
わ
る
意
義
深
い
年
と

も
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
も

も
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
も

十
分
に
意
識
し
、
確
実
な
前

十
分
に
意
識
し
、
確
実
な
前

進
に
向
け
て
、
三
役
と
し
て

進
に
向
け
て
、
三
役
と
し
て

会
長
を
支
え
て
、
全
力
投
球

会
長
を
支
え
て
、
全
力
投
球

を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
一
層
の
お
力

　

み
な
さ
ま
の
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

添
え
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
三
十

　

平
成
三
十

年
六
月
に
開

年
六
月
に
開

催
さ
れ
た

催
さ
れ
た

「
評
議
員

「
評
議
員

会
」
で
、
役
員
の
改
選
が
あ

会
」
で
、
役
員
の
改
選
が
あ

り
、
そ
の
後
の
第
二
十
三
回

り
、
そ
の
後
の
第
二
十
三
回

理
事
会
に
お
い
て
副
会
長
職

理
事
会
に
お
い
て
副
会
長
職

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
𠮷

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
𠮷

田
茂
穗
会
長
を
は
じ
め
、
今

田
茂
穗
会
長
を
は
じ
め
、
今

井
亮
副
会
長
、
佐
藤
美
穗
副

井
亮
副
会
長
、
佐
藤
美
穗
副

会
長
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

会
長
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
つ
と
め
さ
せ
て
い

な
が
ら
、
つ
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
母
校
國
學
院
大
學

　

現
在
、
母
校
國
學
院
大
學

で
、
赤
井
益
久
学
長
の
も

で
、
赤
井
益
久
学
長
の
も

と
、
副
学
長
と
し
て
教
学
の

と
、
副
学
長
と
し
て
教
学
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

母
校
の
教
学
運
営
の
淵
源

母
校
の
教
学
運
営
の
淵
源

は
、「
古
典
を
講
じ
神
道
を

は
、「
古
典
を
講
じ
神
道
を

究
め
汎
く
人
文
に
関
す
る
諸

究
め
汎
く
人
文
に
関
す
る
諸

学
の
理
論
及
び
応
用
を
研
究

学
の
理
論
及
び
応
用
を
研
究

教
授
し
、
以
て
有
用
な
人
材

教
授
し
、
以
て
有
用
な
人
材

を
育
成
し
文
化
の
進
展
に
寄

を
育
成
し
文
化
の
進
展
に
寄

与
す
る
」（「
学
校
法
人
國
學

与
す
る
」（「
学
校
法
人
國
學

院
大
學
寄
附
行
為
」
第
三
条

院
大
學
寄
附
行
為
」
第
三
条

第
一
項
）
と
こ
ろ
に
あ
る
と

第
一
項
）
と
こ
ろ
に
あ
る
と

副
会
長
職
を
拝
命
し
て

副
会
長 

針は
り
　
も
と本 

正ま
さ
　
ゆ
き行　

（
82
文
・
84
修
文
・
87
博
後
文
）

認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
精

認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
精

神
を
も
っ
て
、
母
校
國
學
院

神
を
も
っ
て
、
母
校
國
學
院

大
學
と
國
學
院
大
學
院
友

大
學
と
國
學
院
大
學
院
友

会
、
在
学
生
と
院
友
の
方
々

会
、
在
学
生
と
院
友
の
方
々

と
の
紐
帯
と
し
て
、
微
力
な

と
の
紐
帯
と
し
て
、
微
力
な

が
ら
職
責
を
果
た
し
た
く
存

が
ら
職
責
を
果
た
し
た
く
存

じ
ま
す
。

じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、「
一
般
財
団
法
人

　

こ
こ
に
、「
一
般
財
団
法
人

國
學
院
大
學
院
友
会
」の
発

國
學
院
大
學
院
友
会
」の
発

展
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓

展
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓

い
ま
す
。全
国
の
院
友
の
皆

い
ま
す
。全
国
の
院
友
の
皆

様
方
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を

様
方
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成30年度國學院大學院友大会 渋谷キャンパス５号館 アリーナで

新
緑
の
母
校
で

平成30年度支部長会議

ド
」（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
」（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
）
で
の
法
人
傘
下
学
生
・

ド
）
で
の
法
人
傘
下
学
生
・

生
徒
の
支
援
、
特
典
提
示
の

生
徒
の
支
援
、
特
典
提
示
の

院
友
の
お
店
の

院
友
の
お
店
の
P
R
に
も
に
も

な
る
こ
と
な
ど
、
説
明
を
行

な
る
こ
と
な
ど
、
説
明
を
行

っ
た
。

っ
た
。

　

公
益
事
業
申
請
の
手
続

　

公
益
事
業
申
請
の
手
続

き
、
ま
た
支
部
運
営
費
に
関

き
、
ま
た
支
部
運
営
費
に
関

す
る
お
願
い
事
項
の
説
明
の

す
る
お
願
い
事
項
の
説
明
の

後
、
事
業
を
行
っ
た
支
部
か

後
、
事
業
を
行
っ
た
支
部
か

ら
地
域
で
の
様
子
や
交
流
、

ら
地
域
で
の
様
子
や
交
流
、

裏
話
も
交
え
て
代
表
者
か
ら

裏
話
も
交
え
て
代
表
者
か
ら

話
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ

話
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
支
部
物
産
展
で

ン
グ
デ
ー
支
部
物
産
展
で

も
、
販
売
の
コ
ツ
や
当
日
の

も
、
販
売
の
コ
ツ
や
当
日
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
や
っ
て
よ
か

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
休
憩
を
挟
ん
で
大

　

こ
こ
で
休
憩
を
挟
ん
で
大

学
の
報
告
と
な
り
、
各
学
部

学
の
報
告
と
な
り
、
各
学
部

長
・
代
表
者
の
方
々
か
ら
、

長
・
代
表
者
の
方
々
か
ら
、

学
部
や
学
生
の
様
子
が
披
露

学
部
や
学
生
の
様
子
が
披
露

さ
れ
た
。
大
学
事
務
局
か
ら

さ
れ
た
。
大
学
事
務
局
か
ら

は
入
試
状
況
、
就
職
状
況
、

は
入
試
状
況
、
就
職
状
況
、

諸
手
続
き
の
お
願
い
や
個
人

諸
手
続
き
の
お
願
い
や
個
人

情
報
の
取
扱
い
、
平
成
三
十

情
報
の
取
扱
い
、
平
成
三
十

年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
取
組
み
や
支
部
の
協
力
、

の
取
組
み
や
支
部
の
協
力
、

参
加
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

参
加
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
た
。

　

午
後
三
時
三
十
分
頃
、
針

　

午
後
三
時
三
十
分
頃
、
針

本
正
行
副
会
長
が
閉
会
を
述

本
正
行
副
会
長
が
閉
会
を
述

べ
、
終
了
と
な
っ
た
。

べ
、
終
了
と
な
っ
た
。

挨拶に立つ𠮷田会長挨拶に立つ𠮷田会長

「我が家は三世代國大生」　孫も入学「我が家は三世代國大生」　孫も入学
し、四世代です、と山名さんし、四世代です、と山名さん

130周年記念5号館「アリーナ」会場内130周年記念5号館「アリーナ」会場内
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橋
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憲
市
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法
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事
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長
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正
三

常
務
理
事

大
村　

秀
司

常
務
理
事

赤
井　

益
久

理

事

小
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石
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木
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成
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同

中
島　

精
太
郎

同

針
本　

正
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井　
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村　

知
躬

同
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鳥
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玉
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丁
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白
川　

博
一

大

学

事
務
局
長

金
子　

修
一

大
学
院

委
員
長

柴
﨑　

和
夫

教
育
開
発
推
進

機

構

長

根
岸　

茂
夫

研
究
開
発
推
進

機

構

長

田
沼　

茂
紀

人
間
開
発

学
部
長

武
田　

秀
章

神
道
文
化

学
部
長

門
広　

乃
里
子

法
学
部
長

橋
元　

秀
一

経
済
学
部
長

石
川　

則
夫

文
学
部
長

赤
井　

益
久

学

長

針
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正
行

副
学
長

石
井　

研
士

副
学
長

大
久
保　

桂
子

副
学
長
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月
④
一
万
千
円

◆ 

儀
礼
文
化
学
会
紀
要　

第
六

儀
礼
文
化
学
会
紀
要　

第
六

号
／
①
②
一
般
社
団
法
人
儀

／
①
②
一
般
社
団
法
人
儀

礼
文
化
学
会

礼
文
化
学
会 

③
平
成
三
十

③
平
成
三
十

年
三
月
④
非
売
品

年
三
月
④
非
売
品

　

経
済
学
部
で
は
来
る
十
月
二

　

経
済
学
部
で
は
来
る
十
月
二

十
日
（
土
）

十
日
（
土
）
1010
：
3030
〜
1313
：
0000

本
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

本
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

合
わ
せ
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

合
わ
せ
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、「
仮
想
通
貨
」
を
テ
ー

い
て
、「
仮
想
通
貨
」
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
経
済
学
部
学
生
の
他
、

ま
す
。
経
済
学
部
学
生
の
他
、

他
学
部
学
生
や
院
友
に
も
公
開

他
学
部
学
生
や
院
友
に
も
公
開

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

　

ま
た
院
友
経
済
会
で
は
同
じ

　

ま
た
院
友
経
済
会
で
は
同
じ

く
1313
：
3030
〜
1414
：
3030
に
定
例
総

に
定
例
総

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
会
員

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
会
員

で
あ
る
経
済
学
部
卒
業
生
は
ご

で
あ
る
経
済
学
部
卒
業
生
は
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

詳
し
く
は
大
学
及
び
院
友
経

　

詳
し
く
は
大
学
及
び
院
友
経

済
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（『
國
學

済
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（『
國
學

院
大
學
院
友
経
済
会
』
で
検

院
大
學
院
友
経
済
会
』
で
検

索
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

索
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

院
友
の
皆

院
友
の
皆

様
に
お
か
れ

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、

ま
し
て
は
、

常
日
頃
院
友

常
日
頃
院
友

会
に
対
し
ま
し
て
、
暖
か
い

会
に
対
し
ま
し
て
、
暖
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
た
ま
わ

ご
支
援
ご
協
力
を
た
ま
わ

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

さ
て
、
院
友
会
は
昨
年
創

さ
て
、
院
友
会
は
昨
年
創

設
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し

設
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
本
年
は
、
百
四
十
年
を

た
。
本
年
は
、
百
四
十
年
を

見
据
え
最
初
の
ス
タ
ー
ト
の

見
据
え
最
初
の
ス
タ
ー
ト
の

年
と
な
り
ま
す
。
平
成
二
十

年
と
な
り
ま
す
。
平
成
二
十

四
年
に
一
般
財
団
法
人
へ
移

四
年
に
一
般
財
団
法
人
へ
移

行
し
ま
し
た
の
で
、
本
部
と

行
し
ま
し
た
の
で
、
本
部
と

支
部
が
一
体
と
な
っ
て
各
地

支
部
が
一
体
と
な
っ
て
各
地

域
に
お
い
て
、
社
会
貢
献
を

域
に
お
い
て
、
社
会
貢
献
を

目
的
と
し
た
「
公
益
事
業
」

目
的
と
し
た
「
公
益
事
業
」

を
邁
進
し
て
行
き
た
い
と
思

を
邁
進
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
院
友
と
し
て
人
間

　

ま
た
、
院
友
と
し
て
人
間

的
な
つ
な
が
り
「
情
」
を
大

的
な
つ
な
が
り
「
情
」
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
場
が
母
校
で
あ
り
ま

　

そ
の
場
が
母
校
で
あ
り
ま

す
。
五
月
に
開
催
す
る
院
友

す
。
五
月
に
開
催
す
る
院
友

大
会
と
十
月
に
開
催
さ
れ
る

大
会
と
十
月
に
開
催
さ
れ
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
母

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
母

校
が
会
場
と
な
り
ま
す
。
ホ

校
が
会
場
と
な
り
ま
す
。
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
全

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
全

国
の
各
支
部
に
よ
る
物
産
展

国
の
各
支
部
に
よ
る
物
産
展

が
あ
り
、
ご
家
族
の
皆
様
と

が
あ
り
、
ご
家
族
の
皆
様
と

共
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま

共
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま

す
。
す
。

の
孤
塁
を
守
る
山
本
東
次
郎

の
孤
塁
を
守
る
山
本
東
次
郎

家
が
代
々
に
わ
た
り
天
与
の

家
が
代
々
に
わ
た
り
天
与
の

質
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
気

質
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
た
。

付
か
さ
れ
た
。

　

ゼ
ペ
ッ
ト
爺
さ
ん
は
い
た

　

ゼ
ペ
ッ
ト
爺
さ
ん
は
い
た

ず
ら
好
き
な
棒
っ
切
れ
か
ら

ず
ら
好
き
な
棒
っ
切
れ
か
ら

愛
情
い
っ
ぱ
い
の
眼
差
し
で

愛
情
い
っ
ぱ
い
の
眼
差
し
で

ピ
ノ
ッ
キ
オ
を
作
り
だ
し
た

ピ
ノ
ッ
キ
オ
を
作
り
だ
し
た

が
、
そ
の
木
の
言
霊
を
聞
い

が
、
そ
の
木
の
言
霊
を
聞
い

て
人
形
に
仕
上
げ
た
い
き
さ

て
人
形
に
仕
上
げ
た
い
き
さ

つ
は
、
狂
言
の
面
を
木
か
ら

つ
は
、
狂
言
の
面
を
木
か
ら

掘
り
出
し
た
作
家
た
ち
と
重

掘
り
出
し
た
作
家
た
ち
と
重

な
り
、
さ
ら
に
、
東
次
郎
さ

な
り
、
さ
ら
に
、
東
次
郎
さ

ん
が
面
を
つ
け
た
途
端
、
化

ん
が
面
を
つ
け
た
途
端
、
化

身
し
、
神
々
を
演
ず
る
こ
と

身
し
、
神
々
を
演
ず
る
こ
と

と
も
重
な
り
合
う
。

と
も
重
な
り
合
う
。

　

今
度
は
狂
言
を
実
際
に
鑑

　

今
度
は
狂
言
を
実
際
に
鑑

賞
し
た
い
、
面
の
言
霊
を
感

賞
し
た
い
、
面
の
言
霊
を
感

じ
取
っ
て
み
た
い
。
伝
統
芸

じ
取
っ
て
み
た
い
。
伝
統
芸

能
に
対
す
る
意
欲
の
芽
を
育

能
に
対
す
る
意
欲
の
芽
を
育

ま
せ
て
く
だ
さ
っ
た
素
敵
な

ま
せ
て
く
だ
さ
っ
た
素
敵
な

講
演
だ
っ
た
。

講
演
だ
っ
た
。

残暑お見舞い申し上げます

　

お
慶
び
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
叙
勲

旭
日
双
光
章

守
屋
大
光
氏
（
も
り
や
・
ひ
ろ

み
つ
／
73
政
・
75
神
専
攻
／
神

奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
）

瑞
宝
双
光
章

富
山
巌
氏
（
と
み
や
ま
・
い
わ

お
／
77
史
／
有
田
市
）

瑞
宝
双
光
章

清
家
貞
宏
氏
（
せ
い
け
・
さ
だ

ひ
ろ
／
78
神
／
八
幡
浜
市
）

◆
褒
章

藍
綬
褒
章

中
川
文
隆
氏
（
な
か
が
わ
・
ふ

み
た
か
／
95
神
2
／
東
京
都
中

央
区
）

◆
当
選

春
日
部
市
議
会
議
員

山
口
剛
一
氏
（
や
ま
ぐ
ち
・
ご

う
い
ち
／
103
経
／
春
日
部
市
）

◆
宮
司
就
任

靖
國
神
社
（
東
京
都
千
代
田
区
）

小
堀
邦
夫
氏
（
こ
ほ
り
・
く
に

お
／
85
神
専
攻
）

大
阪
天
満
宮
（
大
阪
市
）

寺
井
種
治
氏
（
て
ら
い
・
た
ね

は
る
／
95
神
専
攻
）

竹
駒
神
社
（
岩
沼
市
）

村
田
守
広
氏
（
む
ら
た
・
も
り

ひ
ろ
／
87
神
）

多
田
神
社
（
川
西
市
）

福
本
賀
範
氏
（
ふ
く
も
と
・
よ

し
の
り
／
113
神
専
攻
）

鹿
児
島
神
宮
（
霧
島
市
）

幸
野
珍
廣
氏
（
こ
う
の
・
う
づ

ひ
ろ
／
87
神
専
攻
）

◆
結
婚

　

次
の
方
が
結
婚
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
か
ら
当
日
、
会
長
名

の
祝
電
を
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

末
永
く
お
幸
せ
に
！

♥
遠
藤
将
弘
さ
ん
（
120
神
文
）

♥
井
筒
清
菜
さ
ん
（
122
日
文
）

　

 

　

※
院
友
の
叙
勲
や
褒
章
等
の
情

報
を
本
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

贈

書書書

　

院
友
の
皆
様
か
ら
、
い
つ
も

　

院
友
の
皆
様
か
ら
、
い
つ
も

多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈
い
た
だ

多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
御
礼

い
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。　

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

今
回
は
、
平
成
三
十
年
一
月

　

今
回
は
、
平
成
三
十
年
一
月

か
ら
三
月
ま
で
の
分
を
掲
載
さ

か
ら
三
月
ま
で
の
分
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次

以
降
に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次

号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

書
名
／
①
著
者
・
編
集
者
名

書
名
／
①
著
者
・
編
集
者
名

（
卒
期
・
敬
称
略
）
②
出
版

（
卒
期
・
敬
称
略
）
②
出
版

社
・
発
行
所
③
刊
行
年
月
④

社
・
発
行
所
③
刊
行
年
月
④

定
価
（
税
別
）

定
価
（
税
別
）

◆ 

三
井
美
術
文
化
史
論
集
第
十

三
井
美
術
文
化
史
論
集
第
十

一
号
一
号
／
①
②
公
益
財
団
法
人

／
①
②
公
益
財
団
法
人

三
井
文
庫
三
井
記
念
美
術
館

三
井
文
庫
三
井
記
念
美
術
館

③
平
成
三
十
年
一
月
④
千
五

③
平
成
三
十
年
一
月
④
千
五

百
円
百
円

◆ 

國
學
院
大
學
紀
要　

第
五
十

國
學
院
大
學
紀
要　

第
五
十

六
巻
六
巻
／
①
②
國
學
院
大
學
③

／
①
②
國
學
院
大
學
③

平
成
三
十
年
一
月
④
非
売
品

平
成
三
十
年
一
月
④
非
売
品

◆ 

お
れ
は
一
万
石　

塩
の
道

お
れ
は
一
万
石　

塩
の
道

◆ 

お
れ
は
一
万
石　

紫
の
夢　

お
れ
は
一
万
石　

紫
の
夢　

①
千
野
隆
司
（

①
千
野
隆
司
（
8282
文
）
②
㈱

文
）
②
㈱

双
葉
社
③
平
成
二
十
九
年
十

双
葉
社
③
平
成
二
十
九
年
十

月
・
平
成
三
十
年
二
月
④
六

月
・
平
成
三
十
年
二
月
④
六

百
十
一
円

百
十
一
円

◆ 

國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
研

國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
研

究　

第
９
号

究　

第
９
号
／
①
②
國
學
院

／
①
②
國
學
院

大
學
人
間
開
発
学
研
究
編
集

大
學
人
間
開
発
学
研
究
編
集

委
員
会
③
平
成
三
十
年
二
月

委
員
会
③
平
成
三
十
年
二
月

④
非
売
品

④
非
売
品

◆ 

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城

鍋
島
文
庫
蔵　

十
帖
源
氏　

鍋
島
文
庫
蔵　

十
帖
源
氏　

立
圃
自
筆
書
入
本
【
翻
刻
と

立
圃
自
筆
書
入
本
【
翻
刻
と

解
説
解
説
】
／
①
小
城
鍋
島
文
庫

】
／
①
小
城
鍋
島
文
庫

研
究
会

研
究
会 

校
訂
・
沼
尻
利
通

校
訂
・
沼
尻
利
通

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

山
本
東
次
郎
家
所
蔵
の
狂

　

山
本
東
次
郎
家
所
蔵
の
狂

言
面
の
公
開
が
母
校
博
物
館

言
面
の
公
開
が
母
校
博
物
館

で
始
ま
っ
た
。（
五
月
二
十
六

で
始
ま
っ
た
。（
五
月
二
十
六

日
〜
七
月
八
日
）
こ
れ
を
記

日
〜
七
月
八
日
）
こ
れ
を
記

念
し
た
講
演
会
が
公
開
初
日

念
し
た
講
演
会
が
公
開
初
日

に
行
わ
れ
た
。
母
校
主
催
、

に
行
わ
れ
た
。
母
校
主
催
、

院
友
会
共
催
の
事
業
で
あ

院
友
会
共
催
の
事
業
で
あ

る
。
こ
の
五
月
二
十
六
日

る
。
こ
の
五
月
二
十
六
日

は
、
院
友
大
会
の
開
催
日
で

は
、
院
友
大
会
の
開
催
日
で

も
あ
り
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

も
あ
り
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
大
勢
の
方
々
が
詰
め
掛

に
は
大
勢
の
方
々
が
詰
め
掛

け
た
。

け
た
。

　

話
し
は
突
然
、
イ
タ
リ
ア

　

話
し
は
突
然
、
イ
タ
リ
ア

に
飛
ん
で
し
ま
い
恐
縮
だ

に
飛
ん
で
し
ま
い
恐
縮
だ

が
、
童
話
「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の

が
、
童
話
「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の

冒
険
」
の
は
じ
ま
り
を
ご
存

冒
険
」
の
は
じ
ま
り
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
あ
る
棟
梁
が

知
だ
ろ
う
か
。
あ
る
棟
梁
が

暖
炉
に
薪
を
く
べ
よ
う
と
、

暖
炉
に
薪
を
く
べ
よ
う
と
、

そ
の
棒
っ
切
れ
に
斧
を
振
り

そ
の
棒
っ
切
れ
に
斧
を
振
り

降
ろ
そ
う
と
し
た
と
き
、
木

降
ろ
そ
う
と
し
た
と
き
、
木

の
な
か
か
ら
「
あ
ん
ま
り
痛

の
な
か
か
ら
「
あ
ん
ま
り
痛

く
し
な
い
で
ね
」
と
い
う
か

く
し
な
い
で
ね
」
と
い
う
か

わ
い
ら
し
い
声
が
し
た
こ
と

わ
い
ら
し
い
声
が
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
棟
梁
は
気
味

か
ら
始
ま
る
。
棟
梁
は
気
味

悪
が
っ
て
、
こ
の
木
片
を
ゼ

悪
が
っ
て
、
こ
の
木
片
を
ゼ

ペ
ッ
ト
爺
さ
ん
に
譲
り
、
ゼ

ペ
ッ
ト
爺
さ
ん
に
譲
り
、
ゼ

ペ
ッ
ト
は
寒
さ
も
忘
れ
人
形

ペ
ッ
ト
は
寒
さ
も
忘
れ
人
形

作
り
に
没
頭
す
る
、
と
い
う

作
り
に
没
頭
す
る
、
と
い
う

の
が
は
じ
ま
り
。

の
が
は
じ
ま
り
。

　

さ
て
、
狂
言
面
の
話
に
戻

　

さ
て
、
狂
言
面
の
話
に
戻

そ
う
。
徳
川
幕
府
の
式
楽
の

そ
う
。
徳
川
幕
府
の
式
楽
の

伝
統
を
継
承
す
る
大
蔵
流
狂

伝
統
を
継
承
す
る
大
蔵
流
狂

言
方
山
本
東
次
郎
さ
ん
が
、

言
方
山
本
東
次
郎
さ
ん
が
、

母
校
で
公
開
し
た
狂
言
面
は

母
校
で
公
開
し
た
狂
言
面
は

3232
点
。
講
演
で
は
、

点
。
講
演
で
は
、

特
徴
的
な
面
（
お
も

特
徴
的
な
面
（
お
も

て
）
を
ス
ラ
イ
ド
で

て
）
を
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
し
な
が
ら
、
狂

紹
介
し
な
が
ら
、
狂

言
の
も
つ
し
な
や
か

言
の
も
つ
し
な
や
か

で
し
た
た
か
な
発
想

で
し
た
た
か
な
発
想

や
そ
の
魅
力
を
語
っ

や
そ
の
魅
力
を
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
面
は
硬
い

て
く
だ
さ
っ
た
。
面
は
硬
い

ケ
ヤ
キ
や
や
わ
ら
か
な
質
感

ケ
ヤ
キ
や
や
わ
ら
か
な
質
感

の
ク
ス
ノ
キ
な
ど
だ
が
、
曲

の
ク
ス
ノ
キ
な
ど
だ
が
、
曲

に
よ
っ
て
備
わ
る
面
が
そ
れ

に
よ
っ
て
備
わ
る
面
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
な
ど
深
い
解
釈

ぞ
れ
異
な
る
な
ど
深
い
解
釈

が
必
要
と
な
る
ら
し
い
。
た

が
必
要
と
な
る
ら
し
い
。
た

だ
、
東
次
郎
さ
ん
が
語
る
そ

だ
、
東
次
郎
さ
ん
が
語
る
そ

ば
か
ら
、
ま
る
で
命
を
吹
き

ば
か
ら
、
ま
る
で
命
を
吹
き

込
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
面
が

込
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
面
が

息
づ
い
て
見
え
た
。
私
は
冒

息
づ
い
て
見
え
た
。
私
は
冒

頭
の「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
」

頭
の「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
」

を
連
想
し
た
。

を
連
想
し
た
。

　

狂
言
で
は
、
神
様
も
罪
を

　

狂
言
で
は
、
神
様
も
罪
を

犯
す
と
い
う
。
こ
う
し
た
解

犯
す
と
い
う
。
こ
う
し
た
解

釈
が
、
心
を
く
す
ぐ
る
。
そ

釈
が
、
心
を
く
す
ぐ
る
。
そ

の
罪
を
人
間
の
姿
で
演
じ
て

の
罪
を
人
間
の
姿
で
演
じ
て

し
ま
う
と
生
々
し
す
ぎ
る
と

し
ま
う
と
生
々
し
す
ぎ
る
と

こ
ろ
を
、
狐
や
猿
に
や
ら
せ

こ
ろ
を
、
狐
や
猿
に
や
ら
せ

た
り
。「
靱
猿
（
う
つ
ぼ
ざ

た
り
。「
靱
猿
（
う
つ
ぼ
ざ

る
）
」
は
、
子
ど
も
が
面
を

る
）
」
は
、
子
ど
も
が
面
を

つ
け
て
演
じ
る
。
こ
の
と

つ
け
て
演
じ
る
。
こ
の
と

き
、
面
の
裏
面
に
漆
を
塗
っ

き
、
面
の
裏
面
に
漆
を
塗
っ

て
し
ま
う
と
、
か
ぶ
れ
て
し

て
し
ま
う
と
、
か
ぶ
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

心
遣
い
か
ら
、
墨
を
塗
る
。

心
遣
い
か
ら
、
墨
を
塗
る
。

演
じ
る
子
ど
も
た
ち
を
も
、

演
じ
る
子
ど
も
た
ち
を
も
、

ま
た
、
面
の
傷
み
を
も
、
保

ま
た
、
面
の
傷
み
を
も
、
保

護
し
て
い
る
。
そ
こ
は
か
と

護
し
て
い
る
。
そ
こ
は
か
と

な
く
愛
お
し
さ
を
覚
え
た
。

な
く
愛
お
し
さ
を
覚
え
た
。

東
次
郎
さ
ん
も
小
さ
い
こ
ろ

東
次
郎
さ
ん
も
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
「
靱
猿
」
や
「
附
子

か
ら
「
靱
猿
」
や
「
附
子

（
ぶ
す
）
」
を
演
じ
た
そ
う

（
ぶ
す
）
」
を
演
じ
た
そ
う

だ
。
墨
で
顔
を
真
っ
黒
に
し

だ
。
墨
で
顔
を
真
っ
黒
に
し

な
が
ら
、
芸
の
練
磨
を
始
め

な
が
ら
、
芸
の
練
磨
を
始
め

た
少
年
時
代
。
狂
言
方
一
家

た
少
年
時
代
。
狂
言
方
一
家

に
生
ま
れ
た
方
の
少
年
時
代

に
生
ま
れ
た
方
の
少
年
時
代

は
、
ど
ん
な
環
境
だ
っ
た
の

は
、
ど
ん
な
環
境
だ
っ
た
の

か
想
像
を
掻
き
立
て
ら
れ

か
想
像
を
掻
き
立
て
ら
れ

た
。
家
宝
で
あ
る
狂
言
面
。

た
。
家
宝
で
あ
る
狂
言
面
。

そ
の
多
く
は
、
祖
父
や
曽
祖

そ
の
多
く
は
、
祖
父
や
曽
祖

父
の
代
に
糊
口
を
凌
い
で
収

父
の
代
に
糊
口
を
凌
い
で
収

集
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
そ

集
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
そ

の
中
に
は
、
桃
山
時
代
の
秀

の
中
に
は
、
桃
山
時
代
の
秀

作
も
あ
る
し
、
作
者
は
不
詳

作
も
あ
る
し
、
作
者
は
不
詳

だ
が
、
調
べ
て
わ
か
っ
た
古

だ
が
、
調
べ
て
わ
か
っ
た
古

作
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
ご

作
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
ご

本
人
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て

本
人
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
知

い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
知

る
に
つ
け
、
大
蔵
流
狂
言
方

る
に
つ
け
、
大
蔵
流
狂
言
方

特別展の準備に余念がない山本氏＝ⓒ國學院大學博物館特別展の準備に余念がない山本氏＝ⓒ國學院大學博物館

情
を
大
切
に

常
務
理
事 

加か

藤と
う 

元も
と

茂し
げ

（
80
経
）

　

各
支
部
で
は
年
一
回
の
総

　

各
支
部
で
は
年
一
回
の
総

会
と
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。

会
と
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。

「
な
つ
か
し
い
院
友
に
会
え

「
な
つ
か
し
い
院
友
に
会
え

た
」「
す
ば
ら
し
い
ご
縁
が

た
」「
す
ば
ら
し
い
ご
縁
が

頂
け
た
」「
参
加
し
て
良
か

頂
け
た
」「
参
加
し
て
良
か

っ
た
」
と
の
声
を
聞
き
ま
す

っ
た
」
と
の
声
を
聞
き
ま
す

と
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

と
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

母
校
國
學
院
大
學
は
、
神

　

母
校
國
學
院
大
學
は
、
神

道
を
建
学
の
精
神
と
す
る
伝

道
を
建
学
の
精
神
と
す
る
伝

統
を
継
承
し
、
個
性
輝
く
教

統
を
継
承
し
、
個
性
輝
く
教

育
研
究
の
実
現
の
た
め
に
努

育
研
究
の
実
現
の
た
め
に
努

力
し
、
益
々
発
展
さ
れ
て
お

力
し
、
益
々
発
展
さ
れ
て
お

る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り

る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
が
、
母
校
が
発
展
す
る

で
す
が
、
母
校
が
発
展
す
る

こ
と
を
応
援
す
る
こ
と
が
院

こ
と
を
応
援
す
る
こ
と
が
院

友
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

友
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

本
部
と
支
部
が
力
を
合
わ
せ

本
部
と
支
部
が
力
を
合
わ
せ

て
応
援
し
、
努
力
し
て
参
り

て
応
援
し
、
努
力
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

人
間
国
宝
・
山
本
東
次
郎
さ
ん

 

〜
狂
言
面
の
魅
力
を
語
る
〜

肥
土
貴
美
男

（
あ
く
と
・
き
み
お
／
88
経
／
N
H
K
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

「狂言 ― 山本東次郎家の面 ― 」

國學院大學博物館
特別展講演

西郷隆盛という人

お申込み
お問い合わせ

國學院大學エクステンションセンター
TEL　03-5466-0270　FAX　03-5466-0528

e-mail　jigyou@kokugakuin.ac.jp

林　真理子氏講演者

平成30年度國學院大學文化講演会

Web・FAX等（詳細は國學院大學HP上で公開予定）申込方法

國學院大學渋谷キャンパス
120周年記念２号館１階2104教室会　　場

500名（先着順）定　　員 無料受 講 料

９月18日(火) ～10月19日(金)　必着申込期間

日　　時
講演会終了後、サイン会を実施
11月17日(土)　13：00～14：30 

定員になり次第
締切らせていただきます

経
済
学
部
・
院
友
経
済
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

白
川　

博
一

神
道
研
修
事
務
部

部
長
兼
神
道
研
修
事
務
課
長

大
野　

靖
仁

国
際
交
流
事
務
部

次
長
兼
国
際
交
流
課
長

石
山　

昭
彦

財
務
部

経
理
課
長

篠
田　

隆
行

管
財
課
長

細
島　

洋
紀

次
長

中
村　

大
介

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課 

教
学
・
就
職
担
当
課
長

人
見　
　

剛

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

島
村　

昌
利

部
長

城
所　

俊
哉

学
生
事
務
部

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

木
村　
　

都

学
生
生
活
課
長

前
田　

浩
司

部
長

藤
形　

正
俊

学
生
生
活
課
担
当
課
長

古
澤　
　

繁

教
学
事
務
部

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
教
職
担
当
課
長

小
林　

博
毅

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

兼
教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

原
田　

佳
昌

教
務
課
長

松
本　

忠
和

大
学
院
事
務
課
長

石
田　

智
子

次
長

仙
北
谷
穂
高

法
人
事
務
局
部
長

北
澤　
　

薫

法
人
事
務
局
長

橋
本
憲
市
郎

総
務
部

長
谷
川
顕
子

人
事
担
当
次
長

本
浪　

義
武

人
事
課
長

武
智　

浩
二

部
長

次
長
兼
総
務
課
長

謡
口　

秀
見

次
長
兼
校
友
課
長

山
口　

耕
司

総
合
企
画
部

企
画
課
長

後
藤　
　

匠

入
学
課
長

鵜
澤　

英
子

部
長

城
所　

俊
哉

広
報
課
長

原
口　
　

章

企
画
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
担
当
部
長

滝
田　

忠
之

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
長

田
中　

裕
巳

研
究
開
発
担
当
次
長

山
口　

輝
幸

図
書
館
事
務
課 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
担
当
課
長

澤
井　
　

隆

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

堀
内　

弘
行

部
長

及
川　
　

聡

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

後
藤　

幸
雄

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

飯
塚　

陽
子

図
書
館
事
務
課
資
料
室
担
当
課
長

川
島
富
貴
子

図
書
館
事
務
課
長

安
達　
　

匠

柴
田　

克
之

図
書
館
担
当
部
長
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っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
」
を
統

っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
」
を
統

一
テ
ー
マ
と
し
た
公
益
事
業

一
テ
ー
マ
と
し
た
公
益
事
業

で
は
、
岩
手
県
・
山
形
県
・

で
は
、
岩
手
県
・
山
形
県
・

福
島
県
中
通
り
、
福
島
県
浜

福
島
県
中
通
り
、
福
島
県
浜

通
り
（
合
同
開
催
）・
群
馬

通
り
（
合
同
開
催
）・
群
馬

県
・
神
奈
川
県
・
静
岡
県
西

県
・
神
奈
川
県
・
静
岡
県
西

部
・
島
根
県
・
沖
縄
県
の
各

部
・
島
根
県
・
沖
縄
県
の
各

支
部
が
主
管
と
な
り
、
全
国

支
部
が
主
管
と
な
り
、
全
国

各
地
で
一
般
公
開
講
演
会
を

各
地
で
一
般
公
開
講
演
会
を

開
催
し
た
。

開
催
し
た
。

　

ま
た
節
目
の
年
に
大
学
と

　

ま
た
節
目
の
年
に
大
学
と

共
に
、『
高
円
宮
家
所
蔵　

共
に
、『
高
円
宮
家
所
蔵　

根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』
を

根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』
を

國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
い

國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
い

て
開
催
し
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ

て
開
催
し
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
は
高
円
宮
妃
久
子
殿

ン
グ
に
は
高
円
宮
妃
久
子
殿

下
に
よ
る
『
手
の
ひ
ら
の
小

下
に
よ
る
『
手
の
ひ
ら
の
小

宇
宙
』
と
題
し
た
特
別
講
演

宇
宙
』
と
題
し
た
特
別
講
演

会
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
全

会
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
全

国
の
支
部
長
共
々
妃
殿
下
を

国
の
支
部
長
共
々
妃
殿
下
を

お
迎
え
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン

お
迎
え
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、
パ
ー
テ

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
し
た
。

ィ
ー
を
開
催
し
た
。

【
会
館
施
設
提
供
事
業
】
社

会
貢
献
を
目
的
と
す
る
会
館

会
貢
献
を
目
的
と
す
る
会
館

利
用
の
際
、
施
設
の
提
供
又

利
用
の
際
、
施
設
の
提
供
又

は
経
費
の
補
助
を
行
っ
た
。

は
経
費
の
補
助
を
行
っ
た
。

【
特
定
寄
付
事
業
】
主
な
も

主
な
も

の
と
し
て
、
國
學
院
大
學
へ

の
と
し
て
、
國
學
院
大
學
へ

大
規
模
災
害
学
費
減
免
制
度

大
規
模
災
害
学
費
減
免
制
度

等
へ
の
寄
付
と
し
て
二
百
万

等
へ
の
寄
付
と
し
て
二
百
万

円
。
母
校
創
立
百
三
十
五
周

円
。
母
校
創
立
百
三
十
五
周

年
を
記
念
し
、
学
生
・
生
徒

年
を
記
念
し
、
学
生
・
生
徒

の
奨
学
金
と
し
て
二
百
万
円

の
奨
学
金
と
し
て
二
百
万
円

の
寄
付
金
を
贈
呈
し
た
。
ま

の
寄
付
金
を
贈
呈
し
た
。
ま

た
、
大
学
が
取
り
組
む
高
校

た
、
大
学
が
取
り
組
む
高
校

生
対
象
の
文
化
事
業
へ
二
十

生
対
象
の
文
化
事
業
へ
二
十

万
円
を
贈
っ
た
。

万
円
を
贈
っ
た
。

【
同
窓
会
事
業
】
院
友
会
報

院
友
会
報

を
三
回
発
行
、
支
部
長
会
議

を
三
回
発
行
、
支
部
長
会
議

を
開
催
、
大
学
と
本
会
の
節

を
開
催
、
大
学
と
本
会
の
節

目
の
年
を
記
念
し
、
院
友
大

目
の
年
を
記
念
し
、
院
友
大

会
を
母
校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

会
を
母
校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
と
同
日
の
十
月
二
十
一

デ
ー
と
同
日
の
十
月
二
十
一

日
に
開
催
し
た
。
母
校
の
渋

日
に
開
催
し
た
。
母
校
の
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
め
て
開

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
め
て
開

催
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
勢

催
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
勢

の
院
友
が
来
場
し
た
。
そ
の

の
院
友
が
来
場
し
た
。
そ
の

他
新
年
院
友
交
歓
会
の
開

他
新
年
院
友
交
歓
会
の
開

催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
、
会
員
の
デ
ー
タ
管
理
、

営
、
会
員
の
デ
ー
タ
管
理
、

支
部
総
会
へ
の
参
加
等
、
必

支
部
総
会
へ
の
参
加
等
、
必

要
な
事
業
を
行
っ
た
。

要
な
事
業
を
行
っ
た
。

【
法
人
事
業
】
発
足
百
三
十

発
足
百
三
十

周
年
記
念
事
業
や
、
定
款
に

周
年
記
念
事
業
や
、
定
款
に

基
づ
く
評
議
員
会
・
理
事
会

基
づ
く
評
議
員
会
・
理
事
会

を
開
催
。
法
人
と
し
て
必
要

を
開
催
。
法
人
と
し
て
必
要

な
監
査
、
業
務
執
行
理
事
連

な
監
査
、
業
務
執
行
理
事
連

絡
会
議
も
開
催
し
た
。

絡
会
議
も
開
催
し
た
。

【
そ
の
他
】
昨
年
六
月
一
日

昨
年
六
月
一
日

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
、

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
、

院
友
会
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

院
友
会
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

更
新
工
事
を
実
施
、
地
震
や

更
新
工
事
を
実
施
、
地
震
や

停
電
時
も
安
心
し
て
、
よ
り

停
電
時
も
安
心
し
て
、
よ
り

安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
決
算

　

平
成
二
十
九
年
度
決
算

は
、五
月
十
五
日（
火
）開
催

は
、五
月
十
五
日（
火
）開
催

の
第
二
十
二
回
理
事
会
、六

の
第
二
十
二
回
理
事
会
、六

月
十
八
日（
月
）開
催
の
第
七

月
十
八
日（
月
）開
催
の
第
七

回
定
時
評
議
員
会
で
、本
会

回
定
時
評
議
員
会
で
、本
会

定
款
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

定
款
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
院
友
の
み
な
さ

　

多
く
の
院
友
の
み
な
さ

ま
、
ご
関
係
の
み
な
さ
ま
の

ま
、
ご
関
係
の
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た

ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
、
六
一
五
、

　

資
産
合
計
は
、
六
一
五
、

〇
八
九
、
九
八
七
円
（
前
年

〇
八
九
、
九
八
七
円
（
前
年

度
比
一
八
、
九
五
五
、
九
二

度
比
一
八
、
九
五
五
、
九
二

一
円
減
）、
負
債
合
計
は
二

一
円
減
）、
負
債
合
計
は
二

三
二
、
五
八
〇
、
五
四
一
円

三
二
、
五
八
〇
、
五
四
一
円

（
前
年
度
比
五
、
三
四
九
、

（
前
年
度
比
五
、
三
四
九
、

〇
五
七
円
減
）。
正
味
財
産

〇
五
七
円
減
）。
正
味
財
産

は
、
三
八
二
、
五
〇
九
、
四

は
、
三
八
二
、
五
〇
九
、
四

四
六
円
（
前
年
度
比
一
三
、

四
六
円
（
前
年
度
比
一
三
、

六
〇
六
、
八
六
四
円
減
）
と

六
〇
六
、
八
六
四
円
減
）
と

な
っ
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
。

②
正
味
財
産
増
減
計
算
書

　

経
常
収
益
合
計
は
、
一
四

　

経
常
収
益
合
計
は
、
一
四

一
、
六
〇
七
、
三
〇
八
円

一
、
六
〇
七
、
三
〇
八
円

（
前
年
比
六
、
五
七
七
、
六

（
前
年
比
六
、
五
七
七
、
六

五
四
円
減
）。
エ
レ
ベ
ー
タ

五
四
円
減
）。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
更
新
工
事
実
施
期
間
中
の

ー
更
新
工
事
実
施
期
間
中
の

休
館
に
伴
う
事
業
収
益
の
減

休
館
に
伴
う
事
業
収
益
の
減

益
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

益
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

経
常
費
用
の
合
計
は
、
一

　

経
常
費
用
の
合
計
は
、
一

五
四
、
六
八
八
、
四
四
四
円

五
四
、
六
八
八
、
四
四
四
円

（
前
年
比

（
前
年
比 

二
、
七
一
五
、

二
、
七
一
五
、

三
七
〇
円
減
）
で
あ
っ
た
。

三
七
〇
円
減
）
で
あ
っ
た
。

費
用
に
は
本
会
発
足
百
三
十

費
用
に
は
本
会
発
足
百
三
十

周
年
記
念
事
業
関
連
経
費
が

周
年
記
念
事
業
関
連
経
費
が

含
ま
れ
て
い
る
。

含
ま
れ
て
い
る
。

③
財
産
目
録

　

本
会
の
全
て
の
資
産
・
負

　

本
会
の
全
て
の
資
産
・
負

債
を
示
し
た
も
の
で
、
正
味

債
を
示
し
た
も
の
で
、
正
味

財
産
は
、
三
八
二
、
五
〇

財
産
は
、
三
八
二
、
五
〇

九
、
四
四
六
円
で
あ
る
。

九
、
四
四
六
円
で
あ
る
。

④
収
支
計
算
書

　

資
金
収
支
ベ
ー
ス
の
計
算

　

資
金
収
支
ベ
ー
ス
の
計
算

書
で
あ
る
。
当
期
収
支
差
額

書
で
あ
る
。
当
期
収
支
差
額

は
、
五
、
五
六
九
、
八
八
三

は
、
五
、
五
六
九
、
八
八
三

円
。
一
九
、
二
九
七
、
五
〇

円
。
一
九
、
二
九
七
、
五
〇

一
円
を
平
成
三
十
年
度
に
繰

一
円
を
平
成
三
十
年
度
に
繰

り
越
す
こ
と
が
で
き
た
。

り
越
す
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
二
十
九
年
度
決
算

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

　

平
成
二
十
九
年
度
は
本
会

　

平
成
二
十
九
年
度
は
本
会

発
足
百
三
十
周
年
で
あ
り
、

発
足
百
三
十
周
年
で
あ
り
、

母
校
國
學
院
大
學
の
創
立
百

母
校
國
學
院
大
學
の
創
立
百

三
十
五
周
年
で
あ
っ
た
。
こ

三
十
五
周
年
で
あ
っ
た
。
こ

の
節
目
の
年
に
、
よ
り
一
層

の
節
目
の
年
に
、
よ
り
一
層

母
校
と
歩
み
を
寄
せ
て
、
全

母
校
と
歩
み
を
寄
せ
て
、
全

国
の
支
部
と
も
協
力
し
な
が

国
の
支
部
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
同
窓
会
組
織
と
し
て
の

ら
、
同
窓
会
組
織
と
し
て
の

母
校
・
後
輩
た
ち
へ
の
支
援

母
校
・
後
輩
た
ち
へ
の
支
援

体
制
の
充
実
を
念
頭
に
活
動

体
制
の
充
実
を
念
頭
に
活
動

を
展
開
し
た
。

を
展
開
し
た
。

【
育
成
事
業
】
育
成
事
業
と

育
成
事
業
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
た
。
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ

行
っ
た
。
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
資
金
制
度
で
の
支
援
、

振
興
資
金
制
度
で
の
支
援
、

教
職
を
目
指
す
学
生
支
援
、

教
職
を
目
指
す
学
生
支
援
、

キ
ャ
リ
ア
講
座
を
通
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
講
座
を
通
し
て
の

支
援
、
院
友
会
長
賞
制
度
、

支
援
、
院
友
会
長
賞
制
度
、

会
館
施
設
の
貸
与
又
は
室
料

会
館
施
設
の
貸
与
又
は
室
料

の
補
助
、
大
学
が
行
っ
た
高

の
補
助
、
大
学
が
行
っ
た
高

校
生
対
象
の
文
化
事
業
の
支

校
生
対
象
の
文
化
事
業
の
支

援
等
を
行
っ
た
。
司
法
試
験

援
等
を
行
っ
た
。
司
法
試
験

奨
学
金
制
度
は
母
校
法
科
大

奨
学
金
制
度
は
母
校
法
科
大

学
院
が
閉
校
と
な
っ
た
た
め

学
院
が
閉
校
と
な
っ
た
た
め

に
、
該
当
者
無
し
と
し
、
廃

に
、
該
当
者
無
し
と
し
、
廃

止
に
向
け
た
内
部
手
続
き
を

止
に
向
け
た
内
部
手
続
き
を

行
っ
た
。

行
っ
た
。

【
講
座
講
演
会
事
業
】
本
部
本
部

主
催
各
種
講
座
、
サ
ロ
ン
コ

主
催
各
種
講
座
、
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
、
院
友
学
術
振
興

ン
サ
ー
ト
、
院
友
学
術
振
興

会
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
講

会
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
講

座
「
國
學
院
の
古
典
」、
生

座
「
國
學
院
の
古
典
」、
生

活
芸
術
講
座
、
大
規
模
災
害

活
芸
術
講
座
、
大
規
模
災
害

被
災
地
支
援
事
業
と
し
て
熊

被
災
地
支
援
事
業
と
し
て
熊

本
県
支
部
の
震
災
復
興
祈
念

本
県
支
部
の
震
災
復
興
祈
念

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
（
大
学

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
（
大
学

文
化
講
演
会
）、
大
分
県
支

文
化
講
演
会
）、
大
分
県
支

部
で
の
文
化
講
演
会
。「
も

部
で
の
文
化
講
演
会
。「
も

① 貸借対照表 総括表
　　　　　　　　　　　　  平成30年3月31日現在 単位：円

科　目 平成29年度 平成28年度 増　減
Ⅰ資産の部
　１．流動資産
　　　　現 金 預 金 20,289,882 31,843,010 △11,553,128
　　　　預　け　金(母校会計） 26,270,000 25,740,000 530,000
　　　　仮　払　金 8,300 0 8,300
　　　　未　収　金 141,100 162,661 △21,561
　　　　売　掛　金 851,160 412,511 438,649

流動資産合計 47,560,442 58,158,182 △10,597,740
　2．固定資産
　　（1）基本財産
　　　　土　　　地 101,570,000 101,570,000 0
　　　　建　　　物 225,206,852 231,064,832 △5,857,980
　　　　建物付属設備 44,595,570 38,364,387 6,231,183
　　　　基金積立資産 102,247,329 102,226,140 21,189

基本財産合計 473,619,751 473,225,359 394,392
　　（2）特定資産
　　　　学術・スポーツ振興資金積立資産 9,848,818 10,409,545 △560,727
　　　　奨学奨励資金積立資産 1,010,436 1,010,436 0
　　　　退職給与引当資産 45,657,600 43,658,800 1,998,800
　　　　福利関係積立資産 9,467,045 9,464,697 2,348
　　　　会館修繕積立資産 25,847,651 35,726,341 △9,878,690

特定資産合計 91,831,550 100,269,819 △8,438,269
　　（3）その他の固定資産
　　　　構　築　物 1,774,850 1,949,528 △174,678
　　　　備　　　品 51 104,677 △104,626
　　　　ソフトウェア 0 35,000 △35,000
　　　　電話加入権 303,343 303,343 0

その他の固定資産合計 2,078,244 2,392,548 △314,304
固定資産合計 567,529,545 575,887,726 △8,358,181
資産合計 615,089,987 634,045,908 △18,955,921

Ⅱ負債の部
　１．流動負債
　　　　預　り　金 772,764 579,785 192,979
　　　　預 り 会 費 50,320,000 50,680,000 △360,000
　　　　前　受　金 34,160 21,600 12,560
　　　　未　払　金 207,787 6,132,513 △5,924,726
　　　　未払納付金 978,230 816,900 161,330

流動負債合計 52,312,941 58,230,798 △5,917,857
　2．固定負債
　　　　預り入会金 134,610,000 136,040,000 △1,430,000
　　　　退職給与引当金 45,657,600 43,658,800 1,998,800

固定負債合計 180,267,600 179,698,800 568,800
負債合計 232,580,541 237,929,598 △5,349,057

Ⅲ．正味財産の部
　１.指定正味財産 9,848,818 10,409,545 △560,727
　　指定正味財産合計 9,848,818 10,409,545 △560,727
　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0
　　（うち特定資産への充当額） 9,848,818 10,409,545 △560,727
　２.一般正味財産 372,660,628 385,706,765 △13,046,137
　　一般正味財産合計 372,660,628 385,706,765 △13,046,137
　　（うち基本財産への充当額） 473,619,751 473,225,359 394,392
　　（うち特定資産への充当額） 36,325,132 46,201,474 △9,876,342

正味財産合計 382,509,446 396,116,310 △13,606,864
負債及び正味財産合計 615,089,987 634,045,908 △18,955,921

増減欄の△印は前年比減

④ 収支計算書
　　　　　　　　平成29年4月１日より平成30年3月31日まで 単位：円

科　目 平成29年度
補正予算額

平成29年度
決算額 差　異

Ⅰ事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　①育成事業
　　　特定資産運用収入 2,000 1,167 833
　　　寄付金収入 2,500,000 2,538,280 △38,280

育成事業収入合計 2,502,000 2,539,447 △37,447
　　②講座・講演会事業
　　　事業収入 1,700,000 1,592,680 107,320
　　　補助金等収入 1,750,000 1,750,000 0
　　　雑収入 2,000 22 1,978

講座・講演会事業収入合計 3,452,000 3,342,702 109,298
　　③同窓会事業
　　　特定資産運用収入 20,000 12,973 7,027
　　　入会金収入 27,650,000 27,650,000 0
　　　会費収入 61,080,000 61,161,000 △81,000
　　　補助金等収入 2,250,000 2,250,000 0
　　　寄付金収入 3,350,000 3,333,360 16,640
　　　院友大会等収入 2,250,000 2,222,000 28,000
　　　雑収入 8,310,000 8,253,337 56,663
　　　預り金収入 76,010,000 76,010,000 0

同窓会事業収入合計 180,920,000 180,892,670 27,330
　　④収益事業
　　　特定資産運用収入 1,000 1,543 △543
　　　事業収入 29,550,000 29,736,824 △186,824
　　　雑収入 481,000 448,378 32,622

収益事業収入合計 30,032,000 30,186,745 △154,745
　　⑤法人事業
　　　基本財産運用収入 40,000 25,017 14,983
　　　雑収入 70,000 70,000 0

法人事業収入合計 110,000 95,017 14,983
　　　他会計振替額 45,100,000 42,345,073 2,754,927

事業活動収入計 262,116,000 259,401,654 2,714,346
　2．事業活動支出
　　【事業費支出】
　　■実施事業
　　　①育成事業費支出合計 15,046,000 15,001,399 44,601
　　　②講座講演会事業費支出合計 8,327,000 8,188,667 138,333
　　　③会館施設提供事業費支出合計 500,000 481,140 18,860
　　　④特定寄付事業費支出合計 4,235,000 4,235,000 0
　　　⑤実施事業共通支出合計 465,000 455,308 9,692
　　■その他事業
　　　①同窓会事業費支出合計 64,633,000 63,873,224 759,776
　　　②収益事業支出合計 30,712,000 30,386,421 325,579
　　■法人事業
　　　管理費支出合計 18,365,000 18,247,385 117,615

　　　預り金支出 78,330,000 78,330,000 0
　　　他会計振替額 45,100,000 42,310,073 2,789,927

事業活動支出計 265,713,000 261,508,617 4,204,383
事業活動収支差額 △3,597,000 △2,106,963 △1,490,037

Ⅱ投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　基本財産取崩収入 0 0 0
　　特定資産取崩収入 15,080,000 15,080,000 0

投資活動収入計 15,080,000 15,080,000 0
　２．投資活動支出
　　基本財産取得支出 70,000 21,189 48,811
　　特定資産取得支出 5,781,000 6,641,731 △860,731
　　固定資産取得支出 11,884,000 11,880,000 4,000

投資活動支出計 17,735,000 18,542,920 △807,920
投資活動収支差額 △2,655,000 △3,462,920 807,920

Ⅲその他
　予備費支出 750,000 0 750,000

当期収支差額 △7,002,000 △5,569,883 △1,432,117
前期繰越収支差額 24,867,384 24,867,384 0
次期繰越収支差額 17,865,384 19,297,501 △1,432,117

差異欄の△印は決算増

② 正味財産増減計算書 総括表
　　　　　　　　平成29年4月１日より平成30年3月31日まで 単位：円

科　目 平成29年度 平成28年度 増　減
Ⅰ一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益 25,017 20,083 4,934
　　　②特定資産運用益 14,690 15,675 △985
　　　③受取入会金 27,650,000 26,870,000 780,000
　　　④受取会費 61,161,000 60,816,000 345,000
　　　⑤事業収益 31,329,504 36,788,527 △5,459,023
　　　⑥受取補助金 4,000,000 3,500,000 500,000
　　　⑦受取寄付金 6,433,360 6,290,102 143,258
　　　⑧受取院友大会等 2,222,000 4,877,000 △2,655,000
　　　⑨雑収益 8,771,737 9,007,575 △235,838

経常収益計 141,607,308 148,184,962 △6,577,654
　　（2）経常費用
　　　事業費
　　　【実施事業】
　　　①育成事業費 15,605,849 16,204,478 △598,629
　　　②講座講演会事業費 8,470,289 6,739,734 1,730,555
　　　③会館施設提供事業費 492,645 549,909 △57,264
　　　④特定寄付 4,235,000 2,800,000 1,435,000
　　　⑤実施事業共通 475,296 464,068 11,228
　　　【その他事業】
　　　①会報等発行発送事業費 21,377,493 20,480,467 897,026
　　　②会員統括組織化事業費 13,422,301 14,861,915 △1,439,614
　　　③同窓会事業共通 32,482,009 33,033,387 △551,378
　　　④収益事業費 38,397,538 42,800,760 △4,403,222
　　　【法人事業】
　　　管理費 19,730,024 19,469,096 260,928

経常費用計 154,688,444 157,403,814 △2,715,370
当期経常増減額 △13,081,136 △9,218,852 △3,862,284

　2．経常外増減の部
　　（1）経常外収益 0 0 0
　　（2）経常外費用 1 0 1
　　他会計振替額 35,000 0 35,000

当期経常外増減額 34,999 0 34,999
当期一般正味財産増減額 △13,046,137 △9,218,852 △3,827,285
一般正味財産期首残高 385,706,765 394,925,617 △9,218,852
一般正味財産期末残高 372,660,628 385,706,765 △13,046,137

Ⅱ指定正味財産増減の部
　　　①受取寄付金 2,538,280 2,510,500 27,780
　　　②特定資産運用益 1,167 1,284 △117
　　　一般正味財産への振替額 3,100,174 3,100,192 △18

当期指定正味財産増減額 △560,727 △588,408 27,681
指定正味財産期首残高 10,409,545 10,997,953 △588,408
指定正味財産期末残高 9,848,818 10,409,545 △560,727

Ⅲ正味財産期末残高 382,509,446 396,116,310 △13,606,864
増減欄の△印は前年比減

③ 財産目録
　　　　　　　　　　　　　平成30年3月31日現在 単位：円

科　目 金　額
Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　　現金預金
　　(１)現金手許有高（収益事業） 50,180
　　(２)未収金（会報発送発行事業） 141,100
　　(３）売掛金（収益事業） 851,160
　　(４)仮払金（収益事業） 8,300
　　(５)普通預金
　　　　横浜銀行渋谷支店（同窓会事業） 18,586,713
　　　　横浜銀行渋谷支店（収益事業） 1,575,139
　　　　ゆうちょ銀行本店渋谷出張所（同窓会事業） 77,850
　　(６)預け金
　　　　母校会計（代理徴収分） 26,270,000

流動資産合計 47,560,442
　２．固定資産
　　(１)基本財産
　　　　土地（渋谷区東４丁目１１番2／1091.20㎡ ３３０坪） 101,570,000
　　　　建物（付属設備含む／2170.20㎡） 269,802,422
　　　　基本財産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（法人事業） 102,247,329

基本財産合計 473,619,751
　　(２)特定資産
　　　　学術・スポーツ振興資金積立資産
　　　　　横浜銀行渋谷支店（定期預金） 9,838,818
　　　　　ゆうちょ銀行本店渋谷出張所 10,000
　　　　奨学奨励資金積立資産 横浜銀行渋谷支店（定期預金） 1,010,436
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(実施事業） 9,244,043
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(同窓会事業共通） 19,312,068
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(収益事業） 2,773,214
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(法人事業） 14,328,275
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(実施事業） 1,890,204
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(同窓会事業共通） 4,079,962
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(収益事業） 567,061
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店(法人事業） 2,929,818
　　　　会館修繕積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（収益事業） 25,847,651

特定資産合計 91,831,550
　　(３)その他固定資産
　　　　構築物（同窓会事業） 134,363
　　　　構築物（収益事業） 1,640,487
　　　　備品（同窓会事業） 14
　　　　備品（収益事業） 37
　　　　電話加入権 303,343

その他固定資産合計 2,078,244
固定資産合計 567,529,545
資産合計 615,089,987

Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　預り金（実施事業） 112,403
　　預り金（同窓会事業） 241,667
　　預り金（収益事業） 180,258
　　預り金（法人事業） 238,436
　　預り会費（同窓会事業） 50,320,000
　　未払金（実施事業） 141,063
　　未払金（同窓会事業） 44,102
　　未払金（収益事業） 2,082
　　未払金（法人事業） 20,540
　　未払納付金（実施事業） 22,189
　　未払納付金（同窓会事業） 436,925
　　未払納付金（収益事業） 490,524
　　未払納付金（法人事業） 28,592
　　前受金（実施事業） 29,160
　　前受金（同窓会事業） 5,000

流動負債合計 52,312,941
　２．固定負債
　　退職給与引当金（5名）（実施事業） 9,244,043
　　退職給与引当金（5名）（同窓会事業） 19,312,068
　　退職給与引当金（5名）（収益事業） 2,773,214
　　退職給与引当金（5名）（法人事業） 14,328,275
　　預り入会金（代理徴収分）（同窓会事業） 134,610,000

固定負債合計 180,267,600
負債合計 232,580,541
正味財産 382,509,446

院 友 会 報残暑見舞号 平成30年８月10日（金）　No.369 4
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※ 本部では、支部活動の一助となるように、毎年支部運営費を送金しております。
　 この運営費は、前年度中に院友の皆様からご納入いただいた年度会費及び十年会費
を支部別に集計し、本部で定める計算方式により算出しております。

支部名 支部運営費
北海道道北 10,000 
北海道道東 10,000 
北海道道央 20,000 
北海道道南 10,000 
青 森 県 10,000 
岩 手 県 80,000 
宮 城 県 85,000 
秋 田 県 10,000 
山 形 県 15,000 
福島県浜通り 10,000 
福島県中通り 10,000 
福島県会津 10,000 
茨 城 県 75,000 
栃 木 県 20,000 
群 馬 県 15,000 
埼 玉 県 東 15,000 
埼 玉 県 西 35,000 
埼 玉 県 南 25,000 
埼 玉 県 北 10,000 
千 葉 県 55,000 

支部名 支部運営費
東京都23区 125,000 
東京都北多摩 40,000 
東京都南多摩 35,000 
神 奈 川 県 160,000 
新 潟 県 65,000 
富 山 県 10,000 
石 川 県 10,000 
福 井 県 35,000 
山 梨 県 30,000 
長 野 県 25,000 
岐 阜 県 10,000 
静岡県東部 75,000 
静岡県中部 55,000 
静岡県西部 15,000 
愛 知 県 15,000 
三 重 県 10,000 
滋 賀 県 20,000 
京 都 府 10,000 
大 阪 府 15,000 
兵 庫 県 15,000 

支部名 支部運営費
奈 良 県 10,000 
和 歌 山 県 10,000 
鳥 取 県 10,000 
島 根 県 10,000 
岡 山 県 15,000 
広 島 県 15,000 
山 口 県 10,000 
徳 島 県 10,000 
香 川 県 10,000 
愛 媛 県 10,000 
高 知 県 10,000 
福 岡 県 20,000 
佐 賀 県 10,000 
長 崎 県 10,000 
熊 本 県 15,000 
大 分 県 10,000 
宮 崎 県 10,000 
鹿 児 島 県 10,000 
沖 縄 県 10,000 
合　　　　計 1,520,000 

■ 平成30年度　支部運営費　支部別一覧 ■ 単位：円
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体
と
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さ
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ざ
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こ
と
に
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夫
を

さ
ま
ざ
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に
取
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し
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業
に
取
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組

ん
で
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き
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従
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従
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ど
お

り
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す
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、

に
協
力
し
て
い
く
。
ま
た
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新
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事
業
と
し
て
大
学
と
共

新
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事
業
と
し
て
大
学
と
共

に
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生
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の
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、
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に
学
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を
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動
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。

【
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座
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れ

ま
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し
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き
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講
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・
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で
開
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・
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ロ
ン
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サ
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ト
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サ
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だ
け
に

し
て
行
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け
に

と
ら
わ
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ず
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広
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と
ら
わ
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ず
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広
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し

め
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画
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座
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を
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め
る
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画
、
講
座
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新
た

に
検
討
し
て
い
く
。

に
検
討
し
て
い
く
。

【
特
定
寄
付
事
業
】
大
規
模

大
規
模

災
害
学
費
減
免
制
度
関
係
、

災
害
学
費
減
免
制
度
関
係
、

國
學
院
大
學
が
進
め
て
い
る

國
學
院
大
學
が
進
め
て
い
る

全
国
の
高
校
生
対
象
の
文
化

全
国
の
高
校
生
対
象
の
文
化

事
業
へ
の
寄
付
を
行
う
。

事
業
へ
の
寄
付
を
行
う
。

【
同
窓
会
事
業
】
院
友
会
報

院
友
会
報

の
発
行
、
院
友
大
会
開
催
、

の
発
行
、
院
友
大
会
開
催
、

新
年
院
友
交
歓
会
開
催
、
ホ

新
年
院
友
交
歓
会
開
催
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
支
部

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
支
部

総
会
等
へ
の
出
席
と
そ
の
情

総
会
等
へ
の
出
席
と
そ
の
情

報
共
有
、
記
念
品
の
作
成
、

報
共
有
、
記
念
品
の
作
成
、

大
学
へ
の
協
力
、
協
力
団
体

大
学
へ
の
協
力
、
協
力
団
体

と
の
連
携
事
業
、
会
員
へ
の

と
の
連
携
事
業
、
会
員
へ
の

サ
ー
ビ
ス
等
必
要
な
事
業
を

サ
ー
ビ
ス
等
必
要
な
事
業
を

行
い
ま
す
。

行
い
ま
す
。

【
収
益
事
業
】
会
館
利
用
の

会
館
利
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。
利
用
者

促
進
を
図
り
ま
す
。
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
た

へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
た

い
と
思
い
ま
す
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い
と
思
い
ま
す
。

【
法
人
事
業
】
定
款
に
基
づ

定
款
に
基
づ

き
、評
議
員
会
、理
事
会
を
開

き
、評
議
員
会
、理
事
会
を
開

催
す
る
。ま
た
、同
じ
く
定
款

催
す
る
。ま
た
、同
じ
く
定
款

に
基
づ
い
て
、理
事
・
監
事
の

に
基
づ
い
て
、理
事
・
監
事
の

改
選
に
よ
る
選
定
を
行
う
。

改
選
に
よ
る
選
定
を
行
う
。
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■ 平成30年度収支予算書 ■
　　　　　　　平成30年4月１日より平成31年3月31日まで
 単位：円【正味財産増減ベース】

科　目 平成30年度
予算額

平成29年度
補正予算額 増　減

Ⅰ一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益 40,000 40,000 0
　　　②特定資産運用益 21,000 21,000 0
　　　③受取入会金 27,410,000 27,650,000 △240,000
　　　④受取会費 60,800,000 61,080,000 △280,000
　　　⑤事業収益 35,150,000 31,250,000 3,900,000
　　　⑥受取補助金 3,500,000 4,000,000 △500,000
　　　⑦受取寄付金 6,450,000 6,450,000 0
　　　⑧院友大会等収益 3,610,000 2,250,000 1,360,000
　　　⑨雑収益 8,672,000 8,863,000 △191,000
　　　⑩他会計振替額 0 0 0

経常収益計 145,653,000 141,604,000 4,049,000
　　（2）経常費用
　　　①事業費
　　　　【実施事業】
　　　　　育成事業費 15,911,000 15,666,000 245,000
　　　　　講座講演会事業費 8,047,000 8,613,500 △566,500
　　　　　会館施設提供事業費 512,000 512,000 0
　　　　　特定寄付 2,220,000 4,235,000 △2,015,000
　　　　　実施事業共通 485,000 486,000 △1,000
　　　　【その他事業】
　　　　　会報等発行発送事業費 22,395,000 21,445,000 950,000
　　　　　会員統括組織化事業費 15,638,000 13,628,000 2,010,000
　　　　　同窓会事業共通 32,590,000 33,007,500 △417,500
　　　　　収益事業費 40,383,000 38,773,000 1,610,000
　　　　【法人事業】
　　　②管理費 20,385,000 19,875,000 510,000
　　　③他会計振替額 0 0 0

経常費用計 158,566,000 156,241,000 2,325,000
当期経常増減額 △12,913,000 △14,637,000 1,724,000

　2．経常外増減の部
　　（1）経常外収益 0 0 0
　　（2）経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △12,913,000 △14,637,000 1,724,000
一般正味財産期首残高 371,069,765 385,706,765 △14,637,000
一般正味財産期末残高 358,156,765 371,069,765 △12,913,000

Ⅱ指定正味財産増減の部
　①受取寄付金 2,500,000 2,500,000 0
　②特定資産運用益 2,000 2,000 0

一般正味財産への振替額 3,100,000 3,100,000 0
当期指定正味財産増減額 △598,000 △598,000 0
指定正味財産期首残高 9,811,545 10,409,545 △598,000
指定正味財産期末残高 9,213,545 9,811,545 △598,000

Ⅲ正味財産期末残高 367,370,310 380,881,310 △13,511,000
増減欄の△印は予算減

平成30年度 生活芸術講座のご案内

【主　催】（一社）儀礼文化学会・（一財）國學院大學院友会

　　　　　　　　　　  お申込み・お問合せ  　　　　　　　　　　
一般財団法人 國學院大學院友会〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8
TEL：03-3400-7781／ FAX：03-3400-7996
E-mail　inyuukai@kokugakuin.or.jp
ホームページアドレスhttp://www.kokugakuin.or.jp

　國學院大學院友会は儀礼文化学会と共催で、本年度も「生活芸術
講座」を開催いたします。
　わが国の「儀礼文化」のなかには生活を基盤とし、伝統的特色を
有する分野があります。この分野を「生活芸術」と称します。生活
芸術とは生活文化において、その文化性を芸術的に昇華し、発展さ
せた分野であります。その価値として「美」を考えているのです。
院友のみなさまをはじめ、広く一般の方にも是非ご参加いただき、
「日本文化の形と心」を考え、体験して頂きたいと思います。

講座は2種類ございます。内容は下記のとおりです

①「神道～『宗像・沖ノ島祭祀遺跡と古代祭祀』」
　 日　程  平成30年12月９日（日）14：00～16：00
　 会　場  院友会館 3Ｆ大会議室
　 講　師  笹生衛先生（國學院大學神道文化学部教授）
　 受講料  2,600円（税込）
　　　　　（國學院大學学生／院生1,300円（税込））
　 定　員  50名（予定）

②「古典遊戯～『投扇興を愉しむ』」
　 日　程  平成31年１月20日（日）14：00～16：00
　 会　場  院友会館 3Ｆ大会議室
　 講　師  儀礼文化研究会 遊戯文化研究会
　 受講料  3,300円（税込） 
　　　　　（國學院大學学生／院生1,650円（税込））
　 定　員  50名（予定）
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司
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を
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っ
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あ
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あ
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あ
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あ
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。
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〜
普
通
の
人
生
〜

平成30年支部総会予定　一覧　　　※８月20日以降開催分
支　部 日　程 時　間 場　所

北海道道東 ９/15（土） 18：00 そば処丸福（帯広市）
青 森 県 ９/29（土） 17：00 八戸プラザホテル（八戸市）
福島県会津 11月頃予定
群 馬 県 ９/１（土） ◎文化講演会14：30～

総会は講演会終了後 ホワイトイン高崎（高崎市）
埼 玉 県 東 11/18（日） 越谷ギャザホール（越谷市）
東京都23区 11/17（土） 15：00 國學院大學院友会館
富 山 県 10/14（日） 高岡市内
石 川 県 ８/25（土） 16：00 金沢ニューグランドホテル（金沢市）
山 梨 県 ※９/30（日）
長 野 県 ９/１（土） 13：30 殿岡温泉湯元湯～眠（飯田市）
静岡県中部 ９/８（土） 18：00

◎文化講演会14：00～ クーポール会館（静岡市）
静岡県西部 11月～12月
三 重 県 秋頃予定
奈 良 県 ９/30（日） 15：00 橿原観光ホテル（橿原市）
和 歌 山 県 ８/26（日） 17：00

◎公開文化講座14：00～ アバローム紀の国（和歌山市）
島 根 県 ８/21（火） 17：00 ホテル一畑（松江市）
山 口 県 ８/20（月） 16：30 亀山八幡宮儀式殿（下関市）
徳 島 県 ９/15（土） 16：00 ＪＲホテルクレメント徳島（徳島市）
愛 媛 県 ９/22（土） 17：00 国際ホテル松山（松山市）
高 知 県 ９月頃
熊 本 県 ８/25（土） 16：00 KKRホテル熊本（熊本市）
大 分 県 ８/26（日） 17：00

◎文化講演会14：00～ ホテル日航大分オアシスタワー（大分市）
鹿 児 島 県 ８/25（土） 18：00 ホテル吹上荘（鹿児島市）
院友経済会 10/20（土） 13：30 國學院大學渋谷キャンパス内

法学部OBOG会 未定
マスコミ院友会 未定

※は予定

國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
校

國
學
院
大
學
久
我
山
高
等
学
校

名
誉
校
長

川
福
基
之

校

長

今
井
寛
人

他
教
職
員
一
同

國
學
院
大
學

 

北
海
道
短
期
大
学
部

学

長

田
村   

弘

副
学
長

平
野
泰
樹

事
務
局
長

吉
田
裕
一

総
合
教
養

学
科
長

太
田
信
二

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
長

森   

悟
朗

幼
児
・
児
童

教
育
学
科
長

草 

薙 

恵
美
子

国
文
学
科
長

山
寺
三
知

他
教
職
員
一
同

〒
０
７
３
―

０
０
１
４

北
海
道
滝
川
市
文
京
町
三
丁
目
一
番
一
号

電　

話　
　

〇
一
二
五
―

二
三
―

四
一
一
一

國
學
院
高
等
学
校

校

長

津
田   

栄

他
教
職
員
一
同

〒
１
５
０
―

０
０
０
１

渋
谷
区
神
宮
前
二
―

二
―

三

電　

話　
　

〇
三
―

三
四
〇
三
―

二
三
三
一

國
學
院
大
學
附
属
幼
稚
園

園

長

森 

野 

ゆ
か
り

他
教
職
員
一
同

〒
１
６
８
―

０
０
８
２

杉
並
区
久
我
山
一
―

九
―

一

電　

話　
　

〇
三
―

三
三
三
四
―

一
一
五
一

國

學

院

幼

稚

園

園

長

江
口
幸
子

他
教
職
員
一
同

〒
２
２
５
―

０
０
０
２

横
浜
市
青
葉
区
美
し
が
丘
二
―

三
二
―

一

電　

話　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
六

残暑お見舞い申し上げます
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工藤　　均

宮野　直生

垣垣田　宗彦
善見　壽男

名誉宮司　千葉　博男
宮　　司　村田　守広

𠮷𠮷川　通泰

鷹司　尚武
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猿　猿　　　盛
猿　猿　　　惇

本年江戸鎮座200年を迎えました

名誉宮司　藤井　秀弘
宮　　司　藤井　秀嗣

清清

土師

安房國一之宮

名誉宮司　髙橋　昭二名誉宮司　髙橋　昭二
宮　　司　香取　　武宮　　司　香取　　武

俊昭俊昭

網谷　道弘網谷　道弘
九條　道成條　道成
江馬潤一郎江馬潤一郎

靖　國　神　社
宮宮　司　德川　康久
権宮司　坂　坂　　明夫
権宮司　村田　信昌

小堀　邦夫

白山本宮　加賀一ノ宮白山本宮　加賀一ノ宮
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度
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料

度
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料

の
ひ
と
つ
に
「
八
代
国
治
旧

の
ひ
と
つ
に
「
八
代
国
治
旧

蔵
史
料
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

蔵
史
料
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
、
上
総
国
を
中
心
と

の
中
に
、
上
総
国
を
中
心
と

し
た
五
十
点
以
上
の
城
郭
図

し
た
五
十
点
以
上
の
城
郭
図

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
製
作

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
製
作

年
代
は
明
治
期
に
な
り
ま
す

年
代
は
明
治
期
に
な
り
ま
す

が
、
貴
重
な
城
郭
図
と
し
て

が
、
貴
重
な
城
郭
図
と
し
て

多
く
の
博
物

多
く
の
博
物

館
か
ら
出
展

館
か
ら
出
展

依
頼
が
来
ま

依
頼
が
来
ま

す
。
旧
蔵
者

す
。
旧
蔵
者

の
八
代
国
治

の
八
代
国
治

は
、
明
治
六

は
、
明
治
六

（
一
八
七

（
一
八
七

三
）
年
、
市

三
）
年
、
市

原
郡
上
高
根

原
郡
上
高
根

村
（
現
、
千

村
（
現
、
千

葉
県
市
原
市
）
に
生
ま
れ
ま

葉
県
市
原
市
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
明
治
三
十
（
一
八
九

し
た
。
明
治
三
十
（
一
八
九

七
）
年
、
國
學
院
卒
（
第
５

七
）
年
、
國
學
院
卒
（
第
５

期
）。
卒
業
後
、
史
料
編
纂

期
）。
卒
業
後
、
史
料
編
纂

所
で
鎌
倉
時
代
史
料
、
南
北

所
で
鎌
倉
時
代
史
料
、
南
北

朝
時
代
史
料
の
編
纂
に
従

朝
時
代
史
料
の
編
纂
に
従

事
。
同
期
の
早
川
純
三
郎
、

事
。
同
期
の
早
川
純
三
郎
、

井
野
辺
茂
雄
と
共
に
「
国
史

井
野
辺
茂
雄
と
共
に
「
国
史

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
ス
ロ
ー

　

チ
ー
ム
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
も
あ
る

ガ
ン
に
も
あ
る

「
歴
史
を
変
え
る

「
歴
史
を
変
え
る

挑
戦
」
を
実
現
さ

挑
戦
」
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
も
、

せ
る
た
め
に
も
、

夏
合
宿
を
充
実
し

夏
合
宿
を
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い

た
も
の
に
し
て
い

き
、
十
月
十
三
日

き
、
十
月
十
三
日

に
行
わ
れ
る
箱
根

に
行
わ
れ
る
箱
根

駅
伝
予
選
会
を
上

駅
伝
予
選
会
を
上

位
で
し
っ
か
り
突

位
で
し
っ
か
り
突

破
し
、
全
日
本
大

破
し
、
全
日
本
大

学
駅
伝
・
箱
根
駅

学
駅
伝
・
箱
根
駅

伝
本
戦
で
シ
ー
ド

伝
本
戦
で
シ
ー
ド

権
獲
得
、
過
去
最

権
獲
得
、
過
去
最

高
順
位
を
目
指
し
ま
す
。

高
順
位
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
歴
史
を
作
る

　

ま
た
新
た
な
歴
史
を
作
る

べ
く
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

べ
く
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
声
援
の

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
声
援
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。監

督　

前
田
康
弘 

記

Ｂ
の
諸
先
輩
方
の
指
導
の

Ｂ
の
諸
先
輩
方
の
指
導
の

下
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

下
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

団
体
で
は
学
生
日
本
一
、
個

団
体
で
は
学
生
日
本
一
、
個

人
戦
で
は
一
人
で
も
多
く
の

人
戦
で
は
一
人
で
も
多
く
の

も
の
が
世
界
の
舞
台
で
活
躍

も
の
が
世
界
の
舞
台
で
活
躍

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
何
卒
、
応
援

き
ま
す
の
で
、
何
卒
、
応
援

の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

　

主
務

 

中
川
和
士（
史
４
年
）記

２
階
級
で
優
勝
！

　

七
月
八
日
（
日
）
に
、
東

　

七
月
八
日
（
日
）
に
、
東

京
武
道
館
（
足
立
区
）
で
行

京
武
道
館
（
足
立
区
）
で
行

わ
れ
た
東
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
柔

わ
れ
た
東
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
に
、

道
体
重
別
選
手
権
大
会
に
、

母
校
柔
道
部
の
選
手
が
出
場

母
校
柔
道
部
の
選
手
が
出
場

し
、
２
階
級
で
優
勝
し
た
。

し
、
２
階
級
で
優
勝
し
た
。

中
で
も

中
で
も
6464
選
手
が
出
場
し
た

選
手
が
出
場
し
た

6666
㎏
級
の
決
勝
は
、
相
田
勇

級
の
決
勝
は
、
相
田
勇

司
選
手
（
法
１
年
）
と
新
井

司
選
手
（
法
１
年
）
と
新
井

雄
士
選
手
（
史
１
年
）
の
國

雄
士
選
手
（
史
１
年
）
の
國

學
院
対
決
。
相
田
選
手
が
優

學
院
対
決
。
相
田
選
手
が
優

勝
、
新
井
選
手
が
準
優
勝
し

勝
、
新
井
選
手
が
準
優
勝
し

た
。
ま
た

た
。
ま
た
8181
㎏
級
で
は
長
澤

級
で
は
長
澤

大
雅
選
手
（
健
体
２
年
）
が

大
雅
選
手
（
健
体
２
年
）
が

優
勝
し
、
柔
道
部
創
部
初
と

優
勝
し
、
柔
道
部
創
部
初
と

な
る
２
階
級
で
優
勝
し
た
。

な
る
２
階
級
で
優
勝
し
た
。

学
術
部
門

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

硬
式
野
球
部

チ
ー
ム
の
三
つ
の
強
み

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
学
術
・
ス
ポ
ー

ま
し
て
は
、
学
術
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
資
金
を
は
じ
め
物
心

ツ
振
興
資
金
を
は
じ
め
物
心

両
面
で
の
ご
支
援
を
頂
き
誠

両
面
で
の
ご
支
援
を
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

秋
の
リ
ー
グ
戦
に
向
け
て

　

秋
の
リ
ー
グ
戦
に
向
け
て

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
「
学
術

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
「
学
術

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」

（
学
術
部
門
・
デ
ジ
タ
ル
ラ

（
学
術
部
門
・
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に

つ
き
ま
し
て
、
大
変
お
世
話

つ
き
ま
し
て
、
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

ス
ポ
ー
ツ
部
門

陸
上
競
技
部

　

日
頃
よ
り
、
院
友
の
皆
さ

　

日
頃
よ
り
、
院
友
の
皆
さ

ま
方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援

ま
方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援

及
び
温
か
い
ご
声
援
を
た
ま

及
び
温
か
い
ご
声
援
を
た
ま

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

　

六
月
三
十
日
に
、
チ
ー
ム

　

六
月
三
十
日
に
、
チ
ー
ム

と
し
て
上
期
最
大
の
目
標
に

と
し
て
上
期
最
大
の
目
標
に

掲
げ
て
い
た
第

掲
げ
て
い
た
第
5050
回
全
日
本

回
全
日
本

大
学
駅
伝
関
東
地
区
選
考
会

大
学
駅
伝
関
東
地
区
選
考
会

が
、
さ
い
た
ま
市
の
駒
場
浦

が
、
さ
い
た
ま
市
の
駒
場
浦

和
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま

和
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま

し
た
。本
年
度
は「
四
年
連
続

し
た
。本
年
度
は「
四
年
連
続

出
場
」は
も
ち
ろ
ん
、昨
年
に

出
場
」は
も
ち
ろ
ん
、昨
年
に

続
い
て
の
三
位
以
内
通
過
を

続
い
て
の
三
位
以
内
通
過
を

目
標
に
臨
み
ま
し
た
。
結
果

目
標
に
臨
み
ま
し
た
。
結
果

は
、
過
去
最
高
順
位
と
な
る

は
、
過
去
最
高
順
位
と
な
る

総
合
二
位
で
本
戦
出
場
を
決

総
合
二
位
で
本
戦
出
場
を
決

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
院
友
の
方
々

こ
の
結
果
は
、
院
友
の
方
々

の
力
強
い
ご
声
援
が
あ
っ
た

の
力
強
い
ご
声
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
っ

か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
っ

歴
史
を
変
え
る
挑
戦

〜
一
人
の
小
さ
な
一
歩
が

 

チ
ー
ム
の
大
き
な
一
歩
へ
〜

一
組
目
で
走
る
臼
井
選
手

一
組
目
で
走
る
臼
井
選
手

　

硬
式
野
球
部
の
清
水
昇
投

　

硬
式
野
球
部
の
清
水
昇
投

手
（
し
み
ず
・
の
ぼ
る
／
日

手
（
し
み
ず
・
の
ぼ
る
／
日

文
４
年
）
が
、
ア
メ
リ
カ
で

文
４
年
）
が
、
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
た
第

開
催
さ
れ
た
第
4242
回
日
米
大

回
日
米
大

学
野
球
選
手
権
大
会
、
オ
ラ

学
野
球
選
手
権
大
会
、
オ
ラ

ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
第

ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
第
2929
回

ハ
ー
レ
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ウ

ハ
ー
レ
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ウ

ィ
ー
ク
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学

ィ
ー
ク
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学

日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
。

日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
。

背
番
号
は

背
番
号
は
1818
。
日
米
大
学
野

。
日
米
大
学
野

球
選
手
権
に
は
第
三
戦
と
第

球
選
手
権
に
は
第
三
戦
と
第

四
戦
に
登
板
。

四
戦
に
登
板
。

　

ハ
ー
レ
ム
ベ
ー

　

ハ
ー
レ
ム
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー

ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー

ク
で
は
三
試
合
に

ク
で
は
三
試
合
に

登
板
。
キ
ュ
ー
バ

登
板
。
キ
ュ
ー
バ

戦
で
は
好
投
し
、

戦
で
は
好
投
し
、

勝
利
投
手
に
輝
い

勝
利
投
手
に
輝
い

て
い
る
。
こ
の
大

て
い
る
。
こ
の
大

会
日
本
チ
ー
ム
は

会
日
本
チ
ー
ム
は

七
戦
全
勝
で
優
勝

七
戦
全
勝
で
優
勝

し
た
。

し
た
。

清
水
昇
選
手

清
水
昇
選
手

清
水
投
手
が
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
へ
選
出
！

対
東
洋
大
学
戦
よ
り

対
東
洋
大
学
戦
よ
り

上
総
望
陀
郡
笹
子
古
城
蹟
之
図

上
総
望
陀
郡
笹
子
古
城
蹟
之
図平成30年度 東都大学野球 秋季リーグ戦

（Ⅰ部／國學院大學の試合のみ掲載）日程表
日　付 対戦カード 会　場

 ９月11日（火） 國學院大學 ― 立 正 大 学 11：00～

神宮球場

 ９月12日（水） 立 正 大 学 ― 國學院大學 13：30～
 ９月18日（火） 國學院大學 ― 駒 沢 大 学 13：30～

※  ９月19日（水） 駒 沢 大 学 ― 國學院大學 10：30～
△ 10月 ２日（火） 國學院大學 ― 中 央 大 学 11：00～
△ 10月 ３日（水） 中 央 大 学 ― 國學院大學 13：30～
△ 10月 ９日（火） 國學院大學 ― 亜細亜大学 13：30～
△ 10月10日（水） 亜細亜大学 ― 國學院大學 11：00～
△ 10月23日（火） 東 洋 大 学 ― 國學院大學 12：00～
△ 10月24日（水） 國學院大學 ― 東 洋 大 学 12：00～

●左側頭字校が３塁側先攻。　●雨天、その他の場合は順延。
●開会式は、９月１日（土）８時50分から（於：明治神宮球場）
※印　プロ野球併用日、△印　プロ野球予備日およびクライマックスシリーズ予備日

春季リーグ戦　結果
順　　位 東 洋 大 國學院大 駒 澤 大 亜細亜大 立 正 大 中 央 大 勝数 負数 分数 勝率 勝点
1 東 洋 大 　　 ○●○ ○△○ ●○○ ●● ○●○ 8 5 1 0.615 4
2 國學院大 ●○● 　　 ○○ ●● ○○ ○○ 7 4 0 0.636 3
3 駒 澤 大 ●△● ●● 　　 ○○ ○○ ○○ 6 4 1 0.600 3
4 亜細亜大 ○●● ○○ ●● 　　 ○●● ○●○ 6 7 0 0.462 2
5 立 正 大 ○○ ●● ●● ●○○ 　　 ●● 4 7 0 0.364 2
6 中 央 大 ●○● ●● ●● ●○● ○○ 　　 4 8 0 0.333 1

大
辞
典
」
を
編
纂
。
大
正
十

大
辞
典
」
を
編
纂
。
大
正
十

三
（
一
九
二
四
）
年
、『
長

三
（
一
九
二
四
）
年
、『
長

慶
天
皇
御
即
位
の
研
究
』
で

慶
天
皇
御
即
位
の
研
究
』
で

帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
を
受
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。
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よ
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よ
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す
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を
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取
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取
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右から長澤選手・相田選手・新井選手右から長澤選手・相田選手・新井選手

株式会社ＮＰＢエンタープライズ提供

國學院大學広報課提供
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に
向
か
っ
て
ま

に
向
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、

い
り
ま
す
が
、

実
力
差
紙
一
重

実
力
差
紙
一
重

ス
キ
ー
部

１
部
昇
格
を
果
た
す
‼

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
こ
の
度

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
こ
の
度

は
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

は
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

金
に
よ
る
ご
支
援
を
た
ま
わ

金
に
よ
る
ご
支
援
を
た
ま
わ

り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
平
素

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
温
か
い
ご
声
援
を
頂

か
ら
温
か
い
ご
声
援
を
頂

き
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

き
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　

ス
キ
ー
部
は
、
先
シ
ー
ズ

　

ス
キ
ー
部
は
、
先
シ
ー
ズ

ン
の
第

ン
の
第
9191
回
全
日
本
学
生
ス

回
全
日
本
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
で
は
最
終

キ
ー
選
手
権
大
会
で
は
最
終

日
ま
で
結
果
の
わ
か
ら
な
い

日
ま
で
結
果
の
わ
か
ら
な
い

非
常
に
白
熱
し

非
常
に
白
熱
し

た
展
開
で
し
た

た
展
開
で
し
た

が
、
二
位
の
関

が
、
二
位
の
関

西
学
院
大
学
に

西
学
院
大
学
に

２
・
５
ポ
イ
ン

２
・
５
ポ
イ
ン

ト
の
差
で
１
部

ト
の
差
で
１
部

昇
格
は
果
た
せ

昇
格
は
果
た
せ

ま
せ
ん
で
し

ま
せ
ん
で
し

た
。
た
。

　

今
年
は
ア
ル

　

今
年
は
ア
ル

ペ
ン
四
名
、
ラ

ペ
ン
四
名
、
ラ

ン
ナ
ー
二
名
、

ン
ナ
ー
二
名
、

合
計
六
名
の
新

合
計
六
名
の
新

人
選
手
を
迎

人
選
手
を
迎

え
、
来
年
の
イ

え
、
来
年
の
イ

ン
カ
レ
に
向
け

ン
カ
レ
に
向
け

キ
ャ
プ
テ
ン
以
下
今
年
の
雪

キ
ャ
プ
テ
ン
以
下
今
年
の
雪

辱
を
晴
ら
す
べ
く
、
日
々
ト

辱
を
晴
ら
す
べ
く
、
日
々
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
中
で
あ
り
ま

レ
ー
ニ
ン
グ
中
で
あ
り
ま

す
。
す
。

　

今
後
の
予
定
は
陸
上
ト
レ

　

今
後
の
予
定
は
陸
上
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
夏
合
宿
、
秋
合

ー
ニ
ン
グ
の
夏
合
宿
、
秋
合

宿
を
経
て
十
一
月
中
旬
か
ら

宿
を
経
て
十
一
月
中
旬
か
ら

雪
上
合
宿
を
行
い
来
年
の
第

雪
上
合
宿
を
行
い
来
年
の
第

9292
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
（
長
野
県
・
野
沢

手
権
大
会
（
長
野
県
・
野
沢

温
泉
村
開
催
）
に
向
か
っ
て

温
泉
村
開
催
）
に
向
か
っ
て

行
き
ま
す
。

行
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど
う

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

 

監
督　

坂
入
択
司
（
89
哲
）
記

井
上
主
将
と
新
入
生
佐
藤
選
手
の
戦
い
ぶ
り

井
上
主
将
と
新
入
生
佐
藤
選
手
の
戦
い
ぶ
り

熊野神社権禰宜
下山田 治美

（しもやまだ はるみ・125神専攻）

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

応
援
し
ま
す
！

関
連
に
よ
り
失
わ
れ
た
全
て
の
御

関
連
に
よ
り
失
わ
れ
た
全
て
の
御

霊
の
安
ら
か
に
鎮
ま
る
こ
と
を
祈

霊
の
安
ら
か
に
鎮
ま
る
こ
と
を
祈

る
と
と
も
に
、
今
を
生
き
る
数
々

る
と
と
も
に
、
今
を
生
き
る
数
々

の
方
々
の
魂
を
振
り
興
す
こ
と
を

の
方
々
の
魂
を
振
り
興
す
こ
と
を

私
た
ち
の
使
命
と
存
じ
て
お
り
ま

私
た
ち
の
使
命
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
や
は
り
東
日
本
大
震
災
の
復

す
。
や
は
り
東
日
本
大
震
災
の
復

興
の
核
と
な
る
の
は
、
氏
神
神
社

興
の
核
と
な
る
の
は
、
氏
神
神
社

で
あ
り
、
そ
の
神
社
に
伝
承
す
る

で
あ
り
、
そ
の
神
社
に
伝
承
す
る

神
事
芸
能
で
す
。
氏
子
・
崇
敬
者

神
事
芸
能
で
す
。
氏
子
・
崇
敬
者

の
受
援
力
を
生
か
し
て
、
神
社
と

の
受
援
力
を
生
か
し
て
、
神
社
と

し
て
の
ふ
さ
わ
し
い
荘
厳
な
雰
囲

し
て
の
ふ
さ
わ
し
い
荘
厳
な
雰
囲

気
を
大
切
に
し
、
子
供
た
ち
が
神

気
を
大
切
に
し
、
子
供
た
ち
が
神

社
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
「
子

社
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
「
子

ど
も
の
た
め
の
お
祭
り
広
場
」
の

ど
も
の
た
め
の
お
祭
り
広
場
」
の

実
現
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

実
現
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

母
校
で
は
、
硬
式
野
球
部
や
陸

　

母
校
で
は
、
硬
式
野
球
部
や
陸

上
競
技
部
そ
し
て
柔
道
部
の
学
生

上
競
技
部
そ
し
て
柔
道
部
の
学
生

た
ち
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
年

た
ち
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
野
球
と
陸
上
で
日
の
丸
の
ユ
ニ

は
野
球
と
陸
上
で
日
の
丸
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
大
会
に
出
た
選

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
大
会
に
出
た
選

手
も
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
学
生

手
も
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
学
生

た
ち
の
活
躍
は
、
私
た
ち
院
友
に

た
ち
の
活
躍
は
、
私
た
ち
院
友
に

勇
気
と
感
動
そ
し
て
元
気
を
届
け

勇
気
と
感
動
そ
し
て
元
気
を
届
け

て
く
れ
ま
す
。
学
生
た
ち
の
活
躍

て
く
れ
ま
す
。
学
生
た
ち
の
活
躍

に
刺
激
を
受
け
私
も
、
人
と
人
の

に
刺
激
を
受
け
私
も
、
人
と
人
の

心
の
絆
、
そ
し
て
感
動
、「
心
の

心
の
絆
、
そ
し
て
感
動
、「
心
の

復
興
」
の
実
現
の
た
め
に
、
地
元

復
興
」
の
実
現
の
た
め
に
、
地
元

よ
り
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

よ
り
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
國
學

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
國
學

院
大
學
、
院
友
の
皆
さ
ま
方
、
ま

院
大
學
、
院
友
の
皆
さ
ま
方
、
ま

た
学
生
の
皆
さ
ま
の
ご
繁
栄
・
躍

た
学
生
の
皆
さ
ま
の
ご
繁
栄
・
躍

進
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

進
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
残
暑
お
見
舞

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
残
暑
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
二
年
前
に
五
十
五
歳
で

　

私
は
、
二
年
前
に
五
十
五
歳
で

神
道
学
専
攻
科
に
入
学
、
卒
業
し

神
道
学
専
攻
科
に
入
学
、
卒
業
し

た
125125
期
生
で
す
。
美
術
大
学
を
卒

期
生
で
す
。
美
術
大
学
を
卒

業
後
、
三
十
年
あ
ま
り
建
築
業
に

業
後
、
三
十
年
あ
ま
り
建
築
業
に

従
事
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
累
代

従
事
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
累
代

奉
仕
す
る
社
家
に
生
を
受
け
、
高

奉
仕
す
る
社
家
に
生
を
受
け
、
高

齢
で
あ
る
宮
司
を
扶
け
神
明
に
奉

齢
で
あ
る
宮
司
を
扶
け
神
明
に
奉

仕
し
、
熊
野
神
社
に
伝
わ
る
国
指

仕
し
、
熊
野
神
社
に
伝
わ
る
国
指

定
重
要
無
形
文
化
財
「
稚
児
田
楽

定
重
要
無
形
文
化
財
「
稚
児
田
楽

・
風
流
」
を
神
職
と
し
て
次
世
代

・
風
流
」
を
神
職
と
し
て
次
世
代

に
伝
承
す
べ
く
、
神
職
修
業
を
志

に
伝
承
す
べ
く
、
神
職
修
業
を
志

す
た
め
に
、
第
二
の
人
生
を
歩
み

す
た
め
に
、
第
二
の
人
生
を
歩
み

始
め
ま
し
た
。

始
め
ま
し
た
。

　

神
道
学
専
攻
科
在
学
中
は
、神

　

神
道
学
専
攻
科
在
学
中
は
、神

学
や
神
道
学
、古
事
記
の
授
業
中

学
や
神
道
学
、古
事
記
の
授
業
中

に
感
動
の
涙
を
流
し
、指
定
実
習

に
感
動
の
涙
を
流
し
、指
定
実
習

の
明
治
神
宮
・
伊
勢
神
宮
・
石
清
水

の
明
治
神
宮
・
伊
勢
神
宮
・
石
清
水

八
幡
宮
に
お
い
て
は
、代
え
難
き

八
幡
宮
に
お
い
て
は
、代
え
難
き

研
鑽
を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
し

研
鑽
を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。ま
た
同
級
生
と
の
出
逢
い
は
、

た
。ま
た
同
級
生
と
の
出
逢
い
は
、

親
子
ほ
ど
の
年
齢
差
は
あ
れ
ど
、

親
子
ほ
ど
の
年
齢
差
は
あ
れ
ど
、

同
じ
目
標
を
志
す
同
志
と
し
て
、

同
じ
目
標
を
志
す
同
志
と
し
て
、

生
涯
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

生
涯
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
よ
り
福
島
県
女

　

平
成
二
十
九
年
よ
り
福
島
県
女

子
神
職
会
と
し
て
の
御
奉
仕
を
さ

子
神
職
会
と
し
て
の
御
奉
仕
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
東
日

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
東
日

本
大
震
災
、
慰
霊
鎮
魂
な
ら
び
に

本
大
震
災
、
慰
霊
鎮
魂
な
ら
び
に

復
興
祈
願
の
『
千
度
大
祓
』
に
お

復
興
祈
願
の
『
千
度
大
祓
』
に
お

い
て
は
、
福
島
県
神
社
庁
各
支
部

い
て
は
、
福
島
県
神
社
庁
各
支
部

神
職
・
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学

神
職
・
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学

部
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
こ
の
震
災

部
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
こ
の
震
災

心
の
復
興

学術・スポーツ振興資金累計表
・平成29年度末積立金残高（３月31日現在） 9,848,818円
　 上記の内、平成30年２月１日～３月31日の寄付金
　（18件） 75,000円

・平成30年４月１日～５月31日（148件） 804,091円
・本年度贈呈分（学術部門　スポーツ部門） －3,100,000円

現　在　高 7,552,909円

ご協力ありがとうございました
◆今後の支援にむけて、本年度も更なるご協力をお願いいたします

の
拮
抗
し
た
中
で
、
い
か
に

の
拮
抗
し
た
中
で
、
い
か
に

他
大
学
と
の
厳
し
い
戦
い
を

他
大
学
と
の
厳
し
い
戦
い
を

勝
ち
取
っ
て
い
く
か
が
問
わ

勝
ち
取
っ
て
い
く
か
が
問
わ

れ
ま
す
。
既
に
秋
の
戦
い
へ

れ
ま
す
。
既
に
秋
の
戦
い
へ

の
準
備
は
ス
タ
ー
ト
し
て
お

の
準
備
は
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
学
生
達
の
気
持
ち
は
十

り
、
学
生
達
の
気
持
ち
は
十

分
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日

分
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日

々
の
練
習
や
合
宿
で
さ
ら
に

々
の
練
習
や
合
宿
で
さ
ら
に

競
技
力
を
上
げ
、
試
合
で
は

競
技
力
を
上
げ
、
試
合
で
は

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
頑
張

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
頑
張

り
を
存
分
に
発
揮
し
て
ま
い

り
を
存
分
に
発
揮
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
ご

り
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
監
督　

小
杉　

誠（
86
法
）記

卓
球
部

春
の
リ
ー
グ
戦
を
終
え
て

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
平
素
よ

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
平
素
よ

り
暖
か
い
ご
声
援
と
学
術
・

り
暖
か
い
ご
声
援
と
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
よ
る

ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
よ

ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
春
季
関
東

　

平
成
三
十
年
度
春
季
関
東

学
生
リ
ー
グ
戦
で
は
、
男
子

学
生
リ
ー
グ
戦
で
は
、
男
子

は
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
せ
ず

は
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
せ
ず

２
部
三
位
、
女
子
は
創
部
初

２
部
三
位
、
女
子
は
創
部
初

と
な
る
１
部
六
位
と
な
り
、

と
な
る
１
部
六
位
と
な
り
、

男
女
で
明
暗
が
分
か
れ
る
結

男
女
で
明
暗
が
分
か
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
女
子
は

果
と
な
り
ま
し
た
。
女
子
は

前
半
戦
五
試
合
を
惨
敗
し
、

前
半
戦
五
試
合
を
惨
敗
し
、

背
水
の
陣
で
挑
ん
だ
第
六
戦

背
水
の
陣
で
挑
ん
だ
第
六
戦

で
し
た
が
、
一
番
手
で
主
将

で
し
た
が
、
一
番
手
で
主
将

の
小
島
悠
夏
（
初
教
４
年
）

の
小
島
悠
夏
（
初
教
４
年
）

が
勝
ち
星
を
あ
げ
る
と
全
員

が
勝
ち
星
を
あ
げ
る
と
全
員

が
勢
い
に
の
り
、
見
事
勝
ち

が
勢
い
に
の
り
、
見
事
勝
ち

切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月

　

ま
た
、
六
月

末
に
行
わ
れ
ま

末
に
行
わ
れ
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春季関東学生卓球リーグ戦での長尾真由選手春季関東学生卓球リーグ戦での長尾真由選手

92回インカレに挑むスキー部部員92回インカレに挑むスキー部部員

秩父宮賜杯 第50回
全日本大学駅伝対校選手権記念大会
関東学生陸上競技連盟推薦校選考会
順位 大学名 総合タイム
1 法政大学 4：06.08.63
2 國學院大學 4：06.20.02
3 城西大学 4：06.50.86
4 明治大学 4：07.14.01
5 帝京大学 4：07.23.33
6 日本体育大学 4：08.18.59
7 順天堂大学 4：08.47.52
8 日本大学 4：08.52.78

以上本戦出場権獲得以上本戦出場権獲得
9 拓殖大学 4：09.29.94

～以下省略～～以下省略～

第50回全日本大学駅伝 出場決定（４年連続６回目）
　６月30日（土）に、浦和駒場スタジアム（さいた
ま市）で開催された、秩父宮賜杯第50回全日本大学駅
伝対校選手権大会関東学生陸上競技連盟推薦校選考会
で母校陸上競技部が２位となり、４年連続６回目の出
場権を獲得した。
　前日に梅雨明けした首都圏では、競技開始の17時
半でもまだ暑く、選手にとっては過酷な試合であった
が、１組目の臼井健太選手（健体２年）が２着、長谷
勇汰選手（史４年）が10着で、１位と10秒差の総合
３位につけた。２組目は小中駿祐選手（経４年）が４
着、茂原大悟選手（史３年）が10着でゴールし２位
と３秒差のまま総合３位。３組目は青木祐人選手（経
ネ３年）が12着、江島峻太選手（経４年）が22位と

ふんばり総合３位のまま。最終組は各校のエースが出
場する中、浦野雄平選手（経営３年）が５着、主将の
土方英和選手（健体３年）が10着に入り総合成績も
１つ順位を上げ２位で選考会を突破した。
　秩父宮賜杯第50回全日本大学駅伝対校選手権大会
は11月４日（日）です。院友の皆さま是非沿道に駆
けつけて、熱い声援をお願いします。

■ 応援グッズをご希望の方は、①氏名（卒期・卒業学科）
②送付先（郵便番号・住所・電話番号）③応援グッズ
（必要本数）を國學院大學院友会まで、葉書・電話・Ｆ
ＡＸ・メールにてご連絡をお願いいたします。

國學院大學院友会　〒150-0011　東京都渋谷区東4-12-8
TEL 03-3400-7781／FAX 03-3400-7996
Eメール inyuukai@kokugakuin.or.jp

　全日本駅伝当日、応援用の『のぼ
り』・『ミニ横断幕』・『横断幕』（３

Ｍ）を貸し出しいたします。当日は是非沿道に出かけて、応援グッズで、國
學院大學の選手を応援してください。

沿道で応援しよう！

最
終
組
土
方
主
将
の
力
走

最
終
組
土
方
主
将
の
力
走

國學院大學広報課提供國學院大學広報課提供
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上杉　千文

大和国一宮

名誉宮司　岩下　忠佳
宮　　司　岩下　通弘

平成30年　御創建1250年平成三十年 御創建二千五十年

名誉宮司　寺井　種伯
宮　　司　寺井　種治

No.369平成30年８月10日（金） 10残 暑 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す



柴﨑　和夫柴﨑　和夫
奥山　政和奥山　政和

広告を募集しています
詳細は事務局までお問い合わせください

今秋全日本大学駅伝出場！　ご声援をお願いします。

七世家元

協立管理株式会社

東京都中央区銀座8丁目10番5号
電　話　03-5537-7521（代）

〒104-0061

株式会社  産経新聞制作
代表取締役　遠藤　一夫代表取締役　遠藤　一夫

〒10000-8077　東京都千代田区大手8077　東京都千代田区大手町1-7-21-7-2

電　話　03-3243-8337電　話　03-3243-8337
ＦＡＸ　03-3278-5760ＦＡＸ　03-3278-5760

第67回ゴルフコンペ開催のご案内
院友会ゴルフクラブ院友会ゴルフクラブ

開 催 日  平成30年9月4日（火）　 平成30年9月4日（火）　 場　　 所  レイクウッドゴルフ レイクウッドゴルフ
クラブ　東コース（乗用カートでのプレー）神奈川県中郡大磯町黒岩クラブ　東コース（乗用カートでのプレー）神奈川県中郡大磯町黒岩
169　TEL 0463-72-1150　FAX0463-72-9126　※東名高速道路169　TEL 0463-72-1150　FAX0463-72-9126　※東名高速道路
秦野中井ICから約15分、小田原厚木道路大磯ICから約10分秦野中井ICから約15分、小田原厚木道路大磯ICから約10分
スタート  8:28~　 8:28~　 定 員  48名（12組） 48名（12組） 参  加  費  5,000円 5,000円
（賞品代・パーティー代・他）　（賞品代・パーティー代・他）　 プレー代  18,480円（プレー代・ 18,480円（プレー代・
諸経費込）　諸経費込）　 そ の 他  参加者全員へ賞品を用意する予定です。詳 参加者全員へ賞品を用意する予定です。詳
細、コンペ参加希望、お問い合わせ、ご案内ご希望の際は、國學院大細、コンペ参加希望、お問い合わせ、ご案内ご希望の際は、國學院大
學院友会（03-3400-7781）までご連絡をお願いいたします。學院友会（03-3400-7781）までご連絡をお願いいたします。

　67回目のコンペの開催が決定いたしました。今回は、第60回記念　67回目のコンペの開催が決定いたしました。今回は、第60回記念
で開催した「レイクウッドゴルフクラブ」でのプレーです。富士山、で開催した「レイクウッドゴルフクラブ」でのプレーです。富士山、
箱根連山、丹沢、相模湾を堪能できる素晴らしい景観が魅力です。東箱根連山、丹沢、相模湾を堪能できる素晴らしい景観が魅力です。東
コースは、豪快な打ち下ろしや、ドッグレッグ、ウォーターハザードコースは、豪快な打ち下ろしや、ドッグレッグ、ウォーターハザード
などの変化に富んだレイアウトです。どうぞ、皆様お誘い合わせの上などの変化に富んだレイアウトです。どうぞ、皆様お誘い合わせの上
ご参加ください。お一人でも、初心者の方でも大歓迎です。ご参加ください。お一人でも、初心者の方でも大歓迎です。
　楽しい一日を過ごしましょう!!　楽しい一日を過ごしましょう!!

　この度、当軟式野球部は創部60周年を迎え　この度、当軟式野球部は創部60周年を迎え
ることとなりました。つきましては、記念式典ることとなりました。つきましては、記念式典
を盛大に開催いたしたいと思います。ご多用中を盛大に開催いたしたいと思います。ご多用中
とは存じますが、OB各位お誘い合わせの上とは存じますが、OB各位お誘い合わせの上
ご出席下さいます様、お願い申し上げます。ご出席下さいます様、お願い申し上げます。

國學院大學体育連合会軟式野球部

60周年記念式典開催のご案内

開 催 日  平成30年9月29日（土） 平成30年9月29日（土）
場 　 所   國學院大學有栖川宮記念ホール  國學院大學有栖川宮記念ホール

（若木タワー18階）〒150-8440（若木タワー18階）〒150-8440
 東京都渋谷区東4丁目10-28 東京都渋谷区東4丁目10-28

受 　 付  16:30 16:30
開 　 始  17:00～19:30 17:00～19:30
尚、ご不明な点がございましたら、担当：三浦尚、ご不明な点がございましたら、担当：三浦
健輔（070-4370-7565）までご連絡くださ健輔（070-4370-7565）までご連絡くださ
い。い。

國學院大學体育連合会軟式野球部OB会会長國學院大學体育連合会軟式野球部OB会会長
　本木　康太　本木　康太

60周年記念式典実行員会担当　三浦　健輔60周年記念式典実行員会担当　三浦　健輔

あ て 先  〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8 國學院大學院友会 〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8 國學院大學院友会
報プレゼント係　報プレゼント係　 応募方法  ハガキ・ファックス・E-mailに〒・ ハガキ・ファックス・E-mailに〒・
住所・氏名・電話番号・卒業期・卒業学科を記入の上、お申し込み住所・氏名・電話番号・卒業期・卒業学科を記入の上、お申し込み
ください。　ください。　 締め切り  平成30年9月2日（日） 平成30年9月2日（日）
当選発表  当選の発表は、賞品の発送を持って代えさせていただ 当選の発表は、賞品の発送を持って代えさせていただ
きます。発送は9月中旬以降になります。お楽しみに!きます。発送は9月中旬以降になります。お楽しみに!

個人情報の取り扱いについて個人情報の取り扱いについて
お申し込みいただきました個人情報は、本会で適切に管理し、本会お申し込みいただきました個人情報は、本会で適切に管理し、本会
の事業を遂行するために利用させていただきます。の事業を遂行するために利用させていただきます。

　毎号おこなっている「プレゼント企　毎号おこなっている「プレゼント企
画」、今回は國學院大學駅伝応援の会画」、今回は國學院大學駅伝応援の会
から「オリジナル・スマートフォン・から「オリジナル・スマートフォン・
スタンド」と「オリジナル・ハンドタスタンド」と「オリジナル・ハンドタ
オル」をご提供いただきました。このオル」をご提供いただきました。この
二つは母校陸上競技部が第93回及び二つは母校陸上競技部が第93回及び
第94回箱根駅伝に出場した際、支援金のご協力をいただいた院友第94回箱根駅伝に出場した際、支援金のご協力をいただいた院友
の皆様への返礼品です。今回はこれを20名の皆様へセットでプレの皆様への返礼品です。今回はこれを20名の皆様へセットでプレ
ゼントいたします。奮ってご応募ください。ゼントいたします。奮ってご応募ください。

20名様にプレゼント!
スマートフォン・スタンドスマートフォン・スタンド ハンドタオルハンドタオル
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■ 会費等入金累計表 ■
H29・4/1

～H30・1/31
H30・2/1～3/31 H29年度合計 H30・4/1～5/31

金額（円） 口数 金額（円） 口数 金額（円） 口数 金額（円） 口数
年 度 会 費 4,652,000 1,552 669,000 223 5,321,000 1,775 1,655,000 552 
十 年 会 費 4,840,000 242 320,000 16 5,160,000 258 1,540,000 77 
維持寄付金 3,252,800 322 80,560 9 3,333,360 331 966,680 100 
基本財産寄付金 0 0 0 0 0 0 12,000 2 

　本会は、平成24年10月１日付けで一般財団法人國學院大學院友会となりましたが、会費制
度に関しましては従来とかわりません。（ホームページ【URL http://www.kokugakuin.
or.jp】の『会費・寄付金のお願い』の欄でも説明しています。併せてご覧ください）
　まず『十年会費』の件です。平成８年の理事会において、会の財政安定を図るために、寄
附行為（当時）の変更を行い『終身会費』の名称を廃止し、『十年会費』への名称変更を決
定いたしました。
　既に『終身会費』として納入された方は、今後請求されることはないし、『終身会費廃
止』は約束違反である、と思われるのは当然のことでありますが、院友数の増加や社会情勢
をふまえ、『年度会費』あるいは『十年会費』への切り替えに、ご理解とご協力をお願いし
よう、ということが主旨でございます。引き続きより分かり易く、より丁寧に会員の皆様に
十年会費への切り替えをお願いして参りたいと存じます。
　何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　既に『終身会費』として納入された方には、納入年から10年を経過しますと、会報に
『ご協力をお願いいたします』を同封させて頂きます。
　また99期以降の学部をご卒業の方は、卒業時に代理徴収（終身会費または十年会費）さ
せて頂いております。
　平成30年度分の会費については、今から10年前の116期にご卒業をされた方、またはそ
れ以前のご卒業の方で会費が未納の方には、『ご協力をお願いいたします』が同封されま
す。同封の依頼状が『維持寄付金、学術・スポーツ振興資金をお願いいたします』（水色の
依頼状）から『ご協力をお願いいたします』に変わった時が、『十年会費』の有効期限の終了
になります。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に同封いたします。是非みなさま方のご協力をたま
わりますようお願い申し上げます。
　平成30年度分は、『年度会費は3,000円、十年会費は20,000円です。』どちらかをお納
め願います。
　次に『維持寄付金』です。これは平成11年までの『維持会費』を会費との誤解を招かな
いために改称したものです。１口10,000円です。
　一般財団法人國學院大學院友会では、『一般財団法人國學院大學院友会運営規程』第4条に、
会費を定めております。（本会ホームページ参照）是非会費のご納入をお願いいたします。

「会費について」

皆さまからお納め頂く『会費』・『寄付金』により、本会は事業を行っ
ております。皆さまのご理解とご協力を重ねてお願いいたします。
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匿　
　
　

名

9393　

里
村　

延
紀

　

里
村　

延
紀

9595　

栗
原　

康
世

　

栗
原　

康
世

9999　

小
杉　

幸
子

　

小
杉　

幸
子

9999　

小
杉　

高
広

　

小
杉　

高
広

102102　

関
塚　

千
鶴

　

関
塚　

千
鶴

110110　

鴨
下　

明
子

　

鴨
下　

明
子

114114　

上
田　

重
安

　

上
田　

重
安

7373　

米
倉　

宏
和

　

米
倉　

宏
和

7474　

味
岡　

治
男

　

味
岡　

治
男

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

石
井　

庸
子

　

石
井　

庸
子

7474　

伊
藤　

孝
嘉

　

伊
藤　

孝
嘉

7474　

内
山
今
佐
己

　

内
山
今
佐
己

7474　

大
洞　

一
成

　

大
洞　

一
成

7474　

鹿
島　

昭
一

　

鹿
島　

昭
一

7474　

久
保　

威
雄

　

久
保　

威
雄

7474　

黒
沼　

英
男

　

黒
沼　

英
男

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7474　

小
林　

伸
吉

　

小
林　

伸
吉

7474　

斎
藤　
　

攻

　

斎
藤　
　

攻

7474　

佐
藤　

寿
雄

　

佐
藤　

寿
雄

7474　

塩
見　

威
雄

　

塩
見　

威
雄

7474　

武
山　

輝
詔

　

武
山　

輝
詔

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7474　

辻
畑　
　

弘

　

辻
畑　
　

弘

7474　

所　
　
　

環

　

所　
　
　

環

7474　

西
野　
　

豊

　

西
野　
　

豊

7474　

益
井　

邦
夫

　

益
井　

邦
夫

7474　

杠　
　

正
吉

　

杠　
　

正
吉

7575　

明
石　

武
重

　

明
石　

武
重

7575　

阿
部　

松
晃

　

阿
部　

松
晃

7575　

石
井　

悦
子

　

石
井　

悦
子

7575　

市
川　

一
夫

　

市
川　

一
夫

7575　

上
田　

京
子

　

上
田　

京
子

7575　

小
沢　

宗
道

　

小
沢　

宗
道

7575　

小
野　

忠
宣

　

小
野　

忠
宣

7575　

川
井　
　

勇

　

川
井　
　

勇

7575　

川
野　
　

洋

　

川
野　
　

洋

7575　

菊
池　

義
成

　

菊
池　

義
成

7575　

久
保
登
美
夫

　

久
保
登
美
夫

7575　

小
貫　

行
伸

　

小
貫　

行
伸

7575　

斎
藤　

邦
彦

　

斎
藤　

邦
彦

7575　

佐
野　

正
稔

　

佐
野　

正
稔

7575　

長
友　

鉄
郎

　

長
友　

鉄
郎

7575　

中
村　

貞
史

　

中
村　

貞
史

7575　

能
田　

政
俊

　

能
田　

政
俊

7575　

満
間　

征
夫

　

満
間　

征
夫

7575　

御
床　

治
之

　

御
床　

治
之

7575　

山
崎　

政
利

　

山
崎　

政
利

7676　

淡
路　

雅
夫

　

淡
路　

雅
夫

7676　

飯
田　

昭
弘

　

飯
田　

昭
弘

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7676　

遠
藤　

宏
子

　

遠
藤　

宏
子

7676　

恩
田　

友
生

　

恩
田　

友
生

7676　

草
山　
　

昭

　

草
山　
　

昭

7676　

小
山　

修
三

　

小
山　

修
三

7676　

坂
本　

精
史

　

坂
本　

精
史

7676　

塩
垣　

邦
久

　

塩
垣　

邦
久

7676　

白
神
美
佐
子

　

白
神
美
佐
子

7676　

副
島　

昌
俊

　

副
島　

昌
俊

7676　

花
井　

利
彦

　

花
井　

利
彦

7676　

福
田　

治
樹

　

福
田　

治
樹

7676　

松
井　

保
憲

　

松
井　

保
憲

7676　

渡
辺
と
も
子

　

渡
辺
と
も
子

7777　

飯
田　

光
子

　

飯
田　

光
子

7777　

加
賀　

国
憲

　

加
賀　

国
憲

7777　

金
子　
　

晃

　

金
子　
　

晃

7777　

金
子　

善
光

　

金
子　

善
光

7777　

小
松　

潮
美

　

小
松　

潮
美

7777　

相
馬　

秀
和

　

相
馬　

秀
和

7777　

高
岡　

整
一

　

高
岡　

整
一

7777　

田
澤　
　

昇

　

田
澤　
　

昇

7777　

田
代　

計
之

　

田
代　

計
之

7777　

田
中
館
紀
子

　

田
中
館
紀
子

7777　

三
谷　

健
二

　

三
谷　

健
二

7777　

横
山　

賢
一

　

横
山　

賢
一

7878　

今
泉　

泰
之

　

今
泉　

泰
之

7878　

上
原　

勝
彦

　

上
原　

勝
彦

7878　

門
脇　

道
夫

　

門
脇　

道
夫

7878　

金
泉　
　

久

　

金
泉　
　

久

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

黒
木　

治
夫

　

黒
木　

治
夫

7878　

小
宮
山
久
子

　

小
宮
山
久
子

7878　

笹
井　

民
男

　

笹
井　

民
男

7878　

杉
山　

憲
一

　

杉
山　

憲
一

7878　

関
根　

静
穂

　

関
根　

静
穂

7878　

平　
　

一
彦

　

平　
　

一
彦

7878　

竹
下　
　

讓

　

竹
下　
　

讓

7878　

田
中　

誠
治

　

田
中　

誠
治

7878　

土
屋　
　

宏

　

土
屋　
　

宏

7878　

戸
澤　

明
夫

　

戸
澤　

明
夫

7878　

新
納　

睦
夫

　

新
納　

睦
夫

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7878　

山
本　

一
男

　

山
本　

一
男

7878　

横
山　

芳
弘

　

横
山　

芳
弘

7878　

四
柳　

一
麿

　

四
柳　

一
麿

7979　

安
部
孝
次
郎

　

安
部
孝
次
郎

7979　

安
藤　
　

始

　

安
藤　
　

始

7979　

池
田　

佑
司

　

池
田　

佑
司

7979　

石
黒　

邦
昭

　

石
黒　

邦
昭

7979　

一
田　

次
郎

　

一
田　

次
郎

7979　

井
野　

一
之

　

井
野　

一
之

7979　

芝
藤　

哲
人

　

芝
藤　

哲
人

7979　

高
木　
　

進

　

高
木　
　

進

7979　

冨
岡　

光
雄

　

冨
岡　

光
雄

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

中
川　

春
雄

　

中
川　

春
雄

7979　

前
田　

保
正

　

前
田　

保
正

7979　

松
本　

和
夫

　

松
本　

和
夫

7979　

眞
弓　
　

秀

　

眞
弓　
　

秀

7979　

宮
原　

幹
二

　

宮
原　

幹
二

8080　

飯
濱　

正
夫

　

飯
濱　

正
夫

8080　

石
塚　

憲
治

　

石
塚　

憲
治

8080　

宇
城　

照
燿

　

宇
城　

照
燿

8080　

小
川　

隆
夫

　

小
川　

隆
夫

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

渋
谷　

宣
寛

　

渋
谷　

宣
寛

8080　

世
良　

俊
治

　

世
良　

俊
治

8080　

手
島　

基
行

　

手
島　

基
行

8080　

東
谷　
　

仁

　

東
谷　
　

仁

8080　

遠
山　

秀
樹

　

遠
山　

秀
樹

8080　

戸
澤　

和
夫

　

戸
澤　

和
夫

8080　

富
田
美
代
子

　

富
田
美
代
子

8080　

中
野　

敬
視

　

中
野　

敬
視

8080　

服
部　

公
一

　

服
部　

公
一

8080　

松
本　

淡
美

　

松
本　

淡
美

8080　

宮
本　

明
雄

　

宮
本　

明
雄

8080　

横
尾　

邦
光

　

横
尾　

邦
光

8181　

一
ノ
澤
澄
夫

　

一
ノ
澤
澄
夫

8181　

伊
藤　

洋
一

　

伊
藤　

洋
一

8181　

神
田　

典
明

　

神
田　

典
明

8181　

清
水　

正
史

　

清
水　

正
史

8181　

鈴
木　

友
房

　

鈴
木　

友
房

8181　

立
松　
　

彰

　

立
松　
　

彰

8181　

松
本　

隆
司

　

松
本　

隆
司

8181　

湯
浅　

典
男

　

湯
浅　

典
男

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

小
澤　

久
夫

　

小
澤　

久
夫

8282　

北
崎　

正
通

　

北
崎　

正
通

8282　

瀬
戸
口
和
行

　

瀬
戸
口
和
行

8282　

千
原　

孝
通

　

千
原　

孝
通

8282　

土
持　

正
樹

　

土
持　

正
樹

8282　

富
坂　

典
子

　

富
坂　

典
子

8282　

村
山　

良
幸

　

村
山　

良
幸

8282　

門
司　

成
人

　

門
司　

成
人

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

鵜
沢　

昌
弘

　

鵜
沢　

昌
弘

8383　

江
口　

彰
夫

　

江
口　

彰
夫

8383　

勝
目
伸
次
郎

　

勝
目
伸
次
郎

8383　

加
藤　
　

裕

　

加
藤　
　

裕

8383　

佐
藤　

信
弘

　

佐
藤　

信
弘

8383　

芝
野
圭
之
助

　

芝
野
圭
之
助

8383　

島
野　

博
行

　

島
野　

博
行

8383　

舘　
　

雅
治

　

舘　
　

雅
治

8383　

千
種　

順
一

　

千
種　

順
一

8383　

西
山　

典
友

　

西
山　

典
友

8383　

福
田　

恭
子

　

福
田　

恭
子

8383　

横
山
多
賀
彦

　

横
山
多
賀
彦

8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8383　

渡
辺　

英
明

　

渡
辺　

英
明

8383　

藁
谷　

吉
男

　

藁
谷　

吉
男

8484　

石
井　

孝
一

　

石
井　

孝
一

8484　

薄
井　

和
男

　

薄
井　

和
男

8484　

薄
井　
　

睦

　

薄
井　
　

睦

8484　

尾
崎
喜
代
子

　

尾
崎
喜
代
子

8484　

北
原　

史
路

　

北
原　

史
路

8484　

京
條　

紀
行

　

京
條　

紀
行

8484　

黒
目　

達
朗

　

黒
目　

達
朗

8484　

後
藤　

政
彦

　

後
藤　

政
彦

8484　

小
林
洋
一
郎

　

小
林
洋
一
郎

8484　

塩
満　

義
人

　

塩
満　

義
人

8484　

高
橋　

千
里

　

高
橋　

千
里

8484　

高
橋　

正
人

　

高
橋　

正
人

8484　

竹
田　

洋
子

　

竹
田　

洋
子

8484　

中
村
栄
利
子

　

中
村
栄
利
子

8484　

坂
東　
　

昭

　

坂
東　
　

昭

8484　

武
藤　

美
登

　

武
藤　

美
登

8484　

山
田　

紳
夫

　

山
田　

紳
夫

8585　

井
村　

美
夫

　

井
村　

美
夫

8585　

上
野　

三
郎

　

上
野　

三
郎

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8585　

小
野
瀬
悦
子

　

小
野
瀬
悦
子

8585　

亀
井　

一
秋

　

亀
井　

一
秋

8585　

轡
田　

勝
繁

　

轡
田　

勝
繁

8585　

杉
本　

唯
夫

　

杉
本　

唯
夫

8585　

高
橋　
　

勇

　

高
橋　
　

勇

8585　

竹
野
内
禎
子

　

竹
野
内
禎
子

8585　

中
村　

和
之

　

中
村　

和
之

8585　

西
谷　

榮
治

　

西
谷　

榮
治

8585　

山
崎
あ
や
子

　

山
崎
あ
や
子

8585　

吉
村　

伸
哉

　

吉
村　

伸
哉

8686　

安
達　
　

明

　

安
達　
　

明

8686　

有
賀　

寛
典

　

有
賀　

寛
典

8686　

岩
山　

芳
憲

　

岩
山　

芳
憲

8686　

太
田　

正
吾

　

太
田　

正
吾

8686　

倉
橋
真
起
子

　

倉
橋
真
起
子

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8686　

坂
出　

譲
治

　

坂
出　

譲
治

8686　

戸
田　
　

昇

　

戸
田　
　

昇

8686　

長
尾　

健
彦

　

長
尾　

健
彦

8686　

中
村　

泰
広

　

中
村　

泰
広

8686　

早
川　

政
弘

　

早
川　

政
弘

8686　

山
際　

優
子

　

山
際　

優
子

8686　

柚
井　

正
道

　

柚
井　

正
道

8787　

岡
野　
　

健

　

岡
野　
　

健

8787　

小
澤　

彰
一

　

小
澤　

彰
一

8787　

小
泉　

勝
俊

　

小
泉　

勝
俊

8787　

佐
々
木
京
子

　

佐
々
木
京
子

8787　

佐
藤　

俊
一

　

佐
藤　

俊
一

8787　

高
野　

正
興

　

高
野　

正
興

8787　

早
川　

昭
彦

　

早
川　

昭
彦

8787　

深
谷　

教
昭

　

深
谷　

教
昭

8787　

藤
原　
　

優

　

藤
原　
　

優

8787　

本
田　

善
彦

　

本
田　

善
彦

8787　

間
宮　
　

敏

　

間
宮　
　

敏

8888　

板
谷　

一
弘

　

板
谷　

一
弘

8888　

宇
木　

茂
樹

　

宇
木　

茂
樹

8888　

遠
藤　

靖
宏

　

遠
藤　

靖
宏

8888　

大
木　

孝
男

　

大
木　

孝
男

8888　

小
河　

美
弘

　

小
河　

美
弘

8888　

菊
地　

広
幸

　

菊
地　

広
幸

8888　

熊
谷　
　

隆

　

熊
谷　
　

隆

8888　

小
泉　
　

誠

　

小
泉　
　

誠

8888　

椎
名　

克
明

　

椎
名　

克
明

8888　

杉
山　

晃
嗣

　

杉
山　

晃
嗣

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

前
島　

和
子

　

前
島　

和
子

8888　

三
浦　

正
典

　

三
浦　

正
典

8888　

若
林　

智
子

　

若
林　

智
子

8989　

伊
藤
比
呂
志

　

伊
藤
比
呂
志

8989　

川
俣　

晴
子

　

川
俣　

晴
子

8989　

権
藤　
　

晋

　

権
藤　
　

晋

8989　

坂
入　

択
司

　

坂
入　

択
司

8989　

桜
井　

弘
人

　

桜
井　

弘
人

8989　

笹
本　

良
雄

　

笹
本　

良
雄

8989　

野
口　

政
和

　

野
口　

政
和

8989　

平
山　

晶
生

　

平
山　

晶
生

8989　

松
原　

弘
毅

　

松
原　

弘
毅

8989　

矢
田　

純
行

　

矢
田　

純
行

9090　

板
谷
扇
一
郎

　

板
谷
扇
一
郎

9090　

大
久
保
和
弘

　

大
久
保
和
弘

9090　

喜
多　

浩
之

　

喜
多　

浩
之

9090　

小
島　

正
明

　

小
島　

正
明

9090　

高
田　

純
男

　

高
田　

純
男

9090　

滝
沢　

敬
一

　

滝
沢　

敬
一

9090　

土
屋　

英
夫

　

土
屋　

英
夫

9090　
勅
使
河
原
正
典

勅
使
河
原
正
典

9090　

野
末　
　

明

　

野
末　
　

明

9090　

白
田　

義
明

　

白
田　

義
明

9090　

吉
田　
　

隆

　

吉
田　
　

隆

9191　

高
松　

圭
子

　

高
松　

圭
子

9191　

高
松　
　

恒

　

高
松　
　

恒

9191　

露
木　

義
行

　

露
木　

義
行

9191　

長
尾　
　

康

　

長
尾　
　

康

9191　

中
上　
　

徹

　

中
上　
　

徹

9191　

山
川　

康
夫

　

山
川　

康
夫

9292　

阿
部　

純
代

　

阿
部　

純
代

9292　

今
村　
　

勝

　

今
村　
　

勝

9292　

内
田　
　

悟

　

内
田　
　

悟

9292　

生
方　

圭
子

　

生
方　

圭
子

9292　

柿
嶋　

英
雄

　

柿
嶋　

英
雄

9292　

河
合　

正
登

　

河
合　

正
登

9292　

北
澤　
　

薫

　

北
澤　
　

薫

9292　

木
村　

公
成

　

木
村　

公
成

9292　

後
藤　
　

隆

　

後
藤　
　

隆

9292　

佐
藤　
　

誠

　

佐
藤　
　

誠

9292　

富
沢　
　

浩

　

富
沢　
　

浩

9292　

八
田　

俊
之

　

八
田　

俊
之

9292　

伴　
　

卓
司

　

伴　
　

卓
司

9292　

福
田　

洋
子

　

福
田　

洋
子

9292　

三
橋　

直
也

　

三
橋　

直
也

9292　

武
藤　

充
孝

　

武
藤　

充
孝

9292　

渡
井　

勝
已

　

渡
井　

勝
已

9393　

磯
部　

重
敏

　

磯
部　

重
敏

9393　

岩
崎　

圭
三

　

岩
崎　

圭
三

9393　

岸
本　

康
男

　

岸
本　

康
男

9393　

小
圷　

恵
江

　

小
圷　

恵
江

9393　

櫻
井　

紀
子

　

櫻
井　

紀
子

9393　

篠
宮　

和
美

　

篠
宮　

和
美

9393　

志
波　

昌
明

　

志
波　

昌
明

9393　

白
坂　

桂
彦

　

白
坂　

桂
彦

9393　

樋
口　

貴
子

　

樋
口　

貴
子

9393　

宮
川　

経
幸

　

宮
川　

経
幸

9393　

村
井　
　

洋

　

村
井　
　

洋

9393　

安
田　

寿
男

　

安
田　

寿
男

9393　

山
北　

栄
治

　

山
北　

栄
治

9494　

坂
本　

祐
介

　

坂
本　

祐
介

9494　

佐
藤　

俊
一

　

佐
藤　

俊
一

9494　

高
橋　
　

正

　

高
橋　
　

正

9494　

高
橋　

徳
久

　

高
橋　

徳
久

9494　

津
金　

義
尚

　

津
金　

義
尚

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9494　

松
井　

順
子

　

松
井　

順
子

9595　

阿
部　

敦
子

　

阿
部　

敦
子

9595　

池
上　

典
子

　

池
上　

典
子

9595　

小
田
中　

彰

　

小
田
中　

彰

9595　

角
田　

文
子

　

角
田　

文
子

9595　

上
泉
美
奈
子

　

上
泉
美
奈
子

9595　

小
平　

惠
一

　

小
平　

惠
一

9595　

二
階
堂　

衛

　

二
階
堂　

衛

9595　

根
津　
　

聡

　

根
津　
　

聡

9595　

飛
田　

雄
二

　

飛
田　

雄
二

9696　

池
田　

喜
樹

　

池
田　

喜
樹

9696　

佐
々
木
良
作

　

佐
々
木
良
作

9696　

田
中
富
美
雄

　

田
中
富
美
雄

9696　

寺
島　

順
子

　

寺
島　

順
子

9696　

松
井　

惠
治

　

松
井　

惠
治

9797　

田
所　
　

香

　

田
所　
　

香

9797　

中
山　

拓
弥

　

中
山　

拓
弥

9797　

水
野
万
紀
子

　

水
野
万
紀
子

9898　

郡
司　

和
惠

　

郡
司　

和
惠

9898　

白
鳥　

俊
明

　

白
鳥　

俊
明

9999　

大
嶋　

未
央

　

大
嶋　

未
央

9999　

尾
方
恵
一
郎

　

尾
方
恵
一
郎

9999　

小
杉　

幸
子

　

小
杉　

幸
子

9999　

小
杉　

高
広

　

小
杉　

高
広

9999　

櫻
井　

和
利

　

櫻
井　

和
利

9999　

佐
藤　
　

悌

　

佐
藤　
　

悌

9999　

菅　
　

正
治

　

菅　
　

正
治

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

9999　

中
野　

信
治

　

中
野　

信
治

9999　

中
村　
　

徹

　

中
村　
　

徹

9999　

前
川
真
喜
子

　

前
川
真
喜
子

100100　

軍
司　

孝
之

　

軍
司　

孝
之

100100　

阪
本
さ
お
り

　

阪
本
さ
お
り

100100　

佐
藤　

昌
宏

　

佐
藤　

昌
宏

101101　

石
﨑　

信
考

　

石
﨑　

信
考

101101　

上
田
桂
太
郎

　

上
田
桂
太
郎

101101　

坂
本　

浩
子

　

坂
本　

浩
子

101101　

佐
直　

利
昭

　

佐
直　

利
昭

101101　

波
多
野
容
子

　

波
多
野
容
子

「
宮
城
県
支
部
経
由
」

二
万
円

8080　

堀
越　
　

直

　

堀
越　
　

直

9595　

坂
本　

訓
之

　

坂
本　

訓
之

104104　

小
野
寺
雅
美

　

小
野
寺
雅
美

◆　
　
◆　
　

◆

二
万
円

推　

佐
田　

雅
志

推　

佐
田　

雅
志

推　

藤
間　

照
薫

推　

藤
間　

照
薫

7878　

田
子　

雅
之

　

田
子　

雅
之

8181　

新
倉　

恵
子

　

新
倉　

恵
子

8282　

駒
場　

清
見

　

駒
場　

清
見

8484　

向　
　

之
徳

　

向　
　

之
徳

9191　

植
田　

淳
一

　

植
田　

淳
一

9393　

辻
村　

泰
宏

　

辻
村　

泰
宏

9494　

阿
部
眞
裕
子

　

阿
部
眞
裕
子

9595　

福
川　
　

彰

　

福
川　
　

彰

9797　

林　
　

恭
之

　

林　
　

恭
之

100100　

小
林
平
八
郎

　

小
林
平
八
郎

104104　

高
橋　

正
重

　

高
橋　

正
重

〈
十
年
会
費
〉

一
万
円

6363　

平
岡　

秀
彦

　

平
岡　

秀
彦

7676　

安
田
慶
逸
郎

　

安
田
慶
逸
郎

7878　

渡
邊　

裕
之

　

渡
邊　

裕
之

8080　

木
村　

正
範

　

木
村　

正
範

8181　

新
倉　

恵
子

　

新
倉　

恵
子

8686　

西
山　

和
範

　

西
山　

和
範

9393　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

100100　

小
林
平
八
郎

　

小
林
平
八
郎

五
百
六
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

〈
維
持
寄
付
金
〉

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

三
千
円

7575　

豊
田　

克
之

　

豊
田　

克
之

9090　

下
垣　
　

太

　

下
垣　
　

太

102102　

園　
　

博
年

　

園　
　

博
年

「
寒
川
神
社
経
由
」

三
千
円

8080　

利
根　

康
教

　

利
根　

康
教

8686　

前
島　
　

正

　

前
島　
　

正

8686　

山
田　
　

栄

　

山
田　
　

栄

8888　

水
谷　

智
賢

　

水
谷　

智
賢

8989　

鈴
木　

康
宏

　

鈴
木　

康
宏

9393　

石
黒　

邦
彦

　

石
黒　

邦
彦

9393　

井
出　

貴
史

　

井
出　

貴
史

9595　

井
上　

浩
之

　

井
上　

浩
之

9595　

田
中　

義
宣

　

田
中　

義
宣

9898　

坂
本　

晋
一

　

坂
本　

晋
一

106106　

田
中　

喜
隆

　

田
中　

喜
隆

107107　

伊
藤　

龍
哉

　

伊
藤　

龍
哉

111111　

小
野　

俊
之

　

小
野　

俊
之

111111　

高
畠　
　

弘

　

高
畠　
　

弘

111111　

中
西　

正
史

　

中
西　

正
史

113113　

小
松　

義
麿

　

小
松　

義
麿

113113　

水
谷　

祐
也

　

水
谷　

祐
也

114114　

國
生　

隆
也

　

國
生　

隆
也

114114　

立
岩　

秀
夫

　

立
岩　

秀
夫

123123　

加
藤　

芳
朗

　

加
藤　

芳
朗

124124　

鯉
登　

敬
紀

　

鯉
登　

敬
紀

125125　

石
垣　

仁
薫

　

石
垣　

仁
薫

126126　

角
河　

礼
隆

　

角
河　

礼
隆

◆　
　
◆　
　

◆

六
千
円

7474　

井
田　

良
英

　

井
田　

良
英

三
千
円

推　

滝
田　

忠
之

推　

滝
田　

忠
之

推　

田
中　

裕
巳

推　

田
中　

裕
巳

予　

小
出　

彦
郎

予　

小
出　

彦
郎

4545　

松
岡　

禮
一

　

松
岡　

禮
一

5555　

大
藤　

安
教

　

大
藤　

安
教

5555　

佐
光　

慈
豊

　

佐
光　

慈
豊

5555　

松
尾　

弘
一

　

松
尾　

弘
一

5555　

三
隅　

治
雄

　

三
隅　

治
雄

5656　

丹
治　

経
幸

　

丹
治　

経
幸

5858　

伊
藤　

節
子

　

伊
藤　

節
子

5858　

澁
澤　

美
惠

　

澁
澤　

美
惠

6060　

宇
野　

正
輝

　

宇
野　

正
輝

6060　

桐
山　

金
吾

　

桐
山　

金
吾

6060　

秦　
　

正
彦

　

秦　
　

正
彦

6161　

大
塚　

康
夫

　

大
塚　

康
夫

6161　

栗
岩　

英
雄

　

栗
岩　

英
雄

6262　

下
山
田
大
膳

　

下
山
田
大
膳

6262　

北
條　

俊
朗

　

北
條　

俊
朗

6262　

横
山
三
千
穂

　

横
山
三
千
穂

6363　

稲
垣
太
刀
夫

　

稲
垣
太
刀
夫

6363　

中
島　
　

稔

　

中
島　
　

稔

6363　

根
本　
　

強

　

根
本　
　

強

6464　

河
原　

義
朗

　

河
原　

義
朗

6464　

渋
谷　

謙
二

　

渋
谷　

謙
二

6464　

高
田　

徹
也

　

高
田　

徹
也

6464　

谷
澤　

欣
子

　

谷
澤　

欣
子

6464　

千
々
和
直
信

　

千
々
和
直
信

6464　

長
瀬　

澄
子

　

長
瀬　

澄
子

6464　

中
村　

節
好

　

中
村　

節
好

6464　

平
賀
日
出
世

　

平
賀
日
出
世

6464　

本
田　

正
人

　

本
田　

正
人

6565　

上
山　

明
徳

上
山　

明
徳

6565　

黒
田　

和
彦

　

黒
田　

和
彦

6565　

古
賀　

由
春

　

古
賀　

由
春

6565　

佐
伯　

明
夫

　

佐
伯　

明
夫

6565　

篠
崎　

健
次

　

篠
崎　

健
次

6565　

藤
島　

秀
隆

　

藤
島　

秀
隆

6565　

藤
本　

憲
信

　

藤
本　

憲
信

6565　

藤
山
昭
比
古

　

藤
山
昭
比
古

6565　

横
田　
　

睦

　

横
田　
　

睦

6666　

榎
並　

秋
晴

　

榎
並　

秋
晴

6666　

小
澤　

清
壽

　

小
澤　

清
壽

6666　

金
子　

鶴
松

　

金
子　

鶴
松

6666　

北
澤
不
二
彌

　

北
澤
不
二
彌

6666　

江
田　

道
孝

　

江
田　

道
孝

6666　

高
徳　

雄
三

　

高
徳　

雄
三

6666　

下
吹
越
義
彰

　

下
吹
越
義
彰

6666　

高
橋　

貞
久

　

高
橋　

貞
久

6666　

福
田　

順
郎

　

福
田　

順
郎

6666　

水
野　
　

一

　

水
野　
　

一

6666　

森
山　

茂
乃

　

森
山　

茂
乃

6666　

山
元　

敦
美

　

山
元　

敦
美

6767　

臼
井　

昭
子

　

臼
井　

昭
子

6767　

大
亀　

恒
芳

　

大
亀　

恒
芳

6767　

岡　
　
　

嵩

　

岡　
　
　

嵩

6767　

小
野　

幸
男

　

小
野　

幸
男

6767　

金
子
由
多
嘉

　

金
子
由
多
嘉

6767　

倉
田　

重
信

　

倉
田　

重
信

6767　

近
藤　
　

弘

　

近
藤　
　

弘

6767　

高
森　

宏
之

　

高
森　

宏
之

6767　

中
村　

一
徳

　

中
村　

一
徳

﹇
平
成
三
十
年
度
納
入
分
﹈

〈
年
度
会
費
〉

6767　

新
野　

新
吉

　

新
野　

新
吉

6767　

浜
田　

弘
一

　

浜
田　

弘
一

6767　

弘
中
余
糸
子

　

弘
中
余
糸
子

6767　

三
浦　

富
子

　

三
浦　

富
子

6868　

岩
崎　

安
宏

　

岩
崎　

安
宏

6868　

尾
崎　

忠
麿

　

尾
崎　

忠
麿

6868　

加
賀
谷
俊
雄

　

加
賀
谷
俊
雄

6868　

越
川　

昌
之

　

越
川　

昌
之

6868　

篠
崎　

金
司

　

篠
崎　

金
司

6868　

柴
田　

忠
義

　

柴
田　

忠
義

6868　

仁
多　

秀
夫

　

仁
多　

秀
夫

6868　

東　
　
　

大

　

東　
　
　

大

6868　

古
屋　

茂
信

　

古
屋　

茂
信

6868　

堀
内　

栄
一

　

堀
内　

栄
一

6868　

松
井　
　

弘

　

松
井　
　

弘

6868　

村
山　

武
雄

　

村
山　

武
雄

6868　

柳　
　
　

繁

　

柳　
　
　

繁

6969　

青
山
亮
次
郎

　

青
山
亮
次
郎

6969　

安
藤　

正
徳

　

安
藤　

正
徳

6969　

石
井　

紀
之

　

石
井　

紀
之

6969　

岩
﨑　

善
一

　

岩
﨑　

善
一

6969　

宇
佐　

公
興

　

宇
佐　

公
興

6969　

岡
田　

晃
彦

　

岡
田　

晃
彦

6969　

川
村　

明
男

　

川
村　

明
男

6969　

高
橋　
　

務

　

高
橋　
　

務

6969　

田
代　

壽
興

　

田
代　

壽
興

6969　

南
里　

昌
宏

　

南
里　

昌
宏

6969　

浜
中　

常
雅

　

浜
中　

常
雅

6969　

藤
井　

昭
彦

　

藤
井　

昭
彦

6969　

古
田　
　

極

　

古
田　
　

極

6969　

本
田　

勝
義

　

本
田　

勝
義

6969　

陽　
　

信
孝

　

陽　
　

信
孝

6969　

八
巻　

正
彦

　

八
巻　

正
彦

7070　

岩
井　
　

宏

　

岩
井　
　

宏

7070　

大
森　

利
憲

　

大
森　

利
憲

7070　

金
井　

泰
子

　

金
井　

泰
子

7070　

加
納　

陽
一

　

加
納　

陽
一

7070　

神
谷　

貞
夫

　

神
谷　

貞
夫

7070　

児
玉　
　

　

児
玉　
　

7070　

小
林
あ
け
み

　

小
林
あ
け
み

7070　

末
安　

大
孝

　

末
安　

大
孝

7070　

杉
本　

清
子

　

杉
本　

清
子

7070　

千
田　

和
子

　

千
田　

和
子

7070　

東
出　

伸
司

　

東
出　

伸
司

7070　

増
山　
　

博

　

増
山　
　

博

7070　

松
下　

宮
子

　

松
下　

宮
子

7070　

宮
崎　

裕
也

　

宮
崎　

裕
也

7070　

笠　
　

顕
二

　

笠　
　

顕
二

7070　

渡
邊　

英
一

　

渡
邊　

英
一

7070　

渡
辺　

正
之

　

渡
辺　

正
之

7171　

浅
見　

伯
喜

　

浅
見　

伯
喜

7171　

海
野　

信
義

　

海
野　

信
義

7171　

岡
本　

久
生

　

岡
本　

久
生

7171　

木
村　

忠
臣

　

木
村　

忠
臣

7171　

佐
藤　

信
一

　

佐
藤　

信
一

7171　

篠
塚　

孝
之

　

篠
塚　

孝
之

7171　

柴
崎　
　

裕

　

柴
崎　
　

裕

7171　

武
山　

哲
雄

　

武
山　

哲
雄

7171　

中
川　

征
人

　

中
川　

征
人

7171　

永
田　

忠
興

　

永
田　

忠
興

7171　

林　
　

良
彦

　

林　
　

良
彦

7171　

樋
口　

希
輝

　

樋
口　

希
輝

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7272　

伊
集
院
寛
肇

　

伊
集
院
寛
肇

7272　

漆
原　

敏
雄

　

漆
原　

敏
雄

7272　

小
野
田
敦
子

　

小
野
田
敦
子

7272　

金
井
紀
久
子

　

金
井
紀
久
子

7272　

金
山　

威
信

　

金
山　

威
信

7272　

下
村　

貞
夫

　

下
村　

貞
夫

7272　

砂
田　

政
輝

　

砂
田　

政
輝

7272　

田
中　

勝
也

　

田
中　

勝
也

7272　

田
中
興
一
郎

　

田
中
興
一
郎

7272　

仲　
　

洋
行

　

仲　
　

洋
行

7272　

中
尾　

建
三

　

中
尾　

建
三

7272　

中
島
毅
一
郎

　

中
島
毅
一
郎

7272　

西
出　

善
明

　

西
出　

善
明

7272　

福
岡　

時
子

　

福
岡　

時
子

7272　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7272　

矢
沢　

光
子

　

矢
沢　

光
子

7373　

大
久
保
千
尭

　

大
久
保
千
尭

7373　

桐
山　

敬
子

　

桐
山　

敬
子

7373　

栗
延　

敬
徳

　

栗
延　

敬
徳

7373　

柴
田
安
三
郎

　

柴
田
安
三
郎

7373　

島
村　

賢
寛

　

島
村　

賢
寛

7373　

鈴
木
千
賀
子

　

鈴
木
千
賀
子

7373　

田
中
千
鶴
子

　

田
中
千
鶴
子

7373　

中
田　

文
子

　

中
田　

文
子

7373　

西
森　

和
子

　

西
森　

和
子

7373　

根
岸　

英
樹

　

根
岸　

英
樹

7373　

平
岩　

久
敏

　

平
岩　

久
敏

7373　

細
川　
　

孝

　

細
川　
　

孝

7373　

御
堂　

公
誉

　

御
堂　

公
誉

7373　

三
宅　

恒
夫

　

三
宅　

恒
夫

7373　

吉
田　

源
彦

　

吉
田　

源
彦

101101　

望
月　

浩
之

　

望
月　

浩
之

102102　

石
井　

宏
尚

　

石
井　

宏
尚

102102　

糸
田
由
香
子

　

糸
田
由
香
子

102102　

草
山　

明
久

　

草
山　

明
久

102102　

下
坂　

浩
章

　

下
坂　

浩
章

102102　

直
井　

秀
樹

　

直
井　

秀
樹

103103　

永
徳　

典
久

　

永
徳　

典
久

103103　

宮
下　

秀
一

　

宮
下　

秀
一

103103　

山
名　
　

徹

　

山
名　
　

徹

104104　

寺
﨑　

晃
至

　

寺
﨑　

晃
至

104104　

山
本　

健
裕

　

山
本　

健
裕

105105　

馬
場
み
つ
る

　

馬
場
み
つ
る

105105　

平
野　

隆
広

　

平
野　

隆
広

106106　

荻
野　

宏
明

　

荻
野　

宏
明

106106　

立
花　

正
善

　

立
花　

正
善

106106　

日
暮　

壮
史

　

日
暮　

壮
史

107107　

浅
井　
　

厚

　

浅
井　
　

厚

107107　

稲
葉　

桃
江

　

稲
葉　

桃
江

107107　

梅
林　

正
樹

　

梅
林　

正
樹

107107　

篠
田　

隆
文

　

篠
田　

隆
文

108108　

鎌
田　

耕
作

　

鎌
田　

耕
作

108108　

柴
田　

健
一

　

柴
田　

健
一

109109　

飯
窪　

季
洋

　

飯
窪　

季
洋

109109　

石
丸　

未
来

　

石
丸　

未
来

109109　

剱
持　

幸
紀

　

剱
持　

幸
紀

109109　

千
葉　

秀
司

　

千
葉　

秀
司

110110　

石
井
た
ま
子

　

石
井
た
ま
子

110110　

亀
田　

晶
子

　

亀
田　

晶
子

110110　

塩
満　

宗
人

　

塩
満　

宗
人

110110　

溝
口　

洋
平

　

溝
口　

洋
平

112112　

戎
谷　

和
子

　

戎
谷　

和
子

112112　

柚
井　

克
仁

　

柚
井　

克
仁

113113　

金
城　

利
江

　

金
城　

利
江

113113　

橋
本　

義
隆

　

橋
本　

義
隆

113113　

頼
金　

督
人

　

頼
金　

督
人

116116　

河
原　

孝
夫

　

河
原　

孝
夫

116116　

西
山　

宜
友

　

西
山　

宜
友

118118　

柴
野　

悠
樹

　

柴
野　

悠
樹

118118　

間
宮　

三
佳

　

間
宮　

三
佳

119119　

柴
田　

健
吾

　

柴
田　

健
吾

119119　

宮
入　

充
志

　

宮
入　

充
志

125125　

下
山
田
治
美

　

下
山
田
治
美

二
千
円

8888　

鈴
木　

明
子

　

鈴
木　

明
子

7373　

大
久
保
千
尭

　

大
久
保
千
尭

7373　

澤
登　

洋
文

　

澤
登　

洋
文

7373　

吉
田　

源
彦

　

吉
田　

源
彦

7676　

長
谷
川
劉
二

　

長
谷
川
劉
二

7676　

栁
澤　

勲
平

　

栁
澤　

勲
平

7777　

小
島　

誠
人

　

小
島　

誠
人

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

7979　

大
橋　

秀
昭

　

大
橋　

秀
昭

7979　

鷹
野
主　

修

　

鷹
野
主　

修

7979　

友
井　
　

實

　

友
井　
　

實

8080　

小
野　

敏
夫

　

小
野　

敏
夫

8080　

加
藤　

元
茂

　

加
藤　

元
茂

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8282　

宮　
　
　

陽

　

宮　
　
　

陽

8383　

込
宮　

久
夫

　

込
宮　

久
夫

8383　

林　
　

吉
夫

　

林　
　

吉
夫

8585　

石
山　

貴
宣

　

石
山　

貴
宣

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8585　

森　
　

泰
文

　

森　
　

泰
文

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

101101　

中
村　

正
明

　

中
村　

正
明

115115　

小
川　

貴
之

　

小
川　

貴
之

116116　

武
井　

大
侑

　

武
井　

大
侑

七
千
円

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

五
千
円

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

5858　

及
川
忠
之
丞

　

及
川
忠
之
丞

6161　

小
林　

國
雄

　

小
林　

國
雄

6262　

川
島　

武
子

　

川
島　

武
子

6262　

下
山
田
大
膳

　

下
山
田
大
膳

6363　

柴
崎　

芳
雄

　

柴
崎　

芳
雄

6464　

佐
々
木
仁
也

　

佐
々
木
仁
也

6565　

横
田　
　

睦

　

横
田　
　

睦

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

6868　

千
葉　

博
男

　

千
葉　

博
男

6868　

堀
内　

栄
一

　

堀
内　

栄
一

6969　

岩
﨑　

善
一

　

岩
﨑　

善
一

6969　

小
谷　
　

優

　

小
谷　
　

優

7070　

永
島　

淑
子

　

永
島　

淑
子

7171　

岩
澤　

具
治

　

岩
澤　

具
治

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7373　

浅
見　

好
邦

　

浅
見　

好
邦

7373　

山
本　

行
徳

　

山
本　

行
徳

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

市
川
緋
佐
麿

　

市
川
緋
佐
麿

7474　

宇
佐
美　

通

　

宇
佐
美　

通

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7474　

鈴
木
美
佐
子

　

鈴
木
美
佐
子

7474　

所　
　
　

環

　

所　
　
　

環

7575　

谷
村　

澄
子

　

谷
村　

澄
子

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7777　

田
中
館
紀
子

　

田
中
館
紀
子

7878　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7878　

平
田　

清
士

　

平
田　

清
士

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7979　

石
黒　

邦
昭

　

石
黒　

邦
昭

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

喜
多
山
健
二

　

喜
多
山
健
二

8080　

工
藤　

敏
夫

　

工
藤　

敏
夫

8181　

黒
田　

将
夫

　

黒
田　

将
夫

8181　

清
水　

正
史

　

清
水　

正
史

8181　

谷
崎　

正
史

　

谷
崎　

正
史

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

宇
都
木
丈
夫

　

宇
都
木
丈
夫

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

沢
畑
明
比
古

　

沢
畑
明
比
古

8585　

西
澤　
　

章

　

西
澤　
　

章

8686　

阿
藤　
　

衛

　

阿
藤　
　

衛

8888　

鷹
野　
　

健

　

鷹
野　
　

健

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

渡
辺　

正
一

　

渡
辺　

正
一

8989　

神
田　
　

肇

　

神
田　
　

肇

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

8989　

坂
入　

択
司

　

坂
入　

択
司

9191　

鈴
木　

道
穂

　

鈴
木　

道
穂

9191　

浜
田　

和
子

　

浜
田　

和
子

9292　

九
鬼　

紀
子

　

九
鬼　

紀
子

9393　

牛
久
保
浩
之

　

牛
久
保
浩
之

9494　

徳
田　

達
治

　

徳
田　

達
治

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9595　

小
野
田
陽
一

　

小
野
田
陽
一

9595　

角
田　

文
子

　

角
田　

文
子

9898　
古
垣
内
英
津
子

古
垣
内
英
津
子

102102　

糸
田
由
香
子

　

糸
田
由
香
子

103103　

鴫
原　

洋
子

　

鴫
原　

洋
子

104104　

青
木　

和
也

　

青
木　

和
也

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

106106　

忍
足　

貴
志

　

忍
足　

貴
志

109109　

渡
辺　

恵
子

　

渡
辺　

恵
子

113113　

頼
金　

督
人

　

頼
金　

督
人

116116　

伊
藤
壮
一
郎

　

伊
藤
壮
一
郎

118118　

加
藤　

法
子

　

加
藤　

法
子

120120　

大
谷　
　

明

　

大
谷　
　

明

120120　

西
尾　

尚
己

　

西
尾　

尚
己

120120　

星
川　

尚
子

　

星
川　

尚
子

123123　

滑
川　

智
彦

　

滑
川　

智
彦

124124　

久
保　

輝
明

　

久
保　

輝
明

125125　

井
上　

伸
大

　

井
上　

伸
大

125125　

下
山
田
治
美

　

下
山
田
治
美

二
千
円

7575　

山
崎　

政
利

　

山
崎　

政
利

8787　

佐
々
木
京
子

　

佐
々
木
京
子

9292　

木
村　

公
成

　

木
村　

公
成

千
円

7676　

菊
池　

儀
明

　

菊
池　

儀
明

　

お
寄
せ
頂
い
た
会
費
・
寄
付
金
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十

七
年
四
月
よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

金
額
・
卒
期
・
氏
名
に
限
っ
て
公
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
予
」は
予
科
修
了
者
。「
推
」は
理

事
会
承
認
の
会
員
。「
特
」は
会
員

と
は
な
っ
て
い
な
い
が
賛
同
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
。（
敬
称
略
）

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
三
十
年
二
月
一
日

〜
平
成
三
十
年
五
月
三
十

一
日
納
入
分
ま
で
。

★
公
益
事
業

　

● 

育
成
事
業
（
在
学
生
等
へ

の
支
援
）

　

●
講
座
講
演
会
事
業

　

●
会
館
施
設
の
提
供
事
業

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

等
（
一
般
財
団
法
人
へ
の
移

等
（
一
般
財
団
法
人
へ
の
移

行
に
よ
り
行
う
公
益
目
的
の

行
に
よ
り
行
う
公
益
目
的
の

事
業
）
に
使
用
致
し
ま
す
。

事
業
）
に
使
用
致
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
書
か
れ

　

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
書
か
れ

て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら

ば
お
一
人
お
ひ
と
り
の
了
承
を
戴

ば
お
一
人
お
ひ
と
り
の
了
承
を
戴

く
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
卒
ご

く
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
卒
ご

寛
容
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

寛
容
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

▼
匿
名
（
7575
文
／
港
区
）

文
／
港
区
）

　

母
校
の
更
な
る
発
展
を
祈

　

母
校
の
更
な
る
発
展
を
祈

り
ま
す
。

り
ま
す
。

▼
阿
藤
衛
氏
（
8686
経
／
横
浜

経
／
横
浜

市
）
市
）

　

硬
式
野
球
部
を
応
援
し
て

　

硬
式
野
球
部
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
神
宮
球
場

い
ま
す
。
今
年
も
神
宮
球
場

に
足
を
運
び
ま
す
。

に
足
を
運
び
ま
す
。

▼
石
塚
憲
治
氏
（
8080
経
／
大

経
／
大

野
市
）

野
市
）

　

平
成
二
十
九
年
八
月
五
日

　

平
成
二
十
九
年
八
月
五
日

に
久
し
ぶ
り
に
母
校
を
訪
問

に
久
し
ぶ
り
に
母
校
を
訪
問

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
中
の
忙
し
い
中
、
学

ン
パ
ス
中
の
忙
し
い
中
、
学

内
を
案
内
い
た
だ
き
、
変
貌

内
を
案
内
い
た
だ
き
、
変
貌

し
た
母
校
に
感
激
の
一
日
で

し
た
母
校
に
感
激
の
一
日
で

し
た
。

し
た
。

▼
高
橋
正
人
氏
（
8484
法
／
高

法
／
高

崎
市
）

崎
市
）

　

後
輩
の
活
躍
を
い
つ
も
応

　

後
輩
の
活
躍
を
い
つ
も
応

援
し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て

援
し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て

以
来
初
め
て
の
院
友
大
会
出

以
来
初
め
て
の
院
友
大
会
出

席
で
す
。
渋
谷
も
と
て
も
懐

席
で
す
。
渋
谷
も
と
て
も
懐

か
し
く
、
今
か
ら
楽
し
み
に

か
し
く
、
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

▼
臼
杵
千
枝
子
さ
ん
（
7979
文

／
三
条
市
）

／
三
条
市
）

　

春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会

　

春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会

で
、
國
學
院
栃
木
高
校
が
１

で
、
國
學
院
栃
木
高
校
が
１

・
２
回
戦
を
勝
っ
て
、
久
し

・
２
回
戦
を
勝
っ
て
、
久
し

ぶ
り
に
母
校
の
校
歌
を
拝
聴

ぶ
り
に
母
校
の
校
歌
を
拝
聴

で
き
感
激
。

で
き
感
激
。

▼

長
英
明
氏
（
7171
政
／
赤

政
／
赤

磐
市
）

磐
市
）

　

学
報
・
院
友
会
報
に
よ
り

　

学
報
・
院
友
会
報
に
よ
り

大
学
等
の
現
状
が
よ
く
分
か

大
学
等
の
現
状
が
よ
く
分
か

り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

す
。
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

り
ま
す
。

り
ま
す
。

▼
湯
浅
一
則
氏
（
7272
神
研
・

神
研
・

7474
神
／
津
山
市
）

神
／
津
山
市
）

　

先
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

先
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
頃
の
在
学
生
で
し
た
。
あ

の
頃
の
在
学
生
で
し
た
。
あ

の
頃
の
学
生
生
活
を
懐
か
し

の
頃
の
学
生
生
活
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
す
。

く
思
い
出
し
ま
す
。

▼
河
原
義
朗
氏
（
6464
史
／
草

史
／
草

加
市
）

加
市
）

　

6464
期
史
学
科
の
会
「
む
し

期
史
学
科
の
会
「
む
し

の
会
」
卒
業
六
十
周
年
の
会

の
会
」
卒
業
六
十
周
年
の
会

を
事
務
局
担
当
の
小
生
の
怠

を
事
務
局
担
当
の
小
生
の
怠

惰
で
不
発
に
し
て
し
ま
い
申

惰
で
不
発
に
し
て
し
ま
い
申

し
訳
な
く
、
遅
れ
ば
せ
に
で

し
訳
な
く
、
遅
れ
ば
せ
に
で

も
挽
回
を
、
と
考
え
て
お
り

も
挽
回
を
、
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

▼
藤
島
秀
隆
氏
（
6565
文
・
文
・
7878

修
文
／
金
沢
市
）

修
文
／
金
沢
市
）

　

毎
号
楽
し
み
な
が
ら
拝
読

　

毎
号
楽
し
み
な
が
ら
拝
読

し
て
お
り
ま
す
。
各
支
部
の

し
て
お
り
ま
す
。
各
支
部
の

活
動
や
公
益
事
業
の
盛
況
は

活
動
や
公
益
事
業
の
盛
況
は

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

▼
松
岡
禮
一
氏
（
4545
師
１
／

師
１
／

奈
良
市
）

奈
良
市
）

　

大
正
四
年
生
ま
れ
、
現
在

　

大
正
四
年
生
ま
れ
、
現
在

百
二
歳
で
す
。
宜
し
く
お
願

百
二
歳
で
す
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
。

▼
河
原
孝
夫
氏
（
116116
博
前
文

博
前
文

・
121121
博
後
文
／
川
口
市
）

博
後
文
／
川
口
市
）

　

高
校
の
教
え
子
が
母
校
を

　

高
校
の
教
え
子
が
母
校
を

卒
業
し
、
埼
玉
県
の
高
校
教

卒
業
し
、
埼
玉
県
の
高
校
教

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
柔
道

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
柔
道

部
の
顧
問
と
な
り
毎
年
関
東

部
の
顧
問
と
な
り
毎
年
関
東

大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
ま

大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
柔
道
部
を
応
援
し
て
い

す
。
柔
道
部
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

▼
菊
入
和
子
さ
ん
（
9393
文
２
文
２

／
墨
田
区
）

／
墨
田
区
）

　

人
事
院
に
入
省
し
、
二
部

　

人
事
院
に
入
省
し
、
二
部

通
学
。
平
成
二
十
年
に
退
職

通
学
。
平
成
二
十
年
に
退
職

し
、
講
談
師
の
修
行
。
来
年

し
、
講
談
師
の
修
行
。
来
年

平
成
三
十
一
年
四
月
に
田
辺

平
成
三
十
一
年
四
月
に
田
辺

一
乃
の
名
で
真
打
に
昇
進
し

一
乃
の
名
で
真
打
に
昇
進
し

ま
す
。

ま
す
。

院
友
か
ら
の

院
友
か
ら
の

 

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

振
込
用
紙
伝
言
板

二
万
円

6868　

信
戸　

文
也

　

信
戸　

文
也

一
万
円

7878　

渡
邊　

裕
之

　

渡
邊　

裕
之

8484　

向　
　

之
徳

　

向　
　

之
徳

9393　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

五
千
円

8080　

木
村　

正
範

　

木
村　

正
範

8484　

風
見　

光
男

　

風
見　

光
男

100100　

小
林
平
八
郎

　

小
林
平
八
郎

103103　

宮
本　

伸
一

　

宮
本　

伸
一

三
千
円

　
　

理
事
会
有
志

　
　

理
事
会
有
志

二
千
円

110110　

鴨
下　

明
子

　

鴨
下　

明
子

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

〈

十

年

会

費

〉

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

二
万
円

9090　

宮
脇　

一
彦

　

宮
脇　

一
彦

◆　
　
◆　
　

◆

二
万
円

推　

本
浪　

義
武

推　

本
浪　

義
武

6262　

川
島　

武
子

　

川
島　

武
子

6969　

照
井　

勝
巳

　

照
井　

勝
巳

7171　

中
田　

昌
之

　

中
田　

昌
之

7171　

原　
　

俊
樹

　

原　
　

俊
樹

7272　

内
山　

典
子

　

内
山　

典
子

7272　

中
村　

福
彦

　

中
村　

福
彦

7373　

大
久
保
晴
雄

　

大
久
保
晴
雄

7474　

太
田　

邦
夫

　

太
田　

邦
夫

7474　

日
高　

太
郎

　

日
高　

太
郎

7676　

中
村　
　

陽

　

中
村　
　

陽

7676　

栁
澤　

勲
平

　

栁
澤　

勲
平

7777　

大
久
保
一
男

　

大
久
保
一
男

7777　

小
川　

盛
弘

　

小
川　

盛
弘

7878　

唐
澤　

洋
一

　

唐
澤　

洋
一

7878　

木
阪　

英
男

　

木
阪　

英
男

7878　

佐
藤　

眞
一

　

佐
藤　

眞
一

7878　

水
上　

真
一

　

水
上　

真
一

7878　

宮
阪　

光
男

　

宮
阪　

光
男

7979　

友
井　
　

實

　

友
井　
　

實

8080　

小
野　

敏
夫

　

小
野　

敏
夫

8080　

喜
多
山
健
二

　

喜
多
山
健
二

8181　

石
戸　

喜
二

　

石
戸　

喜
二

8181　

市
村　

信
夫

　

市
村　

信
夫

8181　

長
谷
恵
美
子

　

長
谷
恵
美
子

8181　

牧
嶋　

俊
夫

　

牧
嶋　

俊
夫

8282　

上
田　
　

睦

　

上
田　
　

睦

8282　

宇
都
木
丈
夫

　

宇
都
木
丈
夫

8282　

小
林　

博
行

　

小
林　

博
行

8282　

高
橋
せ
い
子

　

高
橋
せ
い
子

8282　

鳥
塚　
　

修

　

鳥
塚　
　

修

8484　

植
松
ま
ゆ
み

　

植
松
ま
ゆ
み

8484　

黒
崎　

政
夫

　

黒
崎　

政
夫

8484　

佐
藤　

孝
之

　

佐
藤　

孝
之

8585　

石
山　

貴
宣

　

石
山　

貴
宣

8686　

庄
田
ま
す
枝

　

庄
田
ま
す
枝

8787　

藤
野　

正
和

　

藤
野　

正
和

8787　

安
野　

喜
秋

　

安
野　

喜
秋

8989　

井
出　
　

裕

　

井
出　
　

裕

8989　

加
藤　

行
男

　

加
藤　

行
男

8989　

寺
田　
　

守

　

寺
田　
　

守

8989　

藤
田　

一
隆

　

藤
田　

一
隆

9090　

齋
藤　

安
彦

　

齋
藤　

安
彦

9090　

浜　
　

要
一

　

浜　
　

要
一

9191　

鈴
木　

道
穂

　

鈴
木　

道
穂

9191　

浜
田　

和
子

　

浜
田　

和
子

9292　

上
野　
　

誠

　

上
野　
　

誠

9292　

松
永　

忠
久

　

松
永　

忠
久

9292　

宮
本　
　

孝

　

宮
本　
　

孝

9393　

菊
入　

和
子

　

菊
入　

和
子

9393　

黒
木　

彰
教

　

黒
木　

彰
教

9393　

長
谷
川
敏
雄

　

長
谷
川
敏
雄

9393　

増
渕　

俊
一

　

増
渕　

俊
一

9393　

松
本　
　

聡

　

松
本　
　

聡

9595　

大
場
智
恵
美

　

大
場
智
恵
美

9595　

宮
原　

敏
典

　

宮
原　

敏
典

9797　

小
嶋　

克
宣

　

小
嶋　

克
宣

9898　

大
竹　

幸
浩

　

大
竹　

幸
浩

9898　

河
島
正
三
郎

　

河
島
正
三
郎

9898　

高
橋　

礼
子

　

高
橋　

礼
子

9898　

平
山　

勇
雄

　

平
山　

勇
雄

9999　

照
井　

幸
央

　

照
井　

幸
央

101101　

大
塚　

和
彦

　

大
塚　

和
彦

102102　

鈴
木
恵
美
子

　

鈴
木
恵
美
子

103103　

高
橋　
　

康

　

高
橋　
　

康

106106　

忍
足　

貴
志

　

忍
足　

貴
志

106106　

椎
名　

智
義

　

椎
名　

智
義

107107　

長
瀬　

法
子

　

長
瀬　

法
子

108108　

柏
木　

葉
子

　

柏
木　

葉
子

113113　

薮
下　

瑞
香

　

薮
下　

瑞
香

114114　

万
代
利
奈
子

　

万
代
利
奈
子

115115　

小
川　

貴
之

　

小
川　

貴
之

116116　

白
崎　

大
資

　

白
崎　

大
資

116116　

武
井　

大
侑

　

武
井　

大
侑

116116　

中
島　

隆
廣

　

中
島　

隆
廣

126126　

阿
部　
　

緑

　

阿
部　
　

緑

6363　

根
本　
　

強

　

根
本　
　

強

6464　

千
葉　
　

剛

　

千
葉　
　

剛

6666　

高
徳　

雄
三

　

高
徳　

雄
三

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

6868　

尾
城　

和
雄

　

尾
城　

和
雄

7070　

加
納　

陽
一

　

加
納　

陽
一

7070　

佐
藤　

豊
子

　

佐
藤　

豊
子

7070　

友
枝　

昭
世

　

友
枝　

昭
世

7171　

岩
澤　

具
治

　

岩
澤　

具
治

7171　

冨
樫　

泰
時

　

冨
樫　

泰
時

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7373　

大
久
保
千
尭

　

大
久
保
千
尭

7474　

市
川
緋
佐
麿

　

市
川
緋
佐
麿

7474　

宇
井　

克
彦

　

宇
井　

克
彦

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7474　

小
谷
都
与
子

　

小
谷
都
与
子

7474　

城
間　

康
裕

　

城
間　

康
裕

7575　

石
井　

悦
子

　

石
井　

悦
子

7575　

尾
嶋　

和
幸

　

尾
嶋　

和
幸

7575　

竹
内　
　

聰

　

竹
内　
　

聰

7575　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7777　

畑
中　

一
彦

　

畑
中　

一
彦

7878　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

7979　

友
井　
　

實

　

友
井　
　

實

7979　

松
尾　

茂
行

　

松
尾　

茂
行

7979　

水
原
土
美
子

　

水
原
土
美
子

8080　

小
川　

隆
夫

　

小
川　

隆
夫

8080　

加
藤　

元
茂

　

加
藤　

元
茂

8080　

喜
多
山
健
二

　

喜
多
山
健
二

8080　

里
見　

裕
輔

　

里
見　

裕
輔

8282　

上
田　
　

睦

　

上
田　
　

睦

8282　

宇
都
木
丈
夫

　

宇
都
木
丈
夫

8383　

池
田　

典
子

　

池
田　

典
子

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

林　
　

吉
夫

　

林　
　

吉
夫

8484　

竹
田　

洋
子

　

竹
田　

洋
子

8585　

片
川　
　

徹

　

片
川　
　

徹

8585　

西
澤　
　

章

　

西
澤　
　

章

8888　

鷹
野　
　

健

　

鷹
野　
　

健

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

8989　

矢
田　

純
行

　

矢
田　

純
行

9191　

鈴
木　

道
穂

　

鈴
木　

道
穂

9191　

馬
場　

信
男

　

馬
場　

信
男

9292　

西
川　

充
彦

　

西
川　

充
彦

9292　

迎　
　

正
吾

　

迎　
　

正
吾

9393　

菊
入　

和
子

　

菊
入　

和
子

9393　

関
戸　

明
彦

　

関
戸　

明
彦

9595　

小
野
田
陽
一

　

小
野
田
陽
一

9696　

石
川　

正
典

　

石
川　

正
典

9797　

内
藤　
　

健

　

内
藤　
　

健

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

9999　

中
野　

信
治

　

中
野　

信
治

100100　

田
中　

光
𠮷

　

田
中　

光
𠮷

103103　

鴫
原　

洋
子

　

鴫
原　

洋
子

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

108108　

伊
藤　

孝
行

　

伊
藤　

孝
行

108108　

橋
本　
　

学

　

橋
本　
　

学

109109　

五
十
嵐
和
子

　

五
十
嵐
和
子

116116　

河
原　

孝
夫

　

河
原　

孝
夫

116116　

武
井　

大
侑

　

武
井　

大
侑

117117　

谷
山　

文
哉

　

谷
山　

文
哉

118118　

加
藤　

法
子

　

加
藤　

法
子

123123　

滑
川　

智
彦

　

滑
川　

智
彦

126126　

野
村　

好
秀

　

野
村　

好
秀

五
千
円

6868　

千
葉　

博
男

　

千
葉　

博
男

千
六
百
八
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

十
万
円

7070　

木
村　

知
躬

　

木
村　

知
躬

三
万
円

7575　

天
城　

妙
子

　

天
城　

妙
子

二
万
円

7676　

栁
澤　

勲
平

　

栁
澤　

勲
平

8080　

小
野　

敏
夫

　

小
野　

敏
夫

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

一
万
円

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

推　

田
村　
　

弘

推　

田
村　
　

弘

5555　

松
尾　

弘
一

　

松
尾　

弘
一

5656　

吉
田　

義
孝

　

吉
田　

義
孝

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

5858　

及
川
忠
之
丞

　

及
川
忠
之
丞

6262　

川
島　

武
子

　

川
島　

武
子

6363　

柴
崎　

芳
雄

　

柴
崎　

芳
雄

〈

維

持

寄

付

金

〉

八
万
五
千
九
十
一
円 

　
　

 

院
友
大
会

　
　

出
席
者
有
志

二
万
円

7676　

齋
藤　

大
武

　

齋
藤　

大
武

一
万
五
千
円

7575　

山
内　
　

卓

　

山
内　
　

卓

一
万
円

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

6666　

松
坂　
　

弘

　

松
坂　
　

弘

6868　

大
城　

正
治

　

大
城　

正
治

7070　

加
納　

陽
一

　

加
納　

陽
一

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7272　

湯
浅　

一
則

　

湯
浅　

一
則

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

樋口清之に始まる國學院の博物館！
                  90年の歴史に迫る  

國學院大學博物館開館90周年記念

参加費無料
予約不要

　國學院大學博物館は今年で90周年を迎えます。これを記念して、樋口先生
が専門とした考古学を中心に、博物館の創設から今日に至る歴史を振り返りま
す。鳥居龍蔵、樋口清之、大場磐雄をはじめとした歴代の先生方の紹介と共
に、開館当時から戦前までの状況を偲び、企画展と関連イベントを開催しま
す。また新収蔵品の大型埴輪も初公開します。

会　　　　期：平成30年７月14日（土）～９月９日（日）
会期中休館日：８月13日（月）～８月22日（水）
会　　　　場：國學院大學博物館　企画展示室

企画展 「日本文化の淵源を求めて～考古学陳列室から國學院大學博物館まで～」

■新収蔵品「盛装男子埴輪」の初公開記念！
　館長が徹底解説！埴輪を語る
　講師：笹生衛（当館館長）
　日時：８月25日（土）13：00～14：00
■なぜか惹かれる…「勾玉」に迫る！  樋口先生が愛でた  勾玉を語る
　講師：内川隆志（当館副館長）　日時：９月１日（土）13：00～13：30

イベント【場所：國學院大學博物館ホール】

90年を振り返る 展覧会図録も販売！―考古学陳列室から國學院大學博物館まで
その他

〈
基
本
財
産
寄
付
金
〉

一
万
円

特　

山
崎　

怜
子

特　

山
崎　

怜
子

二
千
円

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

毎号博物館の企画展を紹介していきます。
國學院大學博物館だより

院 友 会 報残暑見舞号 平成30年８月10日（金）　No.369 12



箱
根
駅
伝
出
場

箱
根
駅
伝
出
場
‼
」の
横
断
幕

」の
横
断
幕

を
作
成
し
ま
し
た
。十
勝
会
の

を
作
成
し
ま
し
た
。十
勝
会
の

事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
帯

事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
帯

廣
神
社
の
国
道

廣
神
社
の
国
道
3838
号
線
沿
い

号
線
沿
い

の
塀
に
、予
選
会
突
破
後
か
ら

の
塀
に
、予
選
会
突
破
後
か
ら

箱
根
駅
伝
終
了
ま
で
設
置
し

箱
根
駅
伝
終
了
ま
で
設
置
し

た
こ
と
で
、国
道
を
日
々
の
通

た
こ
と
で
、国
道
を
日
々
の
通

学
路
と
す
る
近
隣
の
小
学
生

学
路
と
す
る
近
隣
の
小
学
生

か
ら
高
校
生
や
、七
五
三
や
正

か
ら
高
校
生
や
、七
五
三
や
正

月
の
初
詣
で
神
社
に
や
っ
て

月
の
初
詣
で
神
社
に
や
っ
て

来
る
参
拝
者
の
方
々
の
目
に

来
る
参
拝
者
の
方
々
の
目
に

留
ま
り
ま
す
。

留
ま
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
國
學
院
大
學
の

　

少
し
で
も
國
學
院
大
學
の

名
前
を
広
め
て
進
学
先
の
選

名
前
を
広
め
て
進
学
先
の
選

択
肢
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え

択
肢
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え

る
様
に
な
れ
ば
、
将
来
的
に

る
様
に
な
れ
ば
、
将
来
的
に

十
勝
に
帰
っ
て
き
た
際
に
院

十
勝
に
帰
っ
て
き
た
際
に
院

友
と
し
て
迎
え
る
事
が
で

友
と
し
て
迎
え
る
事
が
で

き
、
ま
た
今
ま
で
は
十
勝
会

き
、
ま
た
今
ま
で
は
十
勝
会

の
活
動
に
参
加
を
し
て
い
な

の
活
動
に
参
加
を
し
て
い
な

か
っ
た
十
勝
在
住
の
院
友
の

か
っ
た
十
勝
在
住
の
院
友
の

方
が
参
加
す
る
き
っ
か
け
に

方
が
参
加
す
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
等
で
最
近
は
参
加

　

高
齢
化
等
で
最
近
は
参
加

者
数
が
減
少
し
て
き
て
い
る

者
数
が
減
少
し
て
き
て
い
る

十
勝
会
を
始
め
、
道
東
支
部

十
勝
会
を
始
め
、
道
東
支
部

の
総
会
や
活
動
を
盛
り
上
げ

の
総
会
や
活
動
を
盛
り
上
げ

る
一
因
に
な
っ
て
欲
し
い
と

る
一
因
に
な
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

熊
谷　

嶺
（
120
神
文
／

 

帯
廣
神
社
奉
職
）
記

北から南か
ら図

書
館
か
ら

学
校
を
変
え
た
い
！

岡
本
先
生
ご
紹
介

　

北
道
道
道
北
支
部
の
事
務

　

北
道
道
道
北
支
部
の
事
務

局
長
岡
本
敦
子
先
生
は
、
飽

局
長
岡
本
敦
子
先
生
は
、
飽

く
な
き
学
習
意
欲
の
果
て
に

く
な
き
学
習
意
欲
の
果
て
に

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の

漢
字
教
育
士
と
日
本
語
検
定

漢
字
教
育
士
と
日
本
語
検
定

委
員
会
の
日
本
語
検
定
公
認

委
員
会
の
日
本
語
検
定
公
認

講
師
の
資
格
を
取
得
し
、
生

講
師
の
資
格
を
取
得
し
、
生

徒
の
日
本
語
力
向
上
の
た
め

徒
の
日
本
語
力
向
上
の
た
め

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
そ

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
そ

の
先
生
が
総
務
部
長
の
立
場

の
先
生
が
総
務
部
長
の
立
場

で
事
務
局
の
あ
る
旭
川
実
業

で
事
務
局
の
あ
る
旭
川
実
業

高
等
学
校
の
図
書
館
を
一
新

高
等
学
校
の
図
書
館
を
一
新

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

開
放
的
な
空
間
と
親
し
み

　

開
放
的
な
空
間
と
親
し
み

や
す
さ
を
備
え
た
図
書
館
は

や
す
さ
を
備
え
た
図
書
館
は

ガ
ラ
ス
張
り
で
、
廊
下
か
ら

ガ
ラ
ス
張
り
で
、
廊
下
か
ら

館
内
や
展
示
架
に
配
架
さ
れ

館
内
や
展
示
架
に
配
架
さ
れ

た
新
着
図
書
を
見
る
こ
と
が

た
新
着
図
書
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
館
内
か
ら
は
図

で
き
ま
す
。
館
内
か
ら
は
図

書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
動

書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
動

◎ 

支
部
長
…
前
田　

豊

（
ま
え
だ
・
ゆ
た
か
／

86
史
）

◎ 

事
務
局
…
旭
川
市
末
広

八
条
一
丁
目

　

旭
川
実
業
高
等
学
校

　

岡
本　

敦
子（
91
文
２
）

　

☎ 

〇
一
六
六

五
一

一
二
四
六

北海道
道北支部

画
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
約

画
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
約

四
〇
，〇
〇
〇
冊
の
蔵
書
は

四
〇
，〇
〇
〇
冊
の
蔵
書
は

閉
架
式
書
庫
に
納
め
、
タ
ッ

閉
架
式
書
庫
に
納
め
、
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
検
索
機
で
必
要

チ
パ
ネ
ル
式
検
索
機
で
必
要

な
本
を
探
す
こ
と
が
で
き
る

な
本
を
探
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

情
報
の
発
信
も
図
書
館
の

　

情
報
の
発
信
も
図
書
館
の

重
要
な
任
務
で
あ
る
と

重
要
な
任
務
で
あ
る
と

い
う
考
え
か
ら
ミ
ニ
ギ

い
う
考
え
か
ら
ミ
ニ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
、

ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
、

生
徒
の
作
品
を
展
示
し

生
徒
の
作
品
を
展
示
し

た
り
、
話
題
の
本
の
コ

た
り
、
話
題
の
本
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
り

ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
り

し
て
、
多
く
の
生
徒
が

し
て
、
多
く
の
生
徒
が

利
用
し
て
い
ま
す
。
ギ

利
用
し
て
い
ま
す
。
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
杮
落
と
し

ャ
ラ
リ
ー
の
杮
落
と
し

に
は
卒
業
生
の
絵
画
展

に
は
卒
業
生
の
絵
画
展

を
実
施
し
ま
し
た
。
地

を
実
施
し
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
に
も
来
て
い

域
の
方
々
に
も
来
て
い

た
だ
き
、
開
か
れ
た
学

た
だ
き
、
開
か
れ
た
学

身
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍

身
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
部
昇
格
と
い
う

し
た
が
、
一
部
昇
格
と
い
う

目
標
を
達
成
で
き
た
こ
と
、

目
標
を
達
成
で
き
た
こ
と
、

竹
田
利
秋
監
督
と
い
う
素
晴

竹
田
利
秋
監
督
と
い
う
素
晴

ら
し
い
指
導
者
の
下
で
野
球

ら
し
い
指
導
者
の
下
で
野
球

が
出
来
た
こ
と
で
、
中
身
の

が
出
来
た
こ
と
で
、
中
身
の

濃
い
人
に
自
慢
の
で
き
る
四

濃
い
人
に
自
慢
の
で
き
る
四

年
間
の
大
学
生
生
活
で
し

年
間
の
大
学
生
生
活
で
し

た
。
た
。

　

現
在
は
仙
台
を
拠
点
と

　

現
在
は
仙
台
を
拠
点
と

し
、
カ
フ
ェ
「
ボ
ー
ル
パ
ー

し
、
カ
フ
ェ
「
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
」
を
運
営
し
て
お
り
ま

ク
」
を
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
大
学
時
代
に
培
っ
た
人

す
。
大
学
時
代
に
培
っ
た
人

間
力
を
礎
と
し
、
魂
の
入
っ

間
力
を
礎
と
し
、
魂
の
入
っ

た
パ
ン
ケ
ー
キ
を
一
枚
一
枚

た
パ
ン
ケ
ー
キ
を
一
枚
一
枚

焼
い
て
お
り
ま
す
。

焼
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
仙
台
で
は
、
國
學
院

　

こ
こ
仙
台
で
は
、
國
學
院

の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
数
多
く
活

の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
数
多
く
活

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
Ｏ
Ｂ
の
方
に
追
い
つ
き
、

な
Ｏ
Ｂ
の
方
に
追
い
つ
き
、

一
枚
入
魂
！
パ
ン
ケ
ー
キ

　

大
学
時
代
は
硬
式
野
球
部

　

大
学
時
代
は
硬
式
野
球
部

に
所
属
し
て
お
り
、
四
年
間

に
所
属
し
て
お
り
、
四
年
間

一
部
昇
格
と
一
部
優
勝
を
目

一
部
昇
格
と
一
部
優
勝
を
目

指
し
、
練
習
す
る
日
々
を
過

指
し
、
練
習
す
る
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
自

ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
自

◎ 

支
部
長
…
　

三
夫

（
か
ぎ
・
み
つ
お
／
81
神
）

◎ 

事
務
局
…
塩

市
一
森

山
一

一

　
志
波
彦
神
社
・
鹽

神
社

　
大
瀧　

博
司（
93
神
専
攻
）

　

☎ 

〇
二
二

三
六
七

一
六
一
一

宮城県
支部

校
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

校
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

設
置
か
ら
企
画
・
運
営
に

　

設
置
か
ら
企
画
・
運
営
に

あ
た
っ
て
い
る
岡
本
先
生
は

あ
た
っ
て
い
る
岡
本
先
生
は

「
新
し
い
時
代
の
図
書
館
を

「
新
し
い
時
代
の
図
書
館
を

創
造
す
る
た
め
に
大
き
な
道

創
造
す
る
た
め
に
大
き
な
道

標
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
母

標
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
母

校
の
『
み
ち
の
き
ち
』
で

校
の
『
み
ち
の
き
ち
』
で

す
。
若
者
の
読
書
離
れ
が
叫

す
。
若
者
の
読
書
離
れ
が
叫

ば
れ
る
昨
今
、
高
校
生
に
い

ば
れ
る
昨
今
、
高
校
生
に
い

か
に
し
て
本
を
手
に
と
っ
て

か
に
し
て
本
を
手
に
と
っ
て

も
ら
う
か
を
教
え
て
い
た
だ

も
ら
う
か
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
居
心
地
の
よ
い

き
ま
し
た
。
居
心
地
の
よ
い

空
間
、
本
を
手
に
取
り
易
い

空
間
、
本
を
手
に
取
り
易
い

環
境
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら

環
境
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
る
蔵
書
を
目
指
し
て
き
ま

え
る
蔵
書
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
更
に
進
化
し

し
た
。
今
後
も
更
に
進
化
し

続
け
、
図
書
館
か
ら
学
校
を

続
け
、
図
書
館
か
ら
学
校
を

変
え
た
い
ん
で
す
。」
と
意

変
え
た
い
ん
で
す
。」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

蝶
野　

直
公
（
105
文
／
旭
川

 

実
業
高
等
学
校
教
諭
）
記

箇
所
に
分
か
れ
て
活
動
を
し

箇
所
に
分
か
れ
て
活
動
を
し

て
お
り
、
支
部
総
会
を
各
会

て
お
り
、
支
部
総
会
を
各
会

の
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
を

の
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
を

し
て
お
り
ま
す
。

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
の
十
勝
会（
会
長
：

　

そ
の
中
の
十
勝
会（
会
長
：

鈴
木
扶
／
す
ず
き
・
た
す
く

鈴
木
扶
／
す
ず
き
・
た
す
く

／
7070
文
）で
は
、十
勝
の
中
で

文
）で
は
、十
勝
の
中
で

は
有
名
と
は
言
え
な
い「
國

は
有
名
と
は
言
え
な
い「
國

學
院
大
學
」と
い
う
名
を
よ

學
院
大
學
」と
い
う
名
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
一
助
に
な
れ
ば
と
、大
野

う
一
助
に
な
れ
ば
と
、大
野

清
徳
幹
事（
お
お
の
・
き
よ
の

清
徳
幹
事（
お
お
の
・
き
よ
の

り
／
り
／
102102
神
２
）か
ら
の
提
案

神
２
）か
ら
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
十
勝
会
の
総
会

　

一
昨
年
の
十
勝
会
の
総
会

で
は
か
っ
て
、冬
期
で
も
耐
久

で
は
か
っ
て
、冬
期
で
も
耐
久

出
来
る
素
材
を
使
用
し
て「
祝

出
来
る
素
材
を
使
用
し
て「
祝

　

國
學
院
大
學
陸
上
競
技
部

　

國
學
院
大
學
陸
上
競
技
部

國
學
院
の
名
を
広
く

　

北
海
道
道
東
支
部
は
北

　

北
海
道
道
東
支
部
は
北

見
、
十
勝
会
、
根
釧
会
と
三

見
、
十
勝
会
、
根
釧
会
と
三

◎ 

支
部
長
…
渡
辺　

和
勇

（
わ
た
な
べ
・
か
ず
お

／
63
政
）

◎ 

事
務
局
…
北
見
市
と
ん

田
東
町
三
九
〇

　

田
中　

宏
一
（
84
経
）

　

☎ 

〇
一
五
七

二
三

三
八
二
二

北海道
道東支部

命
名「
百
五
十
年
」に
因
み

　

今
年
は
松
浦
武
四
郎
を
名

　

今
年
は
松
浦
武
四
郎
を
名

付
け
親
と
し
て
、「
北
海

付
け
親
と
し
て
、「
北
海

道
」
と
命
名
さ
れ
、
百
五
十

道
」
と
命
名
さ
れ
、
百
五
十

年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
、
記
念
講
演
会
・
資
料
展

え
、
記
念
講
演
会
・
資
料
展

示
会
・
出
版
事
業
等
が
目
白

示
会
・
出
版
事
業
等
が
目
白

押
し
で
す
。
興
味
関
心
を
持

押
し
で
す
。
興
味
関
心
を
持

た
れ
る
院
友
諸
兄
は
、
こ
の

た
れ
る
院
友
諸
兄
は
、
こ
の

期
に
一
度
足
を
お
運
び
下
さ

期
に
一
度
足
を
お
運
び
下
さ

い
。
い
。

　

そ
の
折
に
は
、
日
本
で
一

　

そ
の
折
に
は
、
日
本
で
一

番
早
い
終
列
車
の
発

番
早
い
終
列
車
の
発

着
駅
の
あ
る
新
十
津

着
駅
の
あ
る
新
十
津

川
町
に
お
立
ち
寄
り

川
町
に
お
立
ち
寄
り

に
な
ら
れ
、
地
元
の

に
な
ら
れ
、
地
元
の

◎ 

支
部
長
…
吉
田　

源
彦

（
よ
し
だ
・
も
と
ひ
こ

／
73
神
）

◎ 

事
務
局
…
札
幌
市
中
央

区
宮
ヶ
丘
四
七
四

　

北
海
道
神
宮

　

斉
藤　

肇
（
104
神
）

　

☎ 

〇
一
一

六
一
一

〇
二
六
一

北海道
道央支部

名
水
と
お
米
か
ら
生
ま
れ
た

名
水
と
お
米
か
ら
生
ま
れ
た

銘
酒
「
金
滴
」
で
、
旅
の
疲

銘
酒
「
金
滴
」
で
、
旅
の
疲

れ
を
癒
さ
れ
て
は
如
何
で
し

れ
を
癒
さ
れ
て
は
如
何
で
し

ょ
う
。
お
勧
め
で
す
。

ょ
う
。
お
勧
め
で
す
。

　

「
金
滴
」
は
、
明
治
神
宮

　

「
金
滴
」
は
、
明
治
神
宮

・
靖
國
神
社
等
に
も
奉
献
さ

・
靖
國
神
社
等
に
も
奉
献
さ

れ
て
い
る
銘
酒
で
す
。
新
十

れ
て
い
る
銘
酒
で
す
。
新
十

津
川
町
は
、
奈
良
県
十
津
川

津
川
町
は
、
奈
良
県
十
津
川

村
が
、
明
治
二
十
二
年
に
大

村
が
、
明
治
二
十
二
年
に
大

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
被
災
し

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
被
災
し

た
約
二
千
五
百
人
が
北
海
道

た
約
二
千
五
百
人
が
北
海
道

に
移
住
し
、
開
墾
の
鍬
を
入

に
移
住
し
、
開
墾
の
鍬
を
入

れ
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

れ
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

え
、
今
や
北
海
道
の
穀
倉
、

え
、
今
や
北
海
道
の
穀
倉
、

赤
肉
メ
ロ
ン
の
里
と
し
て
有

赤
肉
メ
ロ
ン
の
里
と
し
て
有

名
に
な
り
ま
し
た
。

名
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
政
四
年
に
、
か
の
松
浦

　

安
政
四
年
に
、
か
の
松
浦

武
四
郎
が
同
町
を
調
査
の
た

武
四
郎
が
同
町
を
調
査
の
た

め
訪
れ
た
と
の
記
録
が
残
っ

め
訪
れ
た
と
の
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
大
学
部
所
在

　

ま
た
、
短
期
大
学
部
所
在

地
の
滝
川
市
に
隣
接
す
る
縁

地
の
滝
川
市
に
隣
接
す
る
縁

で
、
か
つ
て
母
校
の
卒
業
祝

で
、
か
つ
て
母
校
の
卒
業
祝

賀
会
の
折
の
鏡
開
き
に
も
使

賀
会
の
折
の
鏡
開
き
に
も
使

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

醸
造
元
の
金
滴
酒
造
（
創

　

醸
造
元
の
金
滴
酒
造
（
創

業
明
治
三
十
九
年
）
で
は
、

業
明
治
三
十
九
年
）
で
は
、

命
名
百
五
十
年
を
記
念
し

命
名
百
五
十
年
を
記
念
し

て
、「
微
笑
一
献
（
純
米
吟

て
、「
微
笑
一
献
（
純
米
吟

醸
酒
）
」
が
新
発
売
と
な
り

醸
酒
）
」
が
新
発
売
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

母
校
と
も
神
社
界
と
も
縁

　

母
校
と
も
神
社
界
と
も
縁

が
深
く
、
北
海
道
の

が
深
く
、
北
海
道
の
飲
友
飲
友

4

4

4

4

の

推
挙
す
る
日
本
酒
、
一
度
お

推
挙
す
る
日
本
酒
、
一
度
お

試
し
下
さ
い
。

試
し
下
さ
い
。

 

◆
金
滴
酒
造
㈱

　

 

北
海
道
樺
戸
郡
新
十
津
川

町
字
中
央
七
十
一

七

　

☎ 

〇
一
二
五

七
六

二

三
四
一

　

 

〇
一
二
五

七
四

四

一
一
二

　

 h
ttp

://w
w
w
.

kinteki.co.jp/

　

※ 

発
送
用
カ
ー
ト
ン
・
送

料
は
別
途

  

齋
藤　

肇
（
104
神
）
記

北
海
道
命
名
記
念
酒
〜
微
笑
一
献

北
海
道
命
名
記
念
酒
〜
微
笑
一
献

園
児
た
ち
の
節
分
祭

　

節
分
と
は
季
節
の
分
れ
目

　

節
分
と
は
季
節
の
分
れ
目

の
こ
と
で
あ
る
。
季
節
に
は

の
こ
と
で
あ
る
。
季
節
に
は

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
あ
り
そ

春
夏
秋
冬
の
四
季
が
あ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
季
節
の
分
れ
目
、

れ
ぞ
れ
の
季
節
の
分
れ
目
、

す
な
わ
ち
立
春
、
立
夏
、
立

す
な
わ
ち
立
春
、
立
夏
、
立

秋
、
立
冬
の
前
日
を
節
分
と

秋
、
立
冬
の
前
日
を
節
分
と

い
う
。
そ
れ
が
立
春
正
月
の

い
う
。
そ
れ
が
立
春
正
月
の

思
想
に
よ
っ
て
一
年
の
始
め

思
想
に
よ
っ
て
一
年
の
始
め

を
立
春
と
す
る
た
め
、
い
つ

を
立
春
と
す
る
た
め
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
立
春
の
前
日
の

の
頃
か
ら
か
立
春
の
前
日
の

節
分
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
よ

節
分
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

う
に
な
っ
た
。

　

能
代
市
の
「
渟
城
幼
稚

　

能
代
市
の
「
渟
城
幼
稚

園
」
で
は
、
今
年
も
同
幼
稚

園
」
で
は
、
今
年
も
同
幼
稚

園
の
全
園
児
と
「
て
い
じ
ょ

園
の
全
園
児
と
「
て
い
じ
ょ

う
保
育
園
」
の
二
歳
児
ク
ラ

う
保
育
園
」
の
二
歳
児
ク
ラ

ス
約
一
七
〇
人
に
、
保
護
者

ス
約
一
七
〇
人
に
、
保
護
者

ら
が
加
わ
っ
て
節
分
祭
を
行

ら
が
加
わ
っ
て
節
分
祭
を
行

っ
た
。

っ
た
。

　

神
事
で
園
児
た
ち
が
、
お

　

神
事
で
園
児
た
ち
が
、
お

祓
い
を
受
け
た
後
、
職
員
が

祓
い
を
受
け
た
後
、
職
員
が

扮
す
る
「
食
い
し
ん
坊
鬼
」

扮
す
る
「
食
い
し
ん
坊
鬼
」

秋田県
支部

◎ 

支
部
長
…
冨
樫　

泰
時

（
と
が
し
・
や
す
と
き

／
71
史
）

◎ 

事
務
局
…
秋
田
市
茨
島

二

十

八

　

加
藤　

繁
（
81
文
）

　

☎ 

〇
一
八

八
二
三

六
〇
二
六

や
「
怒
り
ん
坊
鬼
」
な
ど
が

や
「
怒
り
ん
坊
鬼
」
な
ど
が

登
場
す
る
寸
劇
が
行
わ
れ
、

登
場
す
る
寸
劇
が
行
わ
れ
、

い
よ
い
よ
子
供
達
が
、
心
待

い
よ
い
よ
子
供
達
が
、
心
待

ち
に
し
て
い
た
豆
ま
き
を
実

ち
に
し
て
い
た
豆
ま
き
を
実

施
。
施
。

　

裃
姿
の
年
長
男
児
六
人
が

　

裃
姿
の
年
長
男
児
六
人
が

舞
台
か
ら
元
気
に
豆
を
ま
く

舞
台
か
ら
元
気
に
豆
を
ま
く

と
、
手
作
り
の
鬼
の
お
面
を

と
、
手
作
り
の
鬼
の
お
面
を

着
け
て
待
っ
て
い
た
園
児
が

着
け
て
待
っ
て
い
た
園
児
が

集
ま
り
、
歓
声
を
上
げ
な
が

集
ま
り
、
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
拾
い
集
め
て
い
た
。

ら
拾
い
集
め
て
い
た
。

　

年
男
役
を
務
め
た
園
児
は

　

年
男
役
を
務
め
た
園
児
は

「
去
年
は
豆
を
拾
う
役
だ
っ

「
去
年
は
豆
を
拾
う
役
だ
っ

た
。
今
年
の
方
が
楽
し
く
て

た
。
今
年
の
方
が
楽
し
く
て

元
気
に
豆
を
ま
く
こ
と
が
で

元
気
に
豆
を
ま
く
こ
と
が
で

き
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

き
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

子
供
達
が
、
行
事
を
実
感

　

子
供
達
が
、
行
事
を
実
感

す
る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義

す
る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義

な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
の
で

な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
の
で

毎
年
行
っ
て
い
る
。

毎
年
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
子
供
達
、
そ
し
て
全

　

こ
の
子
供
達
、
そ
し
て
全

国
の
子
供
達
が
健
や
か
に
育

国
の
子
供
達
が
健
や
か
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
毎
日
で

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
毎
日
で

あ
る
。

あ
る
。

 

渟
城　

英
夫（
78
神
研
・
81
神
／

 

学
校
法
人
渟
城
学
園
理
事
長
）記

子
供
た
ち
が
健
や
か
に
〜
節
分
祭

子
供
た
ち
が
健
や
か
に
〜
節
分
祭

一新した図書館と岡本先生一新した図書館と岡本先生

帯廣神社に掲げられた横断幕帯廣神社に掲げられた横断幕

国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

松
前
神
楽

　

私
の
住
む
北
海
道
の
渡
島

　

私
の
住
む
北
海
道
の
渡
島

地
域
の
各
神
社
に
お
い
て

地
域
の
各
神
社
に
お
い
て

は
、
松
前
神
楽
が
な
く
て
は

は
、
松
前
神
楽
が
な
く
て
は

お
祭
り
の
気
分
が
し
な
い
と

お
祭
り
の
気
分
が
し
な
い
と

い
う
ほ
ど
、
古
く
か
ら
盛
ん

い
う
ほ
ど
、
古
く
か
ら
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私

が
ご
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
尻

が
ご
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
尻

岸
内
（
し
り
き
し
な
い
）
八

岸
内
（
し
り
き
し
な
い
）
八

幡
神
社
の
例
大
祭
で
も
四
十

幡
神
社
の
例
大
祭
で
も
四
十

年
程
前
か
ら
子
供
た
ち
に
神

年
程
前
か
ら
子
供
た
ち
に
神

楽
を
教
え
、
お
祭
り
を
盛
り

楽
を
教
え
、
お
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、こ
の
松
前
神
楽
が

　

現
在
、こ
の
松
前
神
楽
が

保
存
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域

保
存
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域

◎ 

支
部
長
…
小
野　

孝
良

（
お
の
・
た
か
よ
し
／

65
宗
）

◎ 

事
務
局
…
北
斗
市
七
重

浜
七

五

一

　

月
館　

久
治
（
86
神
）

　

☎ 

〇
一
三
八

四
九

五
二
〇
九

北海道
道南支部

は
函
館
市
を
含
む
渡
島
地

は
函
館
市
を
含
む
渡
島
地

域
、小
樽
市
を
含
む
後
志
地

域
、小
樽
市
を
含
む
後
志
地

域
を
中
心
に
日
本
海
沿
岸
各

域
を
中
心
に
日
本
海
沿
岸
各

地
で
見
る
こ
と
が
で
き
、祭

地
で
見
る
こ
と
が
で
き
、祭

礼
時
に
各
神
社
に
て
奉
奏
さ

礼
時
に
各
神
社
に
て
奉
奏
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
他
、新
築

れ
て
い
ま
す
。こ
の
他
、新
築

祝
い
や
各
種
記
念
行
事
な
ど

祝
い
や
各
種
記
念
行
事
な
ど

で
演
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

で
演
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

歴
史
的
に
は
、
古
く
か
ら

　

歴
史
的
に
は
、
古
く
か
ら

松
前
地
方
の
各
神
社
で
行
わ

松
前
地
方
の
各
神
社
で
行
わ

れ
て
い
た
神
楽
の
演
技
種
目

れ
て
い
た
神
楽
の
演
技
種
目

を
統
一
し
、
こ
れ
を
城
内
神

を
統
一
し
、
こ
れ
を
城
内
神

事
と
し
て
藩
主
松
前
氏
第
十

事
と
し
て
藩
主
松
前
氏
第
十

代
矩
廣
公
（
の
り
ひ
ろ
こ

代
矩
廣
公
（
の
り
ひ
ろ
こ

う
）
自
身
が
祭
主
と
な
り
、

う
）
自
身
が
祭
主
と
な
り
、

領
内
の
神
職
を
城
内
に
集
め

領
内
の
神
職
を
城
内
に
集
め

て
一
六
七
四
年
（
延
宝
二

て
一
六
七
四
年
（
延
宝
二

年
）
初
め
て
鎮
釜
湯
立
式
松

年
）
初
め
て
鎮
釜
湯
立
式
松

前
神
楽
を
修
業
し
た
の
が
城

前
神
楽
を
修
業
し
た
の
が
城

内
神
楽
の
始
ま
り
で
、
三
百

内
神
楽
の
始
ま
り
で
、
三
百

四
十
四
年
前
の
こ
と
で
す
。

四
十
四
年
前
の
こ
と
で
す
。

以
来
、
今
日
迄
脈
々
と
伝
承

以
来
、
今
日
迄
脈
々
と
伝
承

さ
れ
て
き
た
松
前
神
楽
は
、

さ
れ
て
き
た
松
前
神
楽
は
、

昭
和
三
十
三
年
に
は
、
北
海

昭
和
三
十
三
年
に
は
、
北
海

道
無
形
文
化
財
第
一
号
に
指

道
無
形
文
化
財
第
一
号
に
指

定
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
三

定
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
三

十
年
三
月
八
日
に
国
指
定
の

十
年
三
月
八
日
に
国
指
定
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
の
悲
願
が
よ
う
や
く

　

長
年
の
悲
願
が
よ
う
や
く

国
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
地

国
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
地

域
に
と
っ
て
の
誇
り
に
も
な

域
に
と
っ
て
の
誇
り
に
も
な

り
、
一
方
で
北
海
道
の
文
化

り
、
一
方
で
北
海
道
の
文
化

財
か
ら
国
を
代
表
す
る
文
化

財
か
ら
国
を
代
表
す
る
文
化

財
の
一
つ
と
な
っ
た
今
、
今

財
の
一
つ
と
な
っ
た
今
、
今

後
地
域
に
愛
さ
れ
る
伝
統
文

後
地
域
に
愛
さ
れ
る
伝
統
文

化
と
し
て
、
保
存
伝
承
、
後

化
と
し
て
、
保
存
伝
承
、
後

継
者
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て

継
者
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て

い
く
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

い
く
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
松
前
神
楽
の
良
さ
を
皆

で
、
松
前
神
楽
の
良
さ
を
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
知
っ
て
も

さ
ん
に
少
し
で
も
知
っ
て
も

ら
う
べ
く
活
動
し
て
ま
い
り

ら
う
べ
く
活
動
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

◆
尻
岸
内
八
幡
神
社

◎
祭
神
…
誉
田
別
命

◎
例
祭
日
…
七
月
十
五
日

　

函
館
市
大
澗
町
一
九
四

　

☎ 

〇
一
三
八

八
四

二

七
一
九

  

荒
木　

力
弥
（
89
別
専
Ⅱ
／

 

尻
岸
内
八
幡
神
社
宮
司
）
記

松前神楽・神遊舞（かんあそびまい）松前神楽・神遊舞（かんあそびまい）

活
躍
で
き
る
よ
う
に
自
分
も

活
躍
で
き
る
よ
う
に
自
分
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

東
北
仙
台
に
お
越
し
の
際

　

東
北
仙
台
に
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

メ
レ
ン
ゲ
た
っ
ぷ
り
で

メ
レ
ン
ゲ
た
っ
ぷ
り
で

シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
な
食
感

シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
な
食
感

さ
い
。

さ
い
。

 

◆ 

C
A
F
É
・
P
A
N
C
A
K
E

・
R
E
L
A
X「
B
a
l
l 

P
a
r
k
」

　

 

仙
台
市
宮
城
野
区
元
寺
小

路
九

　

☎ 

〇
二
二

二
五
三

七

二
三
九

　

 https://w
w
w
.ball-

park.info/hom
e

　

 info@
ball-park.

info
  

兵
庫　

一
（
115
経
ネ
）
記
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点
を
超
し
て
い
ま
す
。

点
を
超
し
て
い
ま
す
。

　

故
郷
の
秋
田
県
八
峰
町
の

　

故
郷
の
秋
田
県
八
峰
町
の

白
神
山
地
の
雄
大
さ
と
ブ
ナ

白
神
山
地
の
雄
大
さ
と
ブ
ナ

林
の
荘
厳
美
麗
さ
に
魅
せ
ら

林
の
荘
厳
美
麗
さ
に
魅
せ
ら

れ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
描
く

れ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
描
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
の
多
数
の
作
品
の
内

　

ブ
ナ
の
多
数
の
作
品
の
内

「
秋
の
黄
色
に
染
ま
る
ブ
ナ

「
秋
の
黄
色
に
染
ま
る
ブ
ナ

林
の
作
品
」
は
、
第
十
四
回

林
の
作
品
」
は
、
第
十
四
回

エ
イ
ズ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
術

エ
イ
ズ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
術

展
（
厚
生
労
働
省
、
文
化
庁

展
（
厚
生
労
働
省
、
文
化
庁

な
ど
の
後
援
）
で
見
事
、
グ

な
ど
の
後
援
）
で
見
事
、
グ

ラ
ン
プ
リ
の
大
賞
を
受
賞

ラ
ン
プ
リ
の
大
賞
を
受
賞

し
、
国
立
新
美
術
館
に
展
示

し
、
国
立
新
美
術
館
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
中
国
際
交
流
と
し
て
、

　

日
中
国
際
交
流
と
し
て
、

友
好
の
た
め
瀋
陽
市
に
三
百

友
好
の
た
め
瀋
陽
市
に
三
百

号
の
大
作
「
鎮
魂
」
を
贈
呈

号
の
大
作
「
鎮
魂
」
を
贈
呈

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
小
沢
画
伯

　

そ
の
他
に
も
、
小
沢
画
伯

の
作
品
は
草
加
市
役
所
・
市

の
作
品
は
草
加
市
役
所
・
市

長
室
、
國
學
院
大
學
院
友
会

長
室
、
國
學
院
大
學
院
友
会

館
を
は
じ
め
、
春
日
部
共
栄

館
を
は
じ
め
、
春
日
部
共
栄

高
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の

高
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の

玄
関
ホ
ー
ル
な
ど
多
数
の
作

玄
関
ホ
ー
ル
な
ど
多
数
の
作

品
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
春
に
は
、
小
沢
画
伯
の

　

来
春
に
は
、
小
沢
画
伯
の

業
績
を
残
し
、
作
品
の
散
逸

業
績
を
残
し
、
作
品
の
散
逸

を
防
ぐ
た
め
、
越
谷
市
に
仮

を
防
ぐ
た
め
、
越
谷
市
に
仮

館
と
し
て
「
小
沢
興
太
郎
美

館
と
し
て
「
小
沢
興
太
郎
美

術
館
」
を
開
館
し
、
ホ
ー
ム

術
館
」
を
開
館
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
計
画

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
計
画

で
い
ま
す
。

で
い
ま
す
。

　

最
終
的
に

　

最
終
的
に

は
、
千
葉
県

は
、
千
葉
県

松
戸
市
に
六

松
戸
市
に
六

十
坪
の
美
術

十
坪
の
美
術

館
を
一
部
作

館
を
一
部
作

品
の
売
却
費

品
の
売
却
費

と
ク
ラ
ウ
ド

と
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ

フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
利
用

ン
グ
を
利
用

し
て
開
館
で

し
て
開
館
で

き
る
よ
う
に

き
る
よ
う
に

構
想
を
練
っ

構
想
を
練
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

全
国
の
院
友
の
皆
さ
ま
に

　

全
国
の
院
友
の
皆
さ
ま
に

も
建
設
資
金
の
ご
協
力
を
い

も
建
設
資
金
の
ご
協
力
を
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

人
生
百
年
時
代
、
現
在
八

　

人
生
百
年
時
代
、
現
在
八

十
歳
の
小
沢
興
太
郎
画
伯
の

十
歳
の
小
沢
興
太
郎
画
伯
の

今
後
の
益
々
の
活
躍
を
期
待

今
後
の
益
々
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

 

後
藤　

一
炊
（
83
経
）
記

　

私
は
、
母
校
を
卒
業
し
た

　

私
は
、
母
校
を
卒
業
し
た

の
ち
昨
年
ま
で
東
京
築
地
に

の
ち
昨
年
ま
で
東
京
築
地
に

ご
ざ
い
ま
す
波
除
稲
荷
神
社

ご
ざ
い
ま
す
波
除
稲
荷
神
社

に
奉
職
し
て
お
り
ま
し
た
。

に
奉
職
し
て
お
り
ま
し
た
。

地
元
に
戻
っ
て
ま
だ
ま
だ
日

地
元
に
戻
っ
て
ま
だ
ま
だ
日

は
浅
い
で
す
が
、
お
菓
子
を

は
浅
い
で
す
が
、
お
菓
子
を

通
し
、
多
く
の
人
に
白
河
市

通
し
、
多
く
の
人
に
白
河
市

東
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

東
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
べ
く
努
力
し
て
参
り
た
い

く
べ
く
努
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
ま
で
お
越
し
の
際

　

お
近
く
ま
で
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
『
坂
本
屋
総
本

は
、
ぜ
ひ
『
坂
本
屋
総
本

店
』
ま
で
お
足
運
び
い
た
だ

店
』
ま
で
お
足
運
び
い
た
だ

き
、
自
慢
の
「
き
つ
ね
う
ち

き
、
自
慢
の
「
き
つ
ね
う
ち

温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
ご
賞

温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

味
く
だ
さ
い
。

 

◆
坂
本
屋
総
本
店

　

白
河
市
東

子
字
本
町
89

　

☎ 

〇
二
四
八

三
四

二

〇
一
四

　

 

〇
二
四
八

三
四

二

五
七
八

  

我
妻　

祐
輔
（
121
神
文
）
記

群馬県
支部

◎ 

支
部
長
…
渡
辺　

正
一

（
わ
た
な
べ
・
し
ょ
う

い
ち
／
88
文
）

◎ 

事
務
局
…
前
橋
市
粕
川

町
女
渕
一
九
六

一

　

竹
澤　

敦
（
91
文
）

　

☎ 

〇
二
七

二
八
五

二
三
五
五

小川画伯の作品「白神山岳岱ブナ黄葉一景」小川画伯の作品「白神山岳岱ブナ黄葉一景」

孤
高
の
画
家・
小
沢
興

太
郎
さ
ん（
69
文
）

　

世
界
自
然
遺
産
の
「
白
神

　

世
界
自
然
遺
産
の
「
白
神

山
地
」
を
描
く
こ
と
を
ラ
イ

山
地
」
を
描
く
こ
と
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
二
十
五

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
二
十
五

年
。
ブ
ナ
原
生
林
を
中
心
に

年
。
ブ
ナ
原
生
林
を
中
心
に

そ
の
作
品
は
、
二
十
号
か
ら

そ
の
作
品
は
、
二
十
号
か
ら

百
号
ま
で
を
合
わ
せ
て
二
百

百
号
ま
で
を
合
わ
せ
て
二
百

◎ 

支
部
長
…
後
藤　

一
炊

（
ご
と
う
・
い
っ
す
い

／
83
経
）

◎ 

事
務
局
…
越
谷
市
弥
栄

町
三

四
三

二
一
六

　

小
山　

巌
（
93
法
）

　

☎ 

〇
四
八

九
七
四

七
九
五
四

埼玉県
東支部

総
会
を
担
当
し
て

齋藤義明さん齋藤義明さん

　

山
形
県
支
部
は
、県
内
を
置

　

山
形
県
支
部
は
、県
内
を
置

賜
・
東
南
村
山
・
寒
河
江
西
村

賜
・
東
南
村
山
・
寒
河
江
西
村

山
・
最
北
・
酒
田
飽
海
・
鶴
岡
田

山
・
最
北
・
酒
田
飽
海
・
鶴
岡
田

川
の
６
地
区
に
分
か
れ
て
そ

川
の
６
地
区
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
総
会
は
、私
た
ち

　

今
年
の
総
会
は
、私
た
ち

最
北
地
区
が
当
番
で
去
る
六

最
北
地
区
が
当
番
で
去
る
六

月
二
日（
土
）に
村
山
市
の
複

月
二
日（
土
）に
村
山
市
の
複

合
文
化
施
設「
甑
葉
プ
ラ
ザ
」

合
文
化
施
設「
甑
葉
プ
ラ
ザ
」

を
会
場
に
五
十
余
名
の
参
加

を
会
場
に
五
十
余
名
の
参
加

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
山
市
は
、
山
形
県
の
ほ

　

村
山
市
は
、
山
形
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
バ
ラ
・

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
バ
ラ
・

そ
ば
・
徳
内
ま
つ
り
の
街
と

そ
ば
・
徳
内
ま
つ
り
の
街
と

し
て
県
内
外
に
ピ
ー
ア
ー
ル

し
て
県
内
外
に
ピ
ー
ア
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

総
会
の
前
、
地
元
の
志
布

　

総
会
の
前
、
地
元
の
志
布

隆
夫
市
長
に
「
市
の
現
状
と

隆
夫
市
長
に
「
市
の
現
状
と

将
来
」
に
つ
い
て
、
郷
土
史

将
来
」
に
つ
い
て
、
郷
土
史

家
の
梅
津
保
一
先
生
に
「
お

家
の
梅
津
保
一
先
生
に
「
お

く
の
細
道
へ
の
誘
い
」
と
題

く
の
細
道
へ
の
誘
い
」
と
題

し
て
記
念
講
演
会
を
行
な
い

し
て
記
念
講
演
会
を
行
な
い

一
般
の
方
々
の
聴
講
も
あ

一
般
の
方
々
の
聴
講
も
あ

り
、
お
二
人
の
格
調
高
い
話

り
、
お
二
人
の
格
調
高
い
話

を
拝
聴
し
ま
し
た
。

を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
入
り
、大
学
当
局
、

　

総
会
に
入
り
、大
学
当
局
、

院
友
会
本
部
か
ら
現
状
報
告

院
友
会
本
部
か
ら
現
状
報
告

が
あ
り
、参
加
者
も
興
味
を

が
あ
り
、参
加
者
も
興
味
を

持
っ
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

持
っ
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
等
を
慎

　

提
出
さ
れ
た
議
案
等
を
慎

山形県
支部

◎ 

支
部
長
…
芹
川　

晴
夫

（
せ
り
か
わ
・
は
る
お

／
72
文
）

◎ 

事
務
局
…
山
形
市
薬
師

町
二

八

七
五

　

山
形
県
神
社
庁

　

 

橘　

貴
（
83
文
・
84
神

専
攻
）

　

☎ 

〇
二
三

六
二
二

四
五
〇
九

重
審
議
し
承
認
可
決
さ
れ
ま

重
審
議
し
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

終
了
後
会
場
を
移
し
て

　

終
了
後
会
場
を
移
し
て

「
國
學
院
大
學
の
夕
べ
」
の

「
國
學
院
大
學
の
夕
べ
」
の

名
で
懇
親
会
と
な
り
、
冷
た

名
で
懇
親
会
と
な
り
、
冷
た

い
飲
み
物
で
の
ど
を
潤
し
学

い
飲
み
物
で
の
ど
を
潤
し
学

生
時
代
に
戻
っ
て
、
声
高
ら

生
時
代
に
戻
っ
て
、
声
高
ら

か
に
校
歌
を
斉
唱
し
会
を
盛

か
に
校
歌
を
斉
唱
し
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

り
上
げ
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
等
も
あ

　

お
楽
し
み
抽
選
会
等
も
あ

り
最
後
に
、
来
年
度
当
番
地

り
最
後
に
、
来
年
度
当
番
地

区
の
置
賜
地
区
が
紹
介
さ

区
の
置
賜
地
区
が
紹
介
さ

れ
、
万
歳
三
唱
で
お
開
き
に

れ
、
万
歳
三
唱
で
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
五
十
四
年
、
光

　

卒
業
し
て
五
十
四
年
、
光

陰
矢
の
如
し
、
昨
年
上
京
の

陰
矢
の
如
し
、
昨
年
上
京
の

折
、
渋
谷
を
訪
ね
、
変
わ
ら

折
、
渋
谷
を
訪
ね
、
変
わ
ら

な
い
ご
神
殿
を
拝
礼
し
て
き

な
い
ご
神
殿
を
拝
礼
し
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

 

齋
藤　

義
明
（
72
政
）
記

六
代
目・若
駒
酒
造

「
杜
氏
」と
し
て

　

こ
の
た
び
は
、
若
駒
酒
造

　

こ
の
た
び
は
、
若
駒
酒
造

の
六
代
目
・
杜
氏
と
し
て
銘

の
六
代
目
・
杜
氏
と
し
て
銘

酒
づ
く
り
に
心
血
を
注
ぐ
柏

酒
づ
く
り
に
心
血
を
注
ぐ
柏

瀬
幸
裕
さ
ん
（
か
し
わ
せ
・

瀬
幸
裕
さ
ん
（
か
し
わ
せ
・

ゆ
き
ひ
ろ
／

ゆ
き
ひ
ろ
／
114114
経
）
を
紹
介

経
）
を
紹
介

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

若
駒
酒
造
は
、
栃
木
県
小

　

若
駒
酒
造
は
、
栃
木
県
小

山
市
小
薬
に
酒
蔵
が
あ
る
。

山
市
小
薬
に
酒
蔵
が
あ
る
。

創
業
は
、
桜
田
門
外
の
変
が

創
業
は
、
桜
田
門
外
の
変
が

あ
っ
た
万
延
元
年
（
一
八
六

あ
っ
た
万
延
元
年
（
一
八
六

栃木県
支部

◎ 

支
部
長
…
石
坂　

昌
圀

（
い
し
ざ
か
・
ま
さ
く

に
／
74
文
）

◎ 
事
務
局
…
栃
木
市
平
井

町
六
〇
八

　

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

　

鷹
箸　

勝
美
（
92
法
）

　

☎ 

〇
二
八
二

二
二

五
五
一
一

〇
年
）
と
い
う
か
ら
約
一
六

〇
年
）
と
い
う
か
ら
約
一
六

〇
年
の
歴
史
を
有
し
て
い

〇
年
の
歴
史
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
酒
蔵
の
建
物
は
、

る
。
そ
の
酒
蔵
の
建
物
は
、

ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま
ま
残
っ

ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま
ま
残
っ

て
い
て
、
国
の
登
録
有
形
文

て
い
て
、
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

酒
蔵
を
多
く
有
す
る
小
山
市

酒
蔵
を
多
く
有
す
る
小
山
市

で
も
最
古
の
酒
蔵
で
あ
る
。

で
も
最
古
の
酒
蔵
で
あ
る
。

こ
の
地
は
、
日
光
連
山
の
清

こ
の
地
は
、
日
光
連
山
の
清

冽
な
伏
流
水
が
数
多
く
湧
出

冽
な
伏
流
水
が
数
多
く
湧
出

す
る
た
め
、
良
質
の
米
と
水

す
る
た
め
、
良
質
の
米
と
水

に
恵
ま
れ
た
地
帯
。
酒
造
り

に
恵
ま
れ
た
地
帯
。
酒
造
り

に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
そ

に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
そ

の
良
質
の
米
と
水
を
使
っ

の
良
質
の
米
と
水
を
使
っ

て
、
小
仕
込
み
で
も
ろ
み
を

て
、
小
仕
込
み
で
も
ろ
み
を

仕
込
み
、
搾
り
も
全
量
昔
な

仕
込
み
、
搾
り
も
全
量
昔
な

が
ら
の
佐
瀬
式
と
、
手
間
暇

が
ら
の
佐
瀬
式
と
、
手
間
暇

を
惜
し
ま
ず
に
丁
寧
に
造
っ

を
惜
し
ま
ず
に
丁
寧
に
造
っ

て
い
る
。
幸
裕
氏
は
、
柏
瀬

て
い
る
。
幸
裕
氏
は
、
柏
瀬

家
の
次
男
で
、
國
學
院
大
學

家
の
次
男
で
、
國
學
院
大
學

栃
木
高
校
か
ら
経
済
学
部
経

栃
木
高
校
か
ら
経
済
学
部
経

済
学
科
で
学
ん
だ
。
当
初

済
学
科
で
学
ん
だ
。
当
初

は
、
次
男
と
い
う
こ
と
で
、

は
、
次
男
と
い
う
こ
と
で
、

家
業
を
継
ぐ
気
持
ち
は
な
か

家
業
を
継
ぐ
気
持
ち
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
長
兄
が
後

っ
た
よ
う
だ
が
、
長
兄
が
後

を
継
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、

を
継
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、

銘
酒
居
酒
屋
で
日
本
酒
の
良

銘
酒
居
酒
屋
で
日
本
酒
の
良

さ
を
認
識
し
て
、
蔵
の
後
を

さ
を
認
識
し
て
、
蔵
の
後
を

継
ぎ
、
酒
造
り
を
す
る
こ
と

継
ぎ
、
酒
造
り
を
す
る
こ
と

を
決
意
し
た
と
い
う
。
し
か

を
決
意
し
た
と
い
う
。
し
か

し
、
ご
本
人
は
、
酒
造
り
の

し
、
ご
本
人
は
、
酒
造
り
の

市
）の
奥
州
領
三
万
三
千
石

市
）の
奥
州
領
三
万
三
千
石

の
陣
屋
が
置
か
れ
、宿
場
町

の
陣
屋
が
置
か
れ
、宿
場
町

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

私
の
先
祖
は
そ
の
頃
に
製

　

私
の
先
祖
は
そ
の
頃
に
製

菓
業
を
始
め
、
以
来
二
百
年

菓
業
を
始
め
、
以
来
二
百
年

に
亘
り
、
地
域
に
根
差
し
た

に
亘
り
、
地
域
に
根
差
し
た

菓
子
作
り
を
常
に
心
が
け
て

菓
子
作
り
を
常
に
心
が
け
て

精
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

精
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

当
店
一
番
人
気
の
商
品

　

当
店
一
番
人
気
の
商
品

は
、
地
元
の
温
泉
施
設
と
タ

は
、
地
元
の
温
泉
施
設
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た
「
き
つ
ね
う

イ
ア
ッ
プ
し
た
「
き
つ
ね
う

ち
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
」
で

ち
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
」
で

す
。
沖
縄
の
黒
糖
を
ふ
ん
だ

す
。
沖
縄
の
黒
糖
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
ふ
ん
わ
り
も

ん
に
使
用
し
た
ふ
ん
わ
り
も

っ
ち
り
と
し
た
皮
が
特
徴

っ
ち
り
と
し
た
皮
が
特
徴

で
、
発
売
か
ら
今
年
で
二
十

で
、
発
売
か
ら
今
年
で
二
十

五
年
を
迎
え
ま
す
が
、
不
動

五
年
を
迎
え
ま
す
が
、
不
動

の
人
気
を
誇
る
商
品
で
す
。

の
人
気
を
誇
る
商
品
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
季
節
に
応

　

そ
の
他
に
も
、
季
節
に
応

じ
た
和
洋
菓
子
を
各
種
取
り

じ
た
和
洋
菓
子
を
各
種
取
り

揃
え
て
お
り
、
小
さ
な
菓
子

揃
え
て
お
り
、
小
さ
な
菓
子

屋
な
が
ら
お
客
様
の
多
様
な

屋
な
が
ら
お
客
様
の
多
様
な

ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ

ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

う
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

わ
が
支
部
の
自
慢

『
き
つ
ね
う
ち

温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
』

　
『
坂
本
屋
総
本
店
』は
、白

　
『
坂
本
屋
総
本
店
』は
、白

河
市
東
釜
子
と
い
う
、白
河

河
市
東
釜
子
と
い
う
、白
河

市
街
地
か
ら
車
で
二
十
分
ほ

市
街
地
か
ら
車
で
二
十
分
ほ

ど
の
長
閑
な
田
園
地
帯
に
あ

ど
の
長
閑
な
田
園
地
帯
に
あ

り
ま
す
。江
戸
時
代
に
は
、越

り
ま
す
。江
戸
時
代
に
は
、越

後
高
田
藩（
現
新
潟
県
上
越

後
高
田
藩（
現
新
潟
県
上
越

福島県
中通り支部

◎ 

支
部
長
…
宮
本　

孝

（
み
や
も
と
・
た
か
し

／
92
神
）

◎ 

事
務
局
…
郡
山
市
開
成

三

一

三
八

　

宮
本　

憲
一（
122
神
文
）

　

☎ 

〇
二
四

九
三
二

一
五
二
一

我妻祐輔さんと我妻祐輔さんと
きつねうち温泉まんじゅうきつねうち温泉まんじゅう

経
験
は
な
く
、
第
一

経
験
は
な
く
、
第
一

歩
か
ら
修
行
を
始
め

歩
か
ら
修
行
を
始
め

た
。
修
行
先
は
、
奈

た
。
修
行
先
は
、
奈

良
県
御
所
市
に
あ

良
県
御
所
市
に
あ

る
、
創
業
、
享
保
四

る
、
創
業
、
享
保
四

年（
一
七
一
九
年
）、

年（
一
七
一
九
年
）、

三
〇
〇
年
の
歴
史
を

三
〇
〇
年
の
歴
史
を

誇
る
油
長
酒
造
で
あ

誇
る
油
長
酒
造
で
あ

っ
た
。
三
年
間
の
修

っ
た
。
三
年
間
の
修

行
を
終
え
、
実
家
に

行
を
終
え
、
実
家
に

戻
っ
て
、
酒
造
り
を

戻
っ
て
、
酒
造
り
を

受
け
継
ぎ
、
杜
氏
と

受
け
継
ぎ
、
杜
氏
と

し
て
自
家
の
酒
造
り

し
て
自
家
の
酒
造
り

に
心
血
を
注
い
で
い

に
心
血
を
注
い
で
い

る
。「
綺
麗
な
旨
み

る
。「
綺
麗
な
旨
み

と
透
明
感
の
あ
る

と
透
明
感
の
あ
る

酸
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

酸
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、「
飲
み
や
す

と
し
、「
飲
み
や
す

い
」
よ
り
も
「
う
ま

い
」
よ
り
も
「
う
ま

い
」
と
言
っ
て
も
ら

い
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
酒
を
目
指
し
て

え
る
酒
を
目
指
し
て

精
進
し
て
い
る
と
い

精
進
し
て
い
る
と
い

う
。
う
。

 

石
坂　

昌
圀
（
74
文
）
記

◆
若
駒
酒
造
㈱

　

小
山
市
小
薬
169

１

　

☎ 

〇
二
八
五

三
七

〇

四
二
九

出
会
い

西山典友さん西山典友さん

　

五
年
前
、
三
十
八
年
間
の

　

五
年
前
、
三
十
八
年
間
の

高
校
教
員
の
職
を
終
え
、
鎮

高
校
教
員
の
職
を
終
え
、
鎮

座
か
ら
六
百
五
十
年
を
数
え

座
か
ら
六
百
五
十
年
を
数
え

る
神
社
の
専
業
神
職
と
な
っ

る
神
社
の
専
業
神
職
と
な
っ

た
。
そ
の
間
三
十
四
年
、
剣

た
。
そ
の
間
三
十
四
年
、
剣

道
部
顧
問
と
し
て
生
徒
た
ち

道
部
顧
問
と
し
て
生
徒
た
ち

と
剣
を
交
え
、
汗
と
涙
を
流

と
剣
を
交
え
、
汗
と
涙
を
流

し
た
。
初
め
て
竹
刀
を
持
ち

し
た
。
初
め
て
竹
刀
を
持
ち

防
具
を
着
け
た
彼
ら
が
、
や

防
具
を
着
け
た
彼
ら
が
、
や

福島県
浜通り支部

◎ 

支
部
長
…
山
名　

隆
弘

（
や
ま
な
・
た
か
ひ
ろ

／
72
史
・
123
博
後
史
）

◎ 

事
務
局
…
い
わ
き
市
常

磐
関
船
町
諏
訪
下
六
三

　

金
刀
比
羅
神
社

　

 

金
土　

重
順
（
86
史
・

87
神
専
攻
）

　

☎ 

〇
二
四
六

四
三

一
〇
〇
一

が
て
自
分
の
子
供
に
剣
道
を

が
て
自
分
の
子
供
に
剣
道
を

教
え
、
そ
の
子
供
た
ち
と
稽

教
え
、
そ
の
子
供
た
ち
と
稽

古
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

古
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
何
と
い
う
巡
り
合
わ
せ

た
。
何
と
い
う
巡
り
合
わ
せ

か
と
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く
な

か
と
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く
な

っ
た
。

っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第

　

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
災
害
で
、

一
原
子
力
発
電
所
災
害
で
、

被
災
し
た
私
を
勇
気
づ
け
支

被
災
し
た
私
を
勇
気
づ
け
支

援
し
て
く
れ
た
多
く
の
人
々

援
し
て
く
れ
た
多
く
の
人
々

の
中
に
、
彼
ら
も
い
た
。
そ

の
中
に
、
彼
ら
も
い
た
。
そ

の
暖
か
い
心
に
勇
気
づ
け
ら

の
暖
か
い
心
に
勇
気
づ
け
ら

れ
、
彼
ら
に
報
い
る
た
め
に

れ
、
彼
ら
に
報
い
る
た
め
に

も
と
考
え
、「
鎮
守
の
森
」

も
と
考
え
、「
鎮
守
の
森
」

が
精
神
的
な
支
え
と
な
れ
ば

が
精
神
的
な
支
え
と
な
れ
ば

と
思
い
、
お
参
り
す
る
人
々

と
思
い
、
お
参
り
す
る
人
々

の
た
め
に
自
力
で
境
内
の
除

の
た
め
に
自
力
で
境
内
の
除

染
除
草
を
続
け
、
氏
子
崇
敬

染
除
草
を
続
け
、
氏
子
崇
敬

者
と
共
に
全
国
の
神
社
へ
の

者
と
共
に
全
国
の
神
社
へ
の

正
式
参
拝
を
行
い
、
御
神
慮

正
式
参
拝
を
行
い
、
御
神
慮

を
い
た
だ
く
旅
を
企
画
し

を
い
た
だ
く
旅
を
企
画
し

て
、
今
年
も
高
千
穂
の
嶺
を

て
、
今
年
も
高
千
穂
の
嶺
を

訪
れ
た
。

訪
れ
た
。

　

震
災
か
ら
七
年
、
以
前
と

　

震
災
か
ら
七
年
、
以
前
と

同
じ
に
は
も
う
戻
ら
な
い

同
じ
に
は
も
う
戻
ら
な
い

が
、
多
く
の
人
と
の
す
ば
ら

が
、
多
く
の
人
と
の
す
ば
ら

し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
、
今

し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
、
今

回
神
社
の
御
祭
神
（
天
日
鷲

回
神
社
の
御
祭
神
（
天
日
鷲

命
）
を
通
し
て
徳
島
県
の

命
）
を
通
し
て
徳
島
県
の

「
藍
染
工
房
」
の
方
と
繋
が

「
藍
染
工
房
」
の
方
と
繋
が

り
、
家
の
前
の
畑
に
は
藍
が

り
、
家
の
前
の
畑
に
は
藍
が

一
面
に
葉
を
広
げ
、
藍
瓶
の

一
面
に
葉
を
広
げ
、
藍
瓶
の

提
供
者
と
の
出
会
い
も
生
ま

提
供
者
と
の
出
会
い
も
生
ま

れ
た
。『
至
福
の
一
時
』
と

れ
た
。『
至
福
の
一
時
』
と

私
は
感
じ
て
い
る
。

私
は
感
じ
て
い
る
。

 

西
山　

典
友
（
83
神
・

 

日
鷲
神
社
宮
司
）
記

「『
世
界
の
記
憶
』上
野

三
碑
」角
田
真
也
氏（
103

史・105
博
前
史
）

角田真也さん角田真也さん

　

昭
和
四
十
七
年
高
崎
市
生

　

昭
和
四
十
七
年
高
崎
市
生

ま
れ
の
角
田
真
也
（
つ
の
だ

ま
れ
の
角
田
真
也
（
つ
の
だ

・
し
ん
や
）
氏
は
、
群
馬
県

・
し
ん
や
）
氏
は
、
群
馬
県

立
沼
田
高
等
学
校
か
ら
國
學

立
沼
田
高
等
学
校
か
ら
國
學

院
大
學
文
学
部
史
学
科
に
進

院
大
學
文
学
部
史
学
科
に
進

学
し
、
永
峯
光
一
・
小
林
達

学
し
、
永
峯
光
一
・
小
林
達

雄
先
生
に
考
古
学
を
、
加
藤

雄
先
生
に
考
古
学
を
、
加
藤

有
次
先
生
に
博
物
館
学
を
学

有
次
先
生
に
博
物
館
学
を
学

び
、
平
成
九
年
に
大
学
院
博

び
、
平
成
九
年
に
大
学
院
博

士
課
程
前
期
を
修
了
し
、
高

士
課
程
前
期
を
修
了
し
、
高

崎
市
に
学
芸
員
と
し
て
採
用

崎
市
に
学
芸
員
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
崎
市
で
は
埋
蔵
文
化
財

　

高
崎
市
で
は
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
担
当
と
し
て
高

の
発
掘
調
査
担
当
と
し
て
高

崎
情
報
団
地
Ⅱ
遺
跡
や
水
沼

崎
情
報
団
地
Ⅱ
遺
跡
や
水
沼

寺
沢
遺
跡
の
発
掘
調
査
・
報

寺
沢
遺
跡
の
発
掘
調
査
・
報

告
書
作
成
に
従
事
す
る
ほ

告
書
作
成
に
従
事
す
る
ほ

か
、
高
崎
市
観
音
塚
考
古
資

か
、
高
崎
市
観
音
塚
考
古
資

料
館
や
高
崎
市
美
術
館
の
学

料
館
や
高
崎
市
美
術
館
の
学

芸
員
と
し
て
勤
務
し
展
示
企

芸
員
と
し
て
勤
務
し
展
示
企

画
・
図
録
作
成
な
ど
を
担
当

画
・
図
録
作
成
な
ど
を
担
当

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

業
務
外
で
は
、國
學
院
大

　

業
務
外
で
は
、國
學
院
大

學
考
古
学
資
料
館
紀
要
に
論

學
考
古
学
資
料
館
紀
要
に
論

文「
細
形
石
棒
の
研
究
」や

文「
細
形
石
棒
の
研
究
」や

「
関
東
地
方
に
お
け
る
土
版
・

「
関
東
地
方
に
お
け
る
土
版
・

岩
版
研
究
の
前
提
」を
発
表
、

岩
版
研
究
の
前
提
」を
発
表
、

『
高
崎
市
史
』『
白
沢
村
誌
』の

『
高
崎
市
史
』『
白
沢
村
誌
』の

縄
文
時
代
部
分
を
執
筆
す
る

縄
文
時
代
部
分
を
執
筆
す
る

な
ど
、縄
文
時
代
研
究
を
続

な
ど
、縄
文
時
代
研
究
を
続

け
て
き
ま
し
た
。ま
た
、昨
年

け
て
き
ま
し
た
。ま
た
、昨
年

度
は
沼
田
高
等
学
校
に
開
設

度
は
沼
田
高
等
学
校
に
開
設

さ
れ
た
郷
土
資
料
室「
桔
梗

さ
れ
た
郷
土
資
料
室「
桔
梗

館（
け
っ
こ
う
か
ん
）」の
展

館（
け
っ
こ
う
か
ん
）」の
展

示
を
構
成
し
ま
し
た
。

示
を
構
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
四
月
よ
り

　

平
成
二
十
九
年
四
月
よ
り

高
崎
市
教
育
委
員
会
教
育
部

高
崎
市
教
育
委
員
会
教
育
部

文
化
財
保
護
課
長
と
な
り
、

文
化
財
保
護
課
長
と
な
り
、

同
年
十
月
三
十
一
日
に
ユ
ネ

同
年
十
月
三
十
一
日
に
ユ
ネ

ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
登
録

ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
登
録

と
な
り
ま
し
た
「
上
野
三
碑

と
な
り
ま
し
た
「
上
野
三
碑

（
山
上
碑
・
多
胡
碑
・
金
井

（
山
上
碑
・
多
胡
碑
・
金
井

沢
碑
）
」
の
保
存
活
用
や
、

沢
碑
）
」
の
保
存
活
用
や
、

榛
名
神
社
で
お
こ
な
う
国
指

榛
名
神
社
で
お
こ
な
う
国
指

定
重
要
文
化
財
保
存
修
理
へ

定
重
要
文
化
財
保
存
修
理
へ

の
助
言
な
ど
、
文
化
財
保
護

の
助
言
な
ど
、
文
化
財
保
護

と
普
及
の
業
務
に
携
わ
っ
て

と
普
及
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

 

渡
辺　

正
一
（
88
文
）
記

☆
お
酒
の
紹
介

☆
お
酒
の
紹
介

『
若
駒　

愛
山

『
若
駒　

愛
山
9090
シ
リ
ー
ズ
』

シ
リ
ー
ズ
』

『
若
駒　

五
百
万
石

『
若
駒　

五
百
万
石
8080
シ
リ
シ
リ

ー
ズ
』

ー
ズ
』

　

お
米
を
磨
け
ば
良
い
酒
が

　

お
米
を
磨
け
ば
良
い
酒
が

出
来
る
訳
で
は
な
く
、
磨
か

出
来
る
訳
で
は
な
く
、
磨
か

な
い
こ
と
に
よ
り
お
米
本
来

な
い
こ
と
に
よ
り
お
米
本
来

の
味
わ
い
を
求
め
る
中
、
雑

の
味
わ
い
を
求
め
る
中
、
雑

味
が
な
く
透
明
感
の
あ
る
酒

味
が
な
く
透
明
感
の
あ
る
酒

造
り
を
し
て
い
る
。
低
精
米

造
り
を
し
て
い
る
。
低
精
米

白
シ
リ
ー
ズ
が
好
評
を
得
て

白
シ
リ
ー
ズ
が
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

▽
主
な
販
売
店（
県
外
も
あ
り
）

▽
主
な
販
売
店（
県
外
も
あ
り
）

月
井
商
店（
栃
木
県
那
須
町
）

月
井
商
店（
栃
木
県
那
須
町
）

ま
し
だ
や（
栃
木
県
壬
生
町
）

ま
し
だ
や（
栃
木
県
壬
生
町
）

杜
氏
と
し
て
心
血
を
注
ぐ

杜
氏
と
し
て
心
血
を
注
ぐ

自
慢
の
お
酒
を
両
手
に
！

自
慢
の
お
酒
を
両
手
に
！
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ゼ
ル
ス
や
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ゼ
ル
ス
や
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
名
選
手
と

ッ
ク
に
出
場
し
た
名
選
手
と

一
緒
に
出
場
で

一
緒
に
出
場
で

き
る
の
は
と
て

き
る
の
は
と
て

も
光
栄
な
事
で

も
光
栄
な
事
で

す
。
す
。

　

現
在
の
目
標

　

現
在
の
目
標

は
、
２
０
２
０

は
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌

年
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
世

年
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
世

界
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場
し
入

界
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場
し
入

賞
す
る
こ
と
で
す
。

賞
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留

意
し
て
末
永
く
続
け
て
い
き

意
し
て
末
永
く
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

浅
見　

公
幸
（
93
経
）
記

訃　

報

宇
野　

茂
樹
氏

宇
野　

茂
樹
氏
（
う
の
・
し

（
う
の
・
し

げ
き
／
元
滋
賀
県
支
部
長
／

げ
き
／
元
滋
賀
県
支
部
長
／

5353
神
道
）
平
成
三
十
年
三
月

神
道
）
平
成
三
十
年
三
月

二
十
三
日
逝
去
。
喪
主
は
日

二
十
三
日
逝
去
。
喪
主
は
日

出
生
様
（
ご
子
息
）

出
生
様
（
ご
子
息
）

上
野　

貞
麻
呂
氏

上
野　

貞
麻
呂
氏
（
う
え
の

（
う
え
の

・
さ
だ
ま
ろ
／
本
会
顧
問
・

・
さ
だ
ま
ろ
／
本
会
顧
問
・

元
理
事
／

元
理
事
／
5353
師
）
平
成
三
十

師
）
平
成
三
十

年
七
月
七
日
逝
去
。
喪
主
は

年
七
月
七
日
逝
去
。
喪
主
は

守
様
（
ご
子
息
）

守
様
（
ご
子
息
）

◆
謹
ん
で
お
悔
み
を
申
し
上

◆
謹
ん
で
お
悔
み
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生
前

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生
前

の
本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

の
本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

書
道
研
究
會

六
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会

　

昨
年
十
一
月
三
日
、
書
道

　

昨
年
十
一
月
三
日
、
書
道

研
究
會
六
十
五
周
年
記
念
祝

研
究
會
六
十
五
周
年
記
念
祝

賀
会
が
、
母
校
に
隣
接
す
る

賀
会
が
、
母
校
に
隣
接
す
る

院
友
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

院
友
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
書
道
研
究
會
第

れ
ま
し
た
。
書
道
研
究
會
第

七
期
の
大
先
輩
を
始
め
現
役

七
期
の
大
先
輩
を
始
め
現
役

生
、
顧
問
の
橋
本
貴
朗
先
生

生
、
顧
問
の
橋
本
貴
朗
先
生

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
総
勢

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
総
勢

三
十
名
を
超
え
る
方
が
集
ま

三
十
名
を
超
え
る
方
が
集
ま

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
Ｏ
Ｂ
会
長
で

　

祝
賀
会
は
、
Ｏ
Ｂ
会
長
で

あ
る
篠
原
和
志
さ
ん
（

あ
る
篠
原
和
志
さ
ん
（
9999
史

／
書
道
研
究
會
三
十
五
期
）

／
書
道
研
究
會
三
十
五
期
）

の
挨
拶
や
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
現
役

の
挨
拶
や
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
現
役

生
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
、
出

生
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
、
出

席
者
全
員
の
近
況
報
告
を
行

席
者
全
員
の
近
況
報
告
を
行

っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と

っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と

伊
木
先
生
を
偲
ぶ
会
を

開
催

　

六
月
九
日
に
「
伊
木
先
生

　

六
月
九
日
に
「
伊
木
先
生

を
偲
ぶ
会
」
が
行
わ
れ
、
延

を
偲
ぶ
会
」
が
行
わ
れ
、
延

べ
七
十
名
を
超
え
る
ゼ
ミ
生

べ
七
十
名
を
超
え
る
ゼ
ミ
生

が
集
ま
り
ま
し
た
。

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

伊
木
先
生
が
お
亡
く
な
り

　

伊
木
先
生
が
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
て
か
ら
早
十
二
年

に
な
ら
れ
て
か
ら
早
十
二
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
が
、

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
だ
け
多
く
の
ゼ
ミ
生
が

こ
れ
だ
け
多
く
の
ゼ
ミ
生
が

全
国
か
ら
集
っ
て
く
れ
る
理

全
国
か
ら
集
っ
て
く
れ
る
理

由
は
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ

由
は
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
「
伊
木
ゼ
ミ
で

ん
。
そ
れ
は
「
伊
木
ゼ
ミ
で

本
当
の
師
と
呼
べ
る
方
と
出

本
当
の
師
と
呼
べ
る
方
と
出

会
え
た
か
ら
」
と
言
う
こ
と

会
え
た
か
ら
」
と
言
う
こ
と

に
尽
き
ま
す
。

に
尽
き
ま
す
。

　

ゼ
ミ
の
中
で

　

ゼ
ミ
の
中
で

経
済
の
様
々
な

経
済
の
様
々
な

事
柄
に
対
し
て

事
柄
に
対
し
て

の
見
識
を
与
え

の
見
識
を
与
え

て
下
さ
っ
た
の

て
下
さ
っ
た
の

は
も
ち
ろ
ん
で

は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
れ
以

す
が
、
そ
れ
以

上
に
、
ゼ
ミ
生

上
に
、
ゼ
ミ
生

一
人
ひ
と
り
が

一
人
ひ
と
り
が

伊
木
先
生
か

伊
木
先
生
か

ら
、
師
と
し

ら
、
師
と
し

て
、
あ
る
時
は

て
、
あ
る
時
は

親
と
し
て
、
兄

親
と
し
て
、
兄

と
し
て
、
人
生

と
し
て
、
人
生

の
先
輩
と
し

の
先
輩
と
し

て
、
直
接
、
生

て
、
直
接
、
生

き
方
や
考
え

き
方
や
考
え

方
、
人
と
の
接

方
、
人
と
の
接

93
期
経
済
学
部　

浅
見

公
幸
さ
ん「
目
標
は
世

界
マ
ス
タ
ー
ズ
‼
」

　

中
学
・
高
校
と
水
泳
部
に

　

中
学
・
高
校
と
水
泳
部
に

所
属
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

所
属
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

大
学
時
代
は
ス
キ
ー
に
没
頭

大
学
時
代
は
ス
キ
ー
に
没
頭

し
て
水
泳
の
方
は
少
し
お
休

し
て
水
泳
の
方
は
少
し
お
休

み
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
学

み
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
学

二
年
の
時
、
日
本
水
泳
連
盟

二
年
の
時
、
日
本
水
泳
連
盟

の
公
認
指
導
員
を
取
得
し
、

の
公
認
指
導
員
を
取
得
し
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
地
元
の

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
地
元
の

水
泳
教
室
の
指
導
や
市
民
水

水
泳
教
室
の
指
導
や
市
民
水

泳
大
会
の
競
技
役
員
を
始
め

泳
大
会
の
競
技
役
員
を
始
め

ま
し
た
。
現
在
は
、
飯
能
市

ま
し
た
。
現
在
は
、
飯
能
市

水
泳
連
盟
理
事
長
に
就
い
て

水
泳
連
盟
理
事
長
に
就
い
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
に
、
第
一
回

　

平
成
二
十
年
に
、
第
一
回

埼
玉
県
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競

埼
玉
県
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
を

技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
大
会
に
も
出
場

き
っ
か
け
に
大
会
に
も
出
場

し
は
じ
め
ま
し
た
。
次
第
に

し
は
じ
め
ま
し
た
。
次
第
に

学
生
時
代
に
出
し
た
記
録
に

学
生
時
代
に
出
し
た
記
録
に

近
い
タ
イ
ム
で
泳
げ
る
よ
う

近
い
タ
イ
ム
で
泳
げ
る
よ
う

に
な
り
、
競
技
に
復
帰
し
て

に
な
り
、
競
技
に
復
帰
し
て

か
ら
七
年
後
の
同
二
十
七

か
ら
七
年
後
の
同
二
十
七

年
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ

年
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ

（
全
国
大
会
）
の
メ
ド
レ
ー

（
全
国
大
会
）
の
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

リ
レ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が

出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
年
間
総
合
ラ

で
き
ま
し
た
。
年
間
総
合
ラ

ン
キ
ン
グ
で
も
優
勝
を
果
た

ン
キ
ン
グ
で
も
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
個
人

し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
個
人

種
目
種
目
2525
Ｍ
平
泳
ぎ
で
年
間
総

Ｍ
平
泳
ぎ
で
年
間
総

合
第
三
位
に
な
り
、
同
二
十

合
第
三
位
に
な
り
、
同
二
十

九
年
に
は
大
阪
で
行
わ
れ
ま

九
年
に
は
大
阪
で
行
わ
れ
ま

し
た
ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ

し
た
ジ
ャ
パ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ

5050
Ｍ
平
泳
ぎ
で
第
四
位
入
賞

Ｍ
平
泳
ぎ
で
第
四
位
入
賞

を
は
た
し
ま
し
た
。

を
は
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
名
古
屋
で
行
わ
れ

　

今
年
は
名
古
屋
で
行
わ
れ

◎ 

支
部
長
…
梅
田　

久
詞

（
う
め
だ
・
ひ
さ
の
り

／
78
神
）

◎ 

事
務
局
…
川
越
市
山
田

一
五
三
八

　

原　

泰
明
（
96
神
）

　

☎ 

〇
四

九
二
二
二

五
二
二
四

埼玉県
西支部

る
第
一
回
ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー

る
第
一
回
ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー

ズ
に
出
場
し
ま
す
。
ロ
サ
ン

ズ
に
出
場
し
ま
す
。
ロ
サ
ン

濃厚な味わいが口いっぱいに広がります濃厚な味わいが口いっぱいに広がります

秩
父
名
物
豚
肉
味
噌
漬

　

関
東
有
数
の
観
光
地
で
あ

　

関
東
有
数
の
観
光
地
で
あ

る
我
が
秩
父
市
は
、
風
光
明

る
我
が
秩
父
市
は
、
風
光
明

媚
な
観
光
名
所
に
加
え
、
埼

媚
な
観
光
名
所
に
加
え
、
埼

玉
県
屈
指
の
名
物
も
多
数
あ

玉
県
屈
指
の
名
物
も
多
数
あ

り
ま
す
。
地
域
特
産
の
地
酒

り
ま
す
。
地
域
特
産
の
地
酒

を
は
じ
め
、
カ
エ
デ
の
樹
液

を
は
じ
め
、
カ
エ
デ
の
樹
液

を
使
用
し
た
郷
土
菓
子
な
ど

を
使
用
し
た
郷
土
菓
子
な
ど

土
地
に
根
付
い
た
銘
酒
、
銘

土
地
に
根
付
い
た
銘
酒
、
銘

品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
有
名
な

　

そ
の
中
で
も
特
に
有
名
な

の
が
豚
肉
味
噌
漬
で
あ
り
ま

の
が
豚
肉
味
噌
漬
で
あ
り
ま

す
。
秩
父
市
内
に
あ
る
、
世

す
。
秩
父
市
内
に
あ
る
、
世

界
商
事
㈱
は
、
大
正
四
年
に

界
商
事
㈱
は
、
大
正
四
年
に

創
業
し
今
年
で
百
四
年
目
を

創
業
し
今
年
で
百
四
年
目
を

迎
え
る
老
舗
で
あ
り
ま
す
。

迎
え
る
老
舗
で
あ
り
ま
す
。

　

世
界
商
事
の
外
観
は
、
料

　

世
界
商
事
の
外
観
は
、
料

亭
を
営
ん
で
い
た
当
時
の
お

亭
を
営
ん
で
い
た
当
時
の
お

も
か
げ
を
残
す
、
木
造
三
階

も
か
げ
を
残
す
、
木
造
三
階

◎ 

支
部
長
…
中
山　

高
嶺

（
な
か
や
ま
・
た
か
ね

／
77
神
）

◎ 

事
務
局
…
秩
父
市
番
場

町
一

一

　

秩
父
神
社

　

浅
見　

知
史
（
108
神
）

　

☎ 

〇
四
九
四

二
二

〇
二
六
二

埼玉県
北支部

秩
父
豚
肉
味
噌
漬
本
舗

秩
父
豚
肉
味
噌
漬
本
舗 

せ
か
い

せ
か
い

波
乱
万
丈　

女
の
人
生

　

深
川
生
ま
れ
で
江
戸
川
育

　

深
川
生
ま
れ
で
江
戸
川
育

ち
の
私
は
、
國
學
院
大
學
に

ち
の
私
は
、
國
學
院
大
學
に

入
学
し
、
国
語
と
書
道
の
免

入
学
し
、
国
語
と
書
道
の
免

許
を
取
得
し
、
私
立
麹
町
学

許
を
取
得
し
、
私
立
麹
町
学

園
は
母
と
私
の
母
校
だ
っ
た

園
は
母
と
私
の
母
校
だ
っ
た

の
で
恩
返
し
の

の
で
恩
返
し
の
積つ

も
つ
も

り
で
教
師

り
で
教
師

に
な
る
予
定
で
し
た
が
、
兄

に
な
る
予
定
で
し
た
が
、
兄

が
若
く
し
て
病
死
し
た
り
、

が
若
く
し
て
病
死
し
た
り
、

卒
業
後
、
父
が
リ
ュ
ウ
マ
チ

卒
業
後
、
父
が
リ
ュ
ウ
マ
チ

◎ 

支
部
長
…
千
野　

隆
司

（
ち
の
・
た
か
し
／
82
文
）

◎ 

事
務
局
…
渋
谷
区
東
四

十

二
八

　

 

國
學
院
大
學
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
事
業
課

　

杉
本　

久
男
（
86
法
）

　

 sugi@
kokugaku 

in.ac.jp

　

☎ 

〇
三

五
四
六
六

〇
七
六
九

東京都
23区支部

で
倒
れ
、
仕
事
と
介
護
の
毎

で
倒
れ
、
仕
事
と
介
護
の
毎

日
で
し
た
。
母
が
過
労
か
ら

日
で
し
た
。
母
が
過
労
か
ら

先
に
逝
っ
て
し
ま
い
、
地
獄

先
に
逝
っ
て
し
ま
い
、
地
獄

の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

國
大
と
の
縁
は
、
生
前
兄

　

國
大
と
の
縁
は
、
生
前
兄

が
夏
期
講
習
を
受
け
、
岩
本

が
夏
期
講
習
を
受
け
、
岩
本

先
生
と
討
論
し
た
事
を
聞
い

先
生
と
討
論
し
た
事
を
聞
い

て
お
り
ま
す
。
又
父
は
戦
後

て
お
り
ま
す
。
又
父
は
戦
後

参
拝
講
社
を
持
ち
、
伊
勢
神

参
拝
講
社
を
持
ち
、
伊
勢
神

宮
と
京
都
伏
見
稲
荷
大
社
参

宮
と
京
都
伏
見
稲
荷
大
社
参

拝
を
二
十
年
近
く
続
け
ま
し

拝
を
二
十
年
近
く
続
け
ま
し

た
。
藤
巻
正
之
宮
司
、
守
屋

た
。
藤
巻
正
之
宮
司
、
守
屋

光
春
宮
司
（

光
春
宮
司
（
3434
高
師
）
様
な

高
師
）
様
な

ど
も
存
じ
て
お
り
ま
す
。

ど
も
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

信
徒
の
中
に
は
、
王
貞
治

　

信
徒
の
中
に
は
、
王
貞
治

元
監
督
の
ご
両
親
も
参
加
し

元
監
督
の
ご
両
親
も
参
加
し

〝
貞
治
〞
の
名
前
は
私
の
父

〝
貞
治
〞
の
名
前
は
私
の
父

が
命
名
し
ま
し
た
。
と
い
う

が
命
名
し
ま
し
た
。
と
い
う

訳
で
大
社
の
東
京
支
部
と
し

訳
で
大
社
の
東
京
支
部
と
し

て
今
も
さ
さ
や
か
で
す
が
継

て
今
も
さ
さ
や
か
で
す
が
継

続
し
て
お
り
ま
す
。
月
日
は

続
し
て
お
り
ま
す
。
月
日
は

流
れ
相
続
問
題
も
や
っ
と
解

流
れ
相
続
問
題
も
や
っ
と
解

決
し
、
今
は
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

決
し
、
今
は
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
の
経
営
を
し
て
お

ン
シ
ョ
ン
の
経
営
を
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

地
方
か
ら
の
後
輩
に
、下

　

地
方
か
ら
の
後
輩
に
、下

宿
と
し
て
、是
非
、ご
利
用
し

宿
と
し
て
、是
非
、ご
利
用
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
武
線
小
岩
駅
か
ら
渋
谷

　

総
武
線
小
岩
駅
か
ら
渋
谷

ま
で
は
、小
一
時
間
足
ら
ず

ま
で
は
、小
一
時
間
足
ら
ず

で
、駅
か
ら
２
分
で
す
の
で
、

で
、駅
か
ら
２
分
で
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

管
理
人
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と

　

管
理
人
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と

青
色
申
告
会
、
日
舞
（
坂
東

青
色
申
告
会
、
日
舞
（
坂
東

流
坂
東
玉
之
丞
）
に
携
わ
っ

流
坂
東
玉
之
丞
）
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

後
輩
に
伝
え
た
い
事
は
、

　

後
輩
に
伝
え
た
い
事
は
、

人
生
の
目
的
、
目
標
、
憧

人
生
の
目
的
、
目
標
、
憧

れ
、
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

れ
、
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
持
ち
、
良
き
友
人
を
持
つ

を
持
ち
、
良
き
友
人
を
持
つ

事
で
す
。

事
で
す
。

 

所　

環
（
74
文
）
記

浅見公幸さん浅見公幸さん

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
祝
賀
会
は
若
木
祭

　

今
回
の
祝
賀
会
は
若
木
祭

期
間
中
の
開
催
で
あ
っ
た
た

期
間
中
の
開
催
で
あ
っ
た
た

め
、
現
役
生
の
書
道
展
を
観

め
、
現
役
生
の
書
道
展
を
観

覧
し
て
か
ら
出
席
さ
れ
た
方

覧
し
て
か
ら
出
席
さ
れ
た
方

も
お
り
、
普
段
交
流
の
少
な

も
お
り
、
普
段
交
流
の
少
な

い
Ｏ
Ｂ
会
員
と
現
役
生
と
が

い
Ｏ
Ｂ
会
員
と
現
役
生
と
が

交
流
を
持
つ
良
い
機
会
の
よ

交
流
を
持
つ
良
い
機
会
の
よ

う
で
し
た
。
会
の
最
後
に
は

う
で
し
た
。
会
の
最
後
に
は

七
十
周
年
記
念
行
事
に
つ
い

七
十
周
年
記
念
行
事
に
つ
い

て
の
発
表
も
あ
り
、
こ
れ
か

て
の
発
表
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
七
十
周
年
に
向
け
て
益
々

ら
七
十
周
年
に
向
け
て
益
々

盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
と

盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
祝
賀
会
冒
頭
で

　

ま
た
、
祝
賀
会
冒
頭
で

は
、
昨
年
十
月
に
亡
く
な
ら

は
、
昨
年
十
月
に
亡
く
な
ら

れ
た
顧
問
の
佐
野
光
一
先
生

れ
た
顧
問
の
佐
野
光
一
先
生

や
逝
去
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
に

や
逝
去
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
に

向
け
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

向
け
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。
佐
野
先
生
は
、
三
十
年

た
。
佐
野
先
生
は
、
三
十
年

の
長
き
に
わ
た
り
現
役
生
や

の
長
き
に
わ
た
り
現
役
生
や

卒
業
生
の
指
導
を
い
た
だ
き

卒
業
生
の
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
田　

康
二
（
121
日
文
）
記

伊木先生に感謝。全国から参集したゼミ生伊木先生に感謝。全国から参集したゼミ生

お
伊
勢
参
り
と
志
摩
め
ぐ
り

〜
79
期
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
会

同
期
会
〜

　

我
々
同
期
は
二
年
ご
と
に

　

我
々
同
期
は
二
年
ご
と
に

各
地
を
旅
行
し
て
ま
い
り
ま

各
地
を
旅
行
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
古
希
を
迎

し
た
が
、
今
回
は
古
希
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
伊
勢
神
宮

え
る
に
あ
た
り
、
伊
勢
神
宮

参
拝
と
志
摩
観
光
を
五
月
二

参
拝
と
志
摩
観
光
を
五
月
二

十
一
日
〜
二
十
三
日
に
行
い

十
一
日
〜
二
十
三
日
に
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
九
名
。
当
日
は

　

参
加
者
は
九
名
。
当
日
は

名
古
屋
駅
に
集
合
し
早
速
伊

名
古
屋
駅
に
集
合
し
早
速
伊

勢
神
宮
外
宮
に
向
か
い
、
外

勢
神
宮
外
宮
に
向
か
い
、
外

宮
で
正
式
参
拝
の
後
、

宮
で
正
式
参
拝
の
後
、

別
宮
の
月
夜
見
宮
を
参

別
宮
の
月
夜
見
宮
を
参

拝
し
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ

拝
し
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
内
宮
に
向
か

　

翌
日
は
内
宮
に
向
か

い
、
正
式
参
拝
の
後
、

い
、
正
式
参
拝
の
後
、

神
楽
殿
に
て
御
神
楽
・

神
楽
殿
に
て
御
神
楽
・

御
饌
の
ご
祈
祷
を
し
て

御
饌
の
ご
祈
祷
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

十
年
毎
の
式
年
遷
宮
は

十
年
毎
の
式
年
遷
宮
は

〝
常
若
と
原
点
回
帰
の

〝
常
若
と
原
点
回
帰
の

営
み
〞
と
の
話
に
全
員

営
み
〞
と
の
話
に
全
員

感
激
し
、
納
得
い
た
し
ま
し

感
激
し
、
納
得
い
た
し
ま
し

た
。
た
。

　

お
昼
に
は
お
か
げ
横
丁
を

　

お
昼
に
は
お
か
げ
横
丁
を

散
策
し
、「
手
ご
ね
寿
司
」

散
策
し
、「
手
ご
ね
寿
司
」

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
賢
島
に
向
か

　

そ
の
後
、
賢
島
に
向
か

い
、
あ
ご
湾
遊
覧
に
乗
船
し

い
、
あ
ご
湾
遊
覧
に
乗
船
し

た
の
ち
、
宿
泊
先
の
先
般
サ

た
の
ち
、
宿
泊
先
の
先
般
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
「
志

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
「
志

摩
観
光
ホ
テ
ル
・
ザ
ク
ラ
シ

摩
観
光
ホ
テ
ル
・
ザ
ク
ラ
シ

ッ
ク
」
に
到
着
、
素
晴
ら
し

ッ
ク
」
に
到
着
、
素
晴
ら
し

い
夕
陽
を
浴
び
な
が
ら
お
い

い
夕
陽
を
浴
び
な
が
ら
お
い

し
い
海
と
山
の
幸
を
堪
能
し

し
い
海
と
山
の
幸
を
堪
能
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
は
瞬
く
間
に
過

　

楽
し
い
時
は
瞬
く
間
に
過

ぎ
、
帰
路
の
日
を
迎
え
、
サ

ぎ
、
帰
路
の
日
を
迎
え
、
サ

ミ
ッ
ト
会
場
ホ
テ
ル
館
内
ツ

ミ
ッ
ト
会
場
ホ
テ
ル
館
内
ツ

ア
ー
に
参
加
の
後
、
賢
島
駅

ア
ー
に
参
加
の
後
、
賢
島
駅

に
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

に
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
か
ら
四
十
七
年

　

卒
業
し
て
か
ら
四
十
七
年

と
な
り
ま
す
が
、
会
え
ば
学

と
な
り
ま
す
が
、
会
え
ば
学

生
時
代
と
同
様
、
話
は
尽
き

生
時
代
と
同
様
、
話
は
尽
き

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
元
気

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
元
気

に
参
加
で
き
る
こ
と
感
謝

に
参
加
で
き
る
こ
と
感
謝

し
、
今
後
も
「
常
若
」
の
気

し
、
今
後
も
「
常
若
」
の
気

持
ち
で
の
再
会
を
約
束
し
ま

持
ち
で
の
再
会
を
約
束
し
ま

し
た
。

し
た
。

 

三
嶋　

洋
一
（
79
経
）
記内宮宇治橋前で内宮宇治橋前で

現役も交えての祝賀会。皆で、65年の歩みを実感現役も交えての祝賀会。皆で、65年の歩みを実感

建
て
で
あ
り
、
古
き
良
き
秩

建
て
で
あ
り
、
古
き
良
き
秩

父
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま

父
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
す
。

　

昔
か
ら
秩
父
の
猟
師
達
は

　

昔
か
ら
秩
父
の
猟
師
達
は

捕
え
た
猪
の
肉
を
保
存
す
る

捕
え
た
猪
の
肉
を
保
存
す
る

た
め
に
味
噌
に
つ
け
て
い
ま

た
め
に
味
噌
に
つ
け
て
い
ま

し
た
。
こ
の
方
法
は
ジ
ビ
エ

し
た
。
こ
の
方
法
は
ジ
ビ
エ

料
理
と
し
て
秩
父
に
根
付
い

料
理
と
し
て
秩
父
に
根
付
い

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。

　

世
界
商
事
創
業
者
で
あ
る

　

世
界
商
事
創
業
者
で
あ
る

私
の
祖
父
大
島
嘉
久
治
が
猪

私
の
祖
父
大
島
嘉
久
治
が
猪

よ
り
肉
質
の
す
ぐ
れ
た
豚
肉

よ
り
肉
質
の
す
ぐ
れ
た
豚
肉

に
変
え
て
、
秩
父
豚
肉
味
噌

に
変
え
て
、
秩
父
豚
肉
味
噌

漬
と
し
て
売
り
出
し
ま
し

漬
と
し
て
売
り
出
し
ま
し

た
。
た
。

　

時
代
に
あ
わ
せ
て
味
噌
の

　

時
代
に
あ
わ
せ
て
味
噌
の

調
合
を
工
夫
し
、
現
在
で
は

調
合
を
工
夫
し
、
現
在
で
は

広
島
県
産
の
大
麦
味
噌
と
、

広
島
県
産
の
大
麦
味
噌
と
、

長
野
県
産
、
信
州
味
噌
を
独

長
野
県
産
、
信
州
味
噌
を
独

自
の
工
程
を
踏
ま
え
、
熟
成

自
の
工
程
を
踏
ま
え
、
熟
成

さ
せ
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

さ
せ
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
産
豚
ロ
ー
ス
肉
を
ガ
ー

　

国
産
豚
ロ
ー
ス
肉
を
ガ
ー

ゼ
で
包
む
な
ど
独
自
の
方
法

ゼ
で
包
む
な
ど
独
自
の
方
法

で
調
理
さ
れ
た
お
肉
は
、
焼

で
調
理
さ
れ
た
お
肉
は
、
焼

き
あ
が
る
と
、
味
噌
の
風
味

き
あ
が
る
と
、
味
噌
の
風
味

が
口
の
中
で
甘
く
香
る
、
秩

が
口
の
中
で
甘
く
香
る
、
秩

父
の
絶
品
料
理
で
あ
り
ま

父
の
絶
品
料
理
で
あ
り
ま

す
。
ご
は
ん
の
お
か
ず
と
し

す
。
ご
は
ん
の
お
か
ず
と
し

て
、
ま
た
、
お
酒
の
お
つ
ま

て
、
ま
た
、
お
酒
の
お
つ
ま

み
と
し
て
大
変
好
評
を
得
て

み
と
し
て
大
変
好
評
を
得
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

秩
父
に
お
い
で
の
際
は
ぜ

　

秩
父
に
お
い
で
の
際
は
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
お
待
ち

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

し
て
お
り
ま
す
。

◆ 

秩
父
豚
肉
味
噌
漬
本
舗 

せ
か
い

　

秩
父
市
本
町
四

二
三

　

☎ 

〇
四
九
四

二
二

〇

一
六
九

　

 

〇
四
九
四

二
四

五

一
二
五

　

 

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜

午
後
７
時

　

 

定
休
日　

毎
週
火
曜
日
、

及
び
元
日

　

 
h
ttp

s://w
w
w
.

sekaishoji.com
/

 

大
島　

秀
之
（
104
哲
）
記

左
か
ら
鍋
田
さ
ん
・
千
家
さ
ん

左
か
ら
鍋
田
さ
ん
・
千
家
さ
ん

・
岡
部
さ
ん
・
筆
者
・
小
谷
さ

・
岡
部
さ
ん
・
筆
者
・
小
谷
さ

ん
（
7474
期
の
同
期
会
で
）

期
の
同
期
会
で
）

し
方
な
ど
人
生
の
大
切
な
指

し
方
な
ど
人
生
の
大
切
な
指

針
と
言
え
る
も
の
を
そ
れ
ぞ

針
と
言
え
る
も
の
を
そ
れ
ぞ

れ
に
授
け
て
貰
っ
た
の
で

れ
に
授
け
て
貰
っ
た
の
で

す
。
本
当
に
今
は
た
だ
感
謝

す
。
本
当
に
今
は
た
だ
感
謝

の
思
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

の
思
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
全
ゼ
ミ
生
は
伊
木
先

　

我
々
全
ゼ
ミ
生
は
伊
木
先

生
を
心
の
師
と
し
て
、
こ
れ

生
を
心
の
師
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
し
っ
か
り
と

か
ら
の
人
生
を
し
っ
か
り
と

歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

 

菅
原　

希
六
（
84
経
・

 

ゼ
ミ
６
期
生
）
記

15 平成30年８月10日（金）　No.369 院 友 会 報 残暑見舞号



登
録（
平

登
録（
平

成
二
十
九

成
二
十
九

年
十
月
三

年
十
月
三

十
一
日
）

十
一
日
）

さ
れ
た
の

さ
れ
た
の

を
機
と
し

を
機
と
し

て
、
院
友

て
、
院
友

の
角
田
真

の
角
田
真

也（
本
号

也（
本
号

1414
頁「
我
が
支
部
の
自
慢
」と

頁「
我
が
支
部
の
自
慢
」と

し
て
掲
載
）高
崎
市
教
育
委

し
て
掲
載
）高
崎
市
教
育
委

員
会
文
化
財
保
護
課
長
を
講

員
会
文
化
財
保
護
課
長
を
講

師
に
迎
え
、「
山
上
碑（
や
ま

師
に
迎
え
、「
山
上
碑（
や
ま

の
う
え
ひ
）」「
多
胡
碑（
た
ご

の
う
え
ひ
）」「
多
胡
碑（
た
ご

ひ
）」「
金
井
沢
碑（
か
な
い
ざ

ひ
）」「
金
井
沢
碑（
か
な
い
ざ

わ
ひ
）」の
持
つ
歴
史
的
な
価

わ
ひ
）」の
持
つ
歴
史
的
な
価

値
や
地
域
・
国
家
に
果
た
し

値
や
地
域
・
国
家
に
果
た
し

た
役
割
の
重
大
さ
な
ど
を
再

た
役
割
の
重
大
さ
な
ど
を
再

認
識
す
る
文
化
講
演
会
と
し

認
識
す
る
文
化
講
演
会
と
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
開
催
期
日
】
平
成
三
十
年

【
開
催
期
日
】
平
成
三
十
年

九
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時

九
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時

　

群
馬
県
支
部
で
は
、毎
年
、総

群
馬
県
支
部
で
は
、毎
年
、総

会
に
合
わ
せ
講
演
会
を
実
施
し

会
に
合
わ
せ
講
演
会
を
実
施
し

て
い
る
。昨
年
度
に
続
き
本
年

て
い
る
。昨
年
度
に
続
き
本
年

度
も
、院
友
会
の「
も
っ
と
日
本

度
も
、院
友
会
の「
も
っ
と
日
本

を
学
ぼ
う
」と
い
う
統
一
テ
ー

を
学
ぼ
う
」と
い
う
統
一
テ
ー

マ
の
も
と
、公
益
事
業
と
し
て

マ
の
も
と
、公
益
事
業
と
し
て

の
文
化
講
演
会
を
開
催
す
る
。

の
文
化
講
演
会
を
開
催
す
る
。

　

平
成
二
十
六
年
に
富
岡
製

　

平
成
二
十
六
年
に
富
岡
製

糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅
、高
山

糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅
、高
山

社
跡
、荒
船
風
穴
の
群
馬
県

社
跡
、荒
船
風
穴
の
群
馬
県

の
四
資
産
が
世
界
文
化
遺
産

の
四
資
産
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、そ
の
遺
産
の

に
登
録
さ
れ
、そ
の
遺
産
の

保
存
、登
録
等
の
活
動
に
多

保
存
、登
録
等
の
活
動
に
多

く
の
院
友
が
携
わ
っ
て
い
る

く
の
院
友
が
携
わ
っ
て
い
る

　

大
分
県
支
部
で
は
昨
年
度

　

大
分
県
支
部
で
は
昨
年
度

に
続
い
て
文
化
講
演
会
を
開

に
続
い
て
文
化
講
演
会
を
開

催
す
る
。
こ
れ
は
、
本
県
で

催
す
る
。
こ
れ
は
、
本
県
で

も
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

も
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
、
平
成
二
十
八
年
四
月
に

た
、
平
成
二
十
八
年
四
月
に

起
こ
っ
た
熊
本
地
震
に
よ
る

起
こ
っ
た
熊
本
地
震
に
よ
る

院
友
会
の
大
規
模
災
害
被
災

院
友
会
の
大
規
模
災
害
被
災

地
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

地
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
る
。
今
回
は
「
〜

実
施
さ
れ
る
。
今
回
は
「
〜

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
〜
」

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
〜
」

と
銘
打
っ
て
開
催
す
る
。

と
銘
打
っ
て
開
催
す
る
。

　

な
お
文
化
講
演
会
終
了
後

　

な
お
文
化
講
演
会
終
了
後

は
恒
例
の
支
部
総
会
・
懇
親

は
恒
例
の
支
部
総
会
・
懇
親

会
も
合
わ
せ
て
開
催
い
た
し

会
も
合
わ
せ
て
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆

様
に
お
越
し
願
い
た
い
。

様
に
お
越
し
願
い
た
い
。

☆
口
演
漫
談「
日
本
人
の
心
」

☆
口
演
漫
談「
日
本
人
の
心
」

講
師
：
矢
野
大
和
氏（

講
師
：
矢
野
大
和
氏（
8888
経
／
経
／

鷹
取
屋
神
社
宮
司
・
口
演
家
）

鷹
取
屋
神
社
宮
司
・
口
演
家
）

☆
講
演

☆
講
演

「
八
幡
宮

「
八
幡
宮

の
信
仰
」

の
信
仰
」

講
師
：
𠮷

講
師
：
𠮷

田
茂
穗
氏

田
茂
穗
氏

（
7373
政
・
政
・

7474
神
専
攻

神
専
攻

／
院
友
会

／
院
友
会

会
長
・
鶴

会
長
・
鶴

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

「
大
規
模
被
災
地
支
援
事
業
・
文
化

「
大
規
模
被
災
地
支
援
事
業
・
文
化

講
演
会
」
を
開
催
（
一
般
公
開
）

講
演
会
」
を
開
催
（
一
般
公
開
）

 

大
分
県
支
部

大
分
県
支
部

予　告

予　告

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」

上
野
三
碑
―
世
界
文
化
遺
産
の

上
野
三
碑
―
世
界
文
化
遺
産
の

向
こ
う
に
見
え
る
も
の

向
こ
う
に
見
え
る
も
の
―

 

群
馬
県
支
部

群
馬
県
支
部

　

当
支
部
で
は
地
域
の
絆
を

当
支
部
で
は
地
域
の
絆
を

強
め
、活
性
化
に
寄
与
す
る
こ

強
め
、活
性
化
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、院
友
会
だ
か
ら

と
を
目
的
に
、院
友
会
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
地
域
貢
献
活
動

こ
そ
で
き
る
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

開
催
し
て
き
ま
し
た
。平
成
二

開
催
し
て
き
ま
し
た
。平
成
二

十
八
年
度
は「
静
岡（
ふ
る
さ

十
八
年
度
は「
静
岡（
ふ
る
さ

と
）を
い
か
に
創
る
か
」を
主

と
）を
い
か
に
創
る
か
」を
主

題
に
信
仰
と
振
興
を
キ
ー
ワ

題
に
信
仰
と
振
興
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
た
講
演
会
・
シ
ン
ポ

ー
ド
に
し
た
講
演
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、昨
年
度
は

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、昨
年
度
は

初
代
県
知
事
関
口
隆
吉
の
人

初
代
県
知
事
関
口
隆
吉
の
人

生
を
学
び「
明
治

生
を
学
び「
明
治
150150
年
」の
事

年
」の
事

前
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

前
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
に
よ
り
多
く
の

明
治
維
新
に
よ
り
多
く
の

旧
幕
臣
を
迎
え
入
れ
た
、静
岡

旧
幕
臣
を
迎
え
入
れ
た
、静
岡

県
。郷
土
の
発
展
の
中
に
は
、

県
。郷
土
の
発
展
の
中
に
は
、

静
岡
へ
移
住
し
た
彼
ら
の
活

静
岡
へ
移
住
し
た
彼
ら
の
活

躍
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。激

躍
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。激

動
の
新
時
代
を
彼
ら
は
ど
の

動
の
新
時
代
を
彼
ら
は
ど
の

よ
う
に
切
り
開
い
て
い
っ
た

よ
う
に
切
り
開
い
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
先
人
の

の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
先
人
の

生
き
方
か
ら
、私
た
ち
は
よ
り

生
き
方
か
ら
、私
た
ち
は
よ
り

豊
か
な
故
郷
を
創
る
知
恵
や

豊
か
な
故
郷
を
創
る
知
恵
や

教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な

教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。明
治
百
五
十

い
で
し
ょ
う
か
。明
治
百
五
十

年
の
今
年
、郷
土
ゆ
か
り
の
人

年
の
今
年
、郷
土
ゆ
か
り
の
人

々
の
歩
み
に
光
を
あ
て
、そ
の

々
の
歩
み
に
光
を
あ
て
、そ
の

実
像
や
実
情
を
浮
き
彫
り
に

実
像
や
実
情
を
浮
き
彫
り
に

し
て
地
域
づ
く
り
へ
の
新
た

し
て
地
域
づ
く
り
へ
の
新
た

な
視
点
や
方
策
を
考
え
て
い

な
視
点
や
方
策
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。文
化
講

き
た
い
と
思
い
ま
す
。文
化
講

演
会
で
は
、國
學
院
大
學
文
学

演
会
で
は
、國
學
院
大
學
文
学

部
教
授
の
吉
岡
孝
先
生
に「
地

部
教
授
の
吉
岡
孝
先
生
に「
地

域
社
会
か
ら
み
た
八
王
子
千

域
社
会
か
ら
み
た
八
王
子
千

人
隊
の
静
岡
移
住
」を
演
題
に

人
隊
の
静
岡
移
住
」を
演
題
に

ご
講
演
い

ご
講
演
い

た
だ
き
、

た
だ
き
、

地
域
報
告

地
域
報
告

で
は
元
常

で
は
元
常

葉
大
学
教

葉
大
学
教

授
の
天
野

授
の
天
野

忍
支
部
長

忍
支
部
長

よ
り「
維

よ
り「
維

新
が
地
域

新
が
地
域

予　告

文
化
講
演
会「
明
治
維
新
と
静
岡
」

文
化
講
演
会「
明
治
維
新
と
静
岡
」

 

静
岡
県
中
部
支
部

静
岡
県
中
部
支
部

　

福
島
県
中
通
り
支
部
で

　

福
島
県
中
通
り
支
部
で

は
、
去
る
五
月
二
十
日

は
、
去
る
五
月
二
十
日

（
日
）、
福
島
県
中
通
り
・

（
日
）、
福
島
県
中
通
り
・

浜
通
り
支
部
合
同
総
会
に
際

浜
通
り
支
部
合
同
総
会
に
際

し
、
公
開
講
演
会
を
開
成
山

し
、
公
開
講
演
会
を
開
成
山

大
神
宮
参
集
殿
に
て
開
催
し

大
神
宮
参
集
殿
に
て
開
催
し

た
。
院
友
会
と
し
て
掲
げ
て

た
。
院
友
会
と
し
て
掲
げ
て

い
る
「
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ

い
る
「
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
踏
ま

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
踏
ま

え
、
ま
た
、
平
成
三
十
年
は

え
、
ま
た
、
平
成
三
十
年
は

戊
辰
戦
争
一
五
〇
周
年
と
い

戊
辰
戦
争
一
五
〇
周
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、「
中
通
り

う
こ
と
も
あ
り
、「
中
通
り

の
戊
辰
戦
争
」
と
い
う
演
題

の
戊
辰
戦
争
」
と
い
う
演
題

で
歴
史
研
究
家
の
岡
田
峰
幸

で
歴
史
研
究
家
の
岡
田
峰
幸

氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

岡
田
氏
は
歴
史
研
究
家
・

　

岡
田
氏
は
歴
史
研
究
家
・

歴
史
小
説
家
と
し
て
活
動
し

歴
史
小
説
家
と
し
て
活
動
し

て
お
り
、
現
在
は
桜
の
聖
母

て
お
り
、
現
在
は
桜
の
聖
母

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
講
師

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
講
師

を
し
て
い
る
。
講
演
会
で

を
し
て
い
る
。
講
演
会
で

は
、
中
通
り
、
ひ
い
て
は
福

は
、
中
通
り
、
ひ
い
て
は
福

島
県
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
に

島
県
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
に

つ
い
て
、
明
治
維
新
当
時
の

つ
い
て
、
明
治
維
新
当
時
の

情
勢
を
踏
ま
え
た
上
で
、
な

情
勢
を
踏
ま
え
た
上
で
、
な

ぜ
戊
辰
戦
争
に
至
っ
た
か
、

ぜ
戊
辰
戦
争
に
至
っ
た
か
、

ま
た
、
新
政
府
軍
に
敗
北
し

ま
た
、
新
政
府
軍
に
敗
北
し

た
要
因
、
さ
ら
に
、
戊
辰
戦

た
要
因
、
さ
ら
に
、
戊
辰
戦

争
後
の
福
島
県
に
つ
い
て
、

争
後
の
福
島
県
に
つ
い
て
、

多
角
的
な
面
か
ら
詳
し
く
ご

多
角
的
な
面
か
ら
詳
し
く
ご

説
明
い
た
だ
い
た
。

説
明
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
会
は
入
場
無
料
で
開

　

講
演
会
は
入
場
無
料
で
開

催
し
、
戊
辰
戦
争
一
五
〇
周

催
し
、
戊
辰
戦
争
一
五
〇
周

年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ
る

年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ
る

こ
と
や
、
ま
た
、
新
聞
で
の

こ
と
や
、
ま
た
、
新
聞
で
の

広
告
が
功
を
奏
し
た
た
め

広
告
が
功
を
奏
し
た
た
め

か
、
院
友
会
員
含
め
、
百
五

か
、
院
友
会
員
含
め
、
百
五

十
人
程
の
来
場
者
数
で
あ
っ

十
人
程
の
来
場
者
数
で
あ
っ

報　告

公
開
講
演
会「
中
通
り
の
戊
辰
戦
争
」

公
開
講
演
会「
中
通
り
の
戊
辰
戦
争
」

を
開
催

を
開
催 

福
島
県
中
通
り
支
部

福
島
県
中
通
り
支
部

　

平
成
三
十
年
六
月
二
日
、

　

平
成
三
十
年
六
月
二
日
、

沖
縄
県
支
部
と
若
木
育
成
会

沖
縄
県
支
部
と
若
木
育
成
会

の
総
会
を
那
覇
市
内
の
ホ
テ

の
総
会
を
那
覇
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
し
た
。
本
支
部
は

ル
で
開
催
し
た
。
本
支
部
は

平
成
二
十
八
年
度
、
二
十
九

平
成
二
十
八
年
度
、
二
十
九

年
度
と
公
開
講
演
を
行
っ
て

年
度
と
公
開
講
演
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
沖
縄
県

い
ま
す
が
、
今
年
は
沖
縄
県

支
部
支
部
長
で
琉
球
放
送
ア

支
部
支
部
長
で
琉
球
放
送
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
箕
田
和
男
氏

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
箕
田
和
男
氏

（
8585
経
）
が
自
ら
講
演
を
行

経
）
が
自
ら
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
県
内
の
院
友
を

い
ま
し
た
。
県
内
の
院
友
を

は
じ
め
一
般
の
方
々
約
五
十

は
じ
め
一
般
の
方
々
約
五
十

名
が
来
場
さ

名
が
来
場
さ

れ
、
熱
心
に
聴

れ
、
熱
心
に
聴

講
さ
れ
て
い
た

講
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
印
象
的

こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

で
し
た
。

　

箕
田
ア
ナ
ウ

　

箕
田
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
は
、
ニ

ン
サ
ー
は
、
ニ

ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
な
ど
琉
球

タ
ー
な
ど
琉
球

放
送
の
看
板
で

放
送
の
看
板
で

あ
る
と
と
も

あ
る
と
と
も

に
、
特
に
ラ
ジ

に
、
特
に
ラ
ジ

オ
で
は
パ
ー
ソ

オ
で
は
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
と

ナ
リ
テ
ィ
ー
と

し
て
ご
活
躍
さ

し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

報　告
『
私
と
ラ
ジ
オ
』〜
テ
レ
ビ
に
は
な
い

『
私
と
ラ
ジ
オ
』〜
テ
レ
ビ
に
は
な
い

ラ
ジ
オ
の
魅
力
を
語
る

ラ
ジ
オ
の
魅
力
を
語
る 

沖
縄
県
支
部

沖
縄
県
支
部

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
ぼ
学学学学学学学学学学学

本本本
をををを
学学学学

本本
をををを
学学学学

本本本本本本本本本本本
を
学
ぼ

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開
――

岡
八
幡
宮
宮
司
）

岡
八
幡
宮
宮
司
）

【
日
時
】
平
成
三
十
年
八
月

【
日
時
】
平
成
三
十
年
八
月

二
十
六
日
（
日
）
午
後
二
時

二
十
六
日
（
日
）
午
後
二
時

か
ら
か
ら

※
支
部
総
会
は
午
後
五
時
か

※
支
部
総
会
は
午
後
五
時
か

ら
予
定

ら
予
定

【
会
場
】
ホ
テ
ル
日
航
大
分

【
会
場
】
ホ
テ
ル
日
航
大
分

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
（
Ｊ
Ｒ
大

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
（
Ｊ
Ｒ
大

分
駅
よ
り
徒
歩
十
分
）

分
駅
よ
り
徒
歩
十
分
）

【
お
問
合
せ
先
】
高
司
信
太

【
お
問
合
せ
先
】
高
司
信
太

郎
（
郎
（
7878
法
・
法
・
8080
神
専
攻
）
〇

神
専
攻
）
〇

九
七
七
‐
二
二
‐
三
一
一
一

九
七
七
‐
二
二
‐
三
一
一
一

 

支
部
事
務
局
・
記

東
京
都
出
身
の
箕
田
さ
ん
が

東
京
都
出
身
の
箕
田
さ
ん
が

沖
縄
に
来
て
、
今
年
で
四
十

沖
縄
に
来
て
、
今
年
で
四
十

年
と
い
う
節
目
の
年
と
い
う

年
と
い
う
節
目
の
年
と
い
う

こ
と
で
、『
私
と
ラ
ジ
オ
』

こ
と
で
、『
私
と
ラ
ジ
オ
』

と
題
し
て
、
ご
自
身
の
経
歴

と
題
し
て
、
ご
自
身
の
経
歴

と
ラ
ジ
オ
の
魅
力
や
、
テ
レ

と
ラ
ジ
オ
の
魅
力
や
、
テ
レ

ビ
に
は
無
い
ラ
ジ
オ
の
効
能

ビ
に
は
無
い
ラ
ジ
オ
の
効
能

な
ど
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

な
ど
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

講
演
で
は
、
箕
田
さ
ん
の

　

講
演
で
は
、
箕
田
さ
ん
の

人
気
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ

人
気
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ

る
、
朝
日
放
送
『
探
偵
ナ
イ

る
、
朝
日
放
送
『
探
偵
ナ
イ

ト
ス
ク
ー
プ
』
の
『
懐
か
し

ト
ス
ク
ー
プ
』
の
『
懐
か
し

の
Ｄ
Ｊ
に
会
い
た
い
』
と
い

の
Ｄ
Ｊ
に
会
い
た
い
』
と
い

う
映
像
も
紹
介
さ
れ
ま
し

う
映
像
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
二
十
数
年
前
、
父
親
が

た
。
二
十
数
年
前
、
父
親
が

転
勤
族
で
中
学
の
約
二
年
間

転
勤
族
で
中
学
の
約
二
年
間

沖
縄
に
住
ん
で
い
た
長
崎
在

沖
縄
に
住
ん
で
い
た
長
崎
在

住
の
女
性
が
転
校
し
た
ば
か

住
の
女
性
が
転
校
し
た
ば
か

り
の
見
知
ら
ぬ
土
地
沖
縄

り
の
見
知
ら
ぬ
土
地
沖
縄

で
、
深
夜
ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ

で
、
深
夜
ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ

と
が
唯
一
の
楽
し
み
で
し

と
が
唯
一
の
楽
し
み
で
し

た
。
転
校
前
に
一
度
会
い
に

た
。
転
校
前
に
一
度
会
い
に

行
っ
た
、
人
気
番
組
の
Ｄ

行
っ
た
、
人
気
番
組
の
Ｄ

Ｊ
、
箕
田
さ
ん
は
今
ど
う
し

Ｊ
、
箕
田
さ
ん
は
今
ど
う
し

て
い
る
の
か
？
あ
の
時
録
音

て
い
る
の
か
？
あ
の
時
録
音

し
た
私
た
ち
の
声
は
放
送
さ

し
た
私
た
ち
の
声
は
放
送
さ

れ
た
の
か
？
自
ら
確
か
め
る

れ
た
の
か
？
自
ら
確
か
め
る

た
め
、
女
性
は
再
び
沖
縄
を

た
め
、
女
性
は
再
び
沖
縄
を

訪
れ
る
―
―
と
い
う
内
容
で

訪
れ
る
―
―
と
い
う
内
容
で

し
た
。

し
た
。

た
。
想
定
を
超
え
た
人
数
で

た
。
想
定
を
超
え
た
人
数
で

あ
っ
た
た
め
、

あ
っ
た
た
め
、

急
遽
席
を
増
や

急
遽
席
を
増
や

す
慌
た
だ
し
い

す
慌
た
だ
し
い

場
面
も
あ
っ

場
面
も
あ
っ

た
。
た
。

　

福
島
県
は
、

　

福
島
県
は
、

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

時
に
多
数
の
支

時
に
多
数
の
支

援
を
受
け
て
お

援
を
受
け
て
お

り
、
当
支
部
と

り
、
当
支
部
と

し
て
は
今
後

し
て
は
今
後

も
、
積
極
的
に

も
、
積
極
的
に

公
益
事
業
に
取

公
益
事
業
に
取

り
組
み
た
い
と

り
組
み
た
い
と

　

國
學
院
大
學
の
学
統
の
ひ

　

國
學
院
大
學
の
学
統
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
折
口
学
」
を

と
つ
で
あ
る
「
折
口
学
」
を

樹
立
し
た
折
口
信
夫
（
明
治

樹
立
し
た
折
口
信
夫
（
明
治

二
十
年
二
月
十
一
日
〜
昭
和

二
十
年
二
月
十
一
日
〜
昭
和

二
十
八
年
九
月
三
日
）
の
没

二
十
八
年
九
月
三
日
）
の
没

後
六
十
五
年
に
あ
た
っ
て
、

後
六
十
五
年
に
あ
た
っ
て
、

日
本
の
民
俗
学
、
国
文
学
、

日
本
の
民
俗
学
、
国
文
学
、

国
語
学
、
芸
能
史
の
研
究
者

国
語
学
、
芸
能
史
の
研
究
者

で
あ
り
、
か
つ
釈
迢
空
と
号

で
あ
り
、
か
つ
釈
迢
空
と
号

し
た
詩
人
・
歌
人
で
も
あ
っ

し
た
詩
人
・
歌
人
で
も
あ
っ

た
折
口
信
夫
博
士
の
遺
風
を

た
折
口
信
夫
博
士
の
遺
風
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
基
調

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
基
調

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
今
に
通
用

シ
ョ
ン
を
通
し
て
今
に
通
用

す
る
折
口
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

す
る
折
口
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
世
界
と
釈
迢
空
の
魅
力

ク
な
世
界
と
釈
迢
空
の
魅
力

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

基
調
講
演
で
は
、作
家
・
国

　

基
調
講
演
で
は
、作
家
・
国

文
学
者
と
し
て
著
名
な
林
望

文
学
者
と
し
て
著
名
な
林
望

氏
に
、リ
ン
ボ
ウ
先
生
か
ら

氏
に
、リ
ン
ボ
ウ
先
生
か
ら

み
た
学
者
と
し
て
文
人
と
し

み
た
学
者
と
し
て
文
人
と
し

て
の
折
口
信
夫
を
語
っ
て
い

て
の
折
口
信
夫
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。林
望
氏
は
慶

た
だ
き
ま
す
。林
望
氏
は
慶

応
義
塾
大
学
に
お
い
て
折
口

応
義
塾
大
学
に
お
い
て
折
口

学
の
薫
陶
を
受
け
た
お
一
人

学
の
薫
陶
を
受
け
た
お
一
人

で
も
あ
り
ま
す
。シ
ン
ポ
ジ

で
も
あ
り
ま
す
。シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
林
望
氏
に
加
え
て

ウ
ム
で
は
林
望
氏
に
加
え
て

斯
界
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

斯
界
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

お
迎
え
し
討
論
を
い
た
し
ま

お
迎
え
し
討
論
を
い
た
し
ま

す
。パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
松

す
。パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
松

山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
館

山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
館

長
の
竹
田
美
喜
氏
に
は
、和

長
の
竹
田
美
喜
氏
に
は
、和

歌
の
面
か
ら
み
た
折
口
博
士

歌
の
面
か
ら
み
た
折
口
博
士

の
こ
と
な
ど
を
、そ
し
て
も

の
こ
と
な
ど
を
、そ
し
て
も

う
一
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ

う
一
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ

る
國
學
院
大
學
教
授
の
久
野

る
國
學
院
大
學
教
授
の
久
野

マ
リ
子
氏
に

マ
リ
子
氏
に

は
、民
俗
学
、

は
、民
俗
学
、

国
語
学
の
面

国
語
学
の
面

か
ら
み
た
折

か
ら
み
た
折

口
博
士
の
こ

口
博
士
の
こ

と
な
ど
を
伺

と
な
ど
を
伺

い
ま
す
。コ

い
ま
す
。コ

ー
デ
ィ
ネ
ー

ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、愛

タ
ー
は
、愛

予　告

文
化
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

文
化
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
折
口
信
夫
と
釈
迢
空
」

「
折
口
信
夫
と
釈
迢
空
」

〜
現
在
か
ら
み
る
折
口
博
士
の
遺
風
〜

〜
現
在
か
ら
み
る
折
口
博
士
の
遺
風
〜

 

愛
媛
県
支
部

愛
媛
県
支
部

媛
大
学
元
副
学
長
、現
法
文

媛
大
学
元
副
学
長
、現
法
文

学
部
教
授
で
あ
る
清
水
史
院

学
部
教
授
で
あ
る
清
水
史
院

友
会
副
支
部
長
が
務
め
、折

友
会
副
支
部
長
が
務
め
、折

口
信
夫
の
偉
業
に
対
す
る
今

口
信
夫
の
偉
業
に
対
す
る
今

日
的
価
値
を
改
め
て
認
識
す

日
的
価
値
を
改
め
て
認
識
す

る
と
と
も
に
、す
ぐ
れ
た
学

る
と
と
も
に
、す
ぐ
れ
た
学

統
の
下
で
学
ぶ
喜
び
、智
慧

統
の
下
で
学
ぶ
喜
び
、智
慧

を
紡
ぎ
出
し
て
ひ
と
つ
の
成

を
紡
ぎ
出
し
て
ひ
と
つ
の
成

果
を
創
出
す
る
楽
し
み
を
伝

果
を
創
出
す
る
楽
し
み
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

上
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
時
】
平
成
三
十
年

【
実
施
日
時
】
平
成
三
十
年

十
二
月
十
二
日
（
水
）
午
後

十
二
月
十
二
日
（
水
）
午
後

二
時
〜
四
時

二
時
〜
四
時

【
開
催
場
所
】
松
山
市
立
子

【
開
催
場
所
】
松
山
市
立
子

規
記
念
博
物
館
講
堂（
四
階
）

規
記
念
博
物
館
講
堂（
四
階
）

【
定
員
】約
四
〇
〇
名（
入
場

【
定
員
】約
四
〇
〇
名（
入
場

無
料
、申
込
不
要
、先
着
順
）

無
料
、申
込
不
要
、先
着
順
）

【
主
催
】國
學
院
大
學
・
國
學

【
主
催
】國
學
院
大
學
・
國
學

院
大
學
院
友
会
・
國
學
院
大

院
大
學
院
友
会
・
國
學
院
大

學
若
木
育
成
会
愛
媛
県
支
部

學
若
木
育
成
会
愛
媛
県
支
部

【
後
援
（
予
定
）】
愛
媛
県

【
後
援
（
予
定
）】
愛
媛
県

教
育
委
員
会
、
松
山
市
教
育

教
育
委
員
会
、
松
山
市
教
育

委
員
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送

委
員
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送

局
、
愛
媛
新
聞
社
、
他

局
、
愛
媛
新
聞
社
、
他

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
院
友

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
院
友

会
愛
媛
県
支
部
事
務
局

会
愛
媛
県
支
部
事
務
局 

電

話 
〇
八
九
‐
九
六
四
‐
八

〇
八
九
‐
九
六
四
‐
八

七
五
二
（
相
原
宗
正
）

七
五
二
（
相
原
宗
正
）

　

副
支
部
長

　
　

清 

水　

史
（
85
文
・
87
博

　

前
文
・
91
博
後
文
）記

に
及
ぼ
し
た
も
の
」を
テ
ー
マ

に
及
ぼ
し
た
も
の
」を
テ
ー
マ

に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
会
の
ま
と
め
と
し
て
先
生

本
会
の
ま
と
め
と
し
て
先
生

方
に
よ
る「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」

方
に
よ
る「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」

の
時
間
を
設
け
、郷
土
愛
や
文

の
時
間
を
設
け
、郷
土
愛
や
文

化
を
育
む
思
い
を
高
め
る
機

化
を
育
む
思
い
を
高
め
る
機

会
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

会
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
せ
。

え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
せ
。

【
日
時
】
平
成
三
十
年
九
月

【
日
時
】
平
成
三
十
年
九
月

八
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら

八
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら

四
時
三
十
分
ま
で

四
時
三
十
分
ま
で

【
会
場
】
静
岡
県
男
女
共
同

【
会
場
】
静
岡
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
ざ
れ

参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
ざ
れ

あ
」
四
階
第
一
研
修
室
（
静

あ
」
四
階
第
一
研
修
室
（
静

岡
市
駿
河
区
馬
渕
一
丁
目

岡
市
駿
河
区
馬
渕
一
丁
目
1717

‐
１
）
１
）

【
定
員
】
一
〇
〇
名
、
一
般

【
定
員
】
一
〇
〇
名
、
一
般

公
開
、
入
場
無
料
。

公
開
、
入
場
無
料
。

【
後
援
（
予
定
）】
静
岡
県

【
後
援
（
予
定
）】
静
岡
県

教
育
委
員
会
、
静
岡
市
教
育

教
育
委
員
会
、
静
岡
市
教
育

委
員
会
、
静
岡
新
聞
社
、
静

委
員
会
、
静
岡
新
聞
社
、
静

岡
放
送

岡
放
送

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
靜
岡

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
靜
岡

縣
護
國
神
社　

電
話
：
〇
五

縣
護
國
神
社　

電
話
：
〇
五

四
‐
二
六
一
‐
〇
四
三
五

四
‐
二
六
一
‐
〇
四
三
五

支
部
事
務
局　

小
杉
明
史

支
部
事
務
局　

小
杉
明
史

（
9999
史
）　

携
帯
電
話
：
〇
九

史
）　

携
帯
電
話
：
〇
九

〇
‐
一
八
六
四
‐
六
二
二
六

〇
‐
一
八
六
四
‐
六
二
二
六

　

支
部
事
務
局

 

小
杉　

明
史（
99
史
）記

こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
こ
で
、

こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
こ
で
、

過
去
三
カ
年
の
講
演
会
で

過
去
三
カ
年
の
講
演
会
で

は
、「
世
界
文
化
遺
産
の
向
こ

は
、「
世
界
文
化
遺
産
の
向
こ

う
に
見
え
る
も
の
」と
テ
ー

う
に
見
え
る
も
の
」と
テ
ー

マ
を
設
定
し
、サ
ブ
テ
ー
マ

マ
を
設
定
し
、サ
ブ
テ
ー
マ

を
、平
成
二
十
七
年
度「
荒
船

を
、平
成
二
十
七
年
度「
荒
船

風
穴
、高
山
社
の
果
た
し
た

風
穴
、高
山
社
の
果
た
し
た

役
割
」、同
二
十
八
年
度「
富

役
割
」、同
二
十
八
年
度「
富

岡
製
糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅

岡
製
糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅

の
果
た
し
た
役
割
」、そ
し

の
果
た
し
た
役
割
」、そ
し

て
、同
二
十
九
年
度
は「
養
蚕

て
、同
二
十
九
年
度
は「
養
蚕

の
民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱
歌
」

の
民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱
歌
」

と
し
て
実
施
し
た
。本
年
度

と
し
て
実
施
し
た
。本
年
度

は
、奈
良
時
代
の
碑「
上
野
三

は
、奈
良
時
代
の
碑「
上
野
三

碑（
こ
う
ず
け
さ
ん
ぴ
）」が

碑（
こ
う
ず
け
さ
ん
ぴ
）」が

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」に

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」に

三
十
分
か
ら

三
十
分
か
ら

【
会
場
】「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン

【
会
場
】「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン

高
崎
」
高
崎
市
赤
坂
町

高
崎
」
高
崎
市
赤
坂
町
9494

（
高
崎
神
社
内
）
〇
二
七
‐

（
高
崎
神
社
内
）
〇
二
七
‐

三
二
五
‐
五
八
五
八

三
二
五
‐
五
八
五
八

【
講
師
】
角
田
真
也
氏
（

【
講
師
】
角
田
真
也
氏
（
103103

史
・
史
・
105105
博
前
史
）

博
前
史
）

【
定
員
】
一
五
〇
名

【
定
員
】
一
五
〇
名

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
二
七
〇
‐
六
二
‐
〇
七
一

〇
二
七
〇
‐
六
二
‐
〇
七
一

五　

支
部
長　

渡
辺
正
一

五　

支
部
長　

渡
辺
正
一

　

支
部
長

 

渡
辺　

正
一（
88
文
）記

考
え
て
い
る
。
今
回
の
講
演

考
え
て
い
る
。
今
回
の
講
演

会
を
踏
ま
え
、
次
回
は
さ
ら

会
を
踏
ま
え
、
次
回
は
さ
ら

に
発
展
さ
せ
た
公
益
事
業
を

に
発
展
さ
せ
た
公
益
事
業
を

開
催
し
た
い
。

開
催
し
た
い
。

　

支
部
事
務
局

 

宮
本　

憲
一（
122
神
文
）記

　

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

　

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
と
し
て
の
立
場
を
通
し
て

ー
と
し
て
の
立
場
を
通
し
て

沖
縄
を
は
じ
め
多
く
の
方
と

沖
縄
を
は
じ
め
多
く
の
方
と

真
摯
に
向
き
合
う
姿
に
聴
講

真
摯
に
向
き
合
う
姿
に
聴
講

者
一
同
感
銘
を
受
け
ら
れ
た

者
一
同
感
銘
を
受
け
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
ま

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
沖
縄
の
院
友
の
リ
ー

す
ま
す
沖
縄
の
院
友
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
頂
き
た

ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

　

支
部
事
務
局

 

奥
原　

隆
良（
114
文
２
）記

想定を超える盛況ぶり想定を超える盛況ぶり

箕
田
和
男
氏
の
講
演

箕
田
和
男
氏
の
講
演
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